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（１） 研究領域の目的及び概要 

 

研究領域名：感染現象のマトリックス 

研究期間：平成 18 年度～平成 22 年度 

領域代表者所属・職・氏名：（公財）微生物化学研究会 微生物化学研究所 

所長（生物）野本明男  

補助金交付額（単位：千円） 

平成 18 年度 420,200 

平成 19 年度 781,700 

平成 20 年度 795,300 

平成 21 年度 692,900 

平成 22 年度 630,900 

 

 本特定領域研究は、平成13年度～17年度採択の特定領域研究「感染と宿主応答」（代表、

永井美之）を引き継ぐものとして組織された。「感染と宿主応答」では、エイズ、結核、

マラリアを始めとする、平成13年当時の社会が抱える感染症の研究を中心に据え、これま

で、互いに独立して発展してきた“感染症学”と“免疫学”とを結び付けることを最大の

課題として開始された。その結果、個体に対するウイルスの感染・伝播とインターフェロ

ン応答の関係、HIV感染と獲得免疫系応答の関係、および細菌感染と宿主のオートファジー

機構の相互作用の解明など、感染症学と免疫学の境界領域に関する分子レベルの理解が格

段に進む結果となった。病原体ごとの個別の学問と考えられてきた感染症学が宿主免疫応

答という横糸に援護され、一つの体系の中にある学問分野であることが示された。そこで、

感染症学にさらに横糸的研究の視点を導入していけば、新たな切り口を持つ研究課題を生

み出せるとの確信を持つに至った。 

 

 病原微生物ごとに増殖機構や病原性発現機構に関する宿主との関わり合いは異なる。し

かしながら、一般に、同じ分類に属する病原微生物は、互いに似ている点が多く、宿主と

の関わり合いにも共通点が存在することが明らかになりつつあった。したがって、各分類

に属する代表的な病原微生物を選び、それぞれの感染現象を分子レベルで解析し、比較解

析することは、感染現象の基本を知るための最も効率の良いアプローチであり、生命科学

に対しても大きな貢献につながると考えられた。また、各分類の代表的病原微生物を研究

することは、突然現れる新興感染症に対する効率良い対策でもある。実際に、SARS出現の

時に、SARS対策に応じたのは、同じ分類に属するマウスコロナウイルスの研究者であった。

新興感染症に対する戦略を基礎からしっかりと支える研究組織の存在は、社会的にも意義

深いものであると考えられた。 
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 さらに、本領域研究は、これまでの基礎微生物学がそうであったように、広く他の生命

科学分野へ影響を及ぼし、相互の発展に貢献しうる成果を挙げることも期待された。実際

に、外来性の病原微生物を扱う本領域研究の研究からは、他の分野からは見えにくい部分

に容易にアプローチ出来る可能性が考えられた。 

 

 本領域研究においては、異なる分類に属する代表的な病原微生物を選び、これを縦糸と

し、またこれら病原微生物について、その増殖・生活環の研究、病原性発現機構の研究、

および宿主応答の研究を展開、比較解析し、それらの中に存在する普遍性と多様性を明ら

かにする研究を横糸とする。この縦横につながった研究組織を巧妙に組み合わせた研究を

展開し、外来性（病原微生物）ゲノムと内在性（宿主）ゲノムとの相互作用を分子レベル

で解析することによって、病原微生物と宿主の間に形成される自然生態系、すなわち感染

現象の成り立ちの基本を深く理解することを目指した。同時に、この研究組織を、優秀な

若手研究者を育成することも目指した。具体的には、総括班による助言と評価により、研

究を推進させると共に、種々の研究項目の組み合わせによる多数の研究会を企画し、領域

全体の有機的連帯を意識した運営を行うこととした。 

 

 

（２） 研究領域の設定目的の達成度 

 

  非常に多くの研究者の参加を得られたが、全体の研究を有機的に連携させるには、総

括班が、研究者全員の研究内容を把握しなければならない。そこで、まず全員集合の全体

班会議を開催し、公開シンポジウムによる広報活動を行った後、縦糸的研究の研究会を数

多く開催することとした。これらの研究会に、総括班員はできる限り参加して、各研究者

の研究内容を把握する努力を開始した。国際会議は、毎年行われている「あわじしま感染

症・免疫フォーラム」を共同開催することとした。若手研究者の育成を目指した研究会と

して「感染症沖縄フォーラム」の支援を行うこととした。 

 

 研究期間が後半に差し掛かるまでに、総括班では、領域研究全体を見渡し、新たな切り

口を持つ横糸研究のテーマを模索し、後半には、総括班主導の横糸研究および個人的に集

まった研究者による横糸研究の研究会を多数開催する方針とした。新たに設定した研究課

題の将来への発展性を考慮しながら、新学術領域研究への申請を行い、次世代のこの分野

の発展を期すこととした。実際には、この計画は前倒しとなり、前半の後半（平成20年度）

には、多数の横糸研究会が開始されることとなった。 

 

 平成18年度は総括班のみによる準備期間であり、寄生虫、細菌（若手）に分かれての研

究会や第5回感染症沖縄フォーラムの支援、および領域の特徴、研究組織、今後の方針を明
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らかにするための公開シンポジウムを開催した。 

 

 平成19年度は、公募研究が加わり、第4回ウイルス学キャンプin湯河原を支援した他、多

くの研究項目ごとの研究会を開催し、その多くに総括班メンバーが出席して研究組織全体

の把握に努めた。総括班会議も2回開催した。また領域の研究内容を国内外に広く発表する

ために国際会議「第7回あわじしま感染症・免疫フォーラム」を共催し、さらに若手研究者

育成のため、第6回感染症沖縄フォーラムを支援した。 

 

 平成20年度は、真菌研究および寄生虫研究をサポートすると同時に、総括班主導の横糸

研究会を多数開催した。主なテーマは、感染体のセントラルドグマ、病原体のトロピズム

決定機構、病原体の細胞内動態、宿主―寄生体の攻防、種の壁などである。これらの研究

会の多くは、その後さらに方向性と組織を整え、新たな研究の切り口を持って、最近、新

学術領域申請にまで至っている。この年度も、全体班会議開催の他、第8回あわじしま感染

症・免疫フォーラムや第７回感染症沖縄フォーラムを共催・支援して、国外への発信およ

び若手育成を行った。 

 

 平成21年度は、公募研究者の入れ替えがあったが、平成19年度からの多くのメンバーは

再び採択され、平成20年度までの領域研究の方針はそのまま引き継がれた。新しい公募研

究者も加わったので、領域研究の組織の強化を意識した研究会が行われた。すなわち、原

点にもどり、ウイルス、細菌、寄生虫に分かれた研究会を開催し、総括班員はほとんどの

研究会に出席して、本領域研究の方針を徹底させた。この年度も第6回となる全体班会議、

第9回あわじしま感染症・免疫フォーラム、第8回感染症沖縄フォーラムを行った。 

 

 最後の年である平成22年度は、例年、行っている、全体班会議、あわじしま感染症・免

疫フォーラム、感染症沖縄フォーラムなどを開催した。しかし、多数行われたその他の横

糸研究会などは、研究者個人の自主性に基づいて行われた。ここで新学術領域の申請準備

が行われたのは当然であるが、既に領域研究の方針を熟知している研究班員の動きを総括

班が縛ることのないよう心掛けた。 

 

 以上のような、総括班の活動は、本領域研究の研究成果に大いに貢献し、研究期間が進

むにつれて、全体班会議の研究レベルは急速に高まって行くことが、実感出来た。本領域

研究のような大きな領域研究が無くなってしまうのは誠に残念なことと言わざるを得ない。

今後は、出来るなら、幾つかの新学術領域が合同で班会議を持ち、大きな研究班としての

動きの中で、将来のこの分野の発展を視野に入れた研究を推進して欲しいと願っている。 

 

 以上のような、研究の設定目的の達成度は、ほぼ完全に遂行されたと言って良い。実際
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に、新たな切り口を持つ、研究課題を中心とした研究が新学術領域研究に複数申請され、

その内の幾つかはすでに採択されて研究活動を開始している。今年度も複数の申請が行わ

れ、審査が進行中である。 

 

 

（３） 研究領域の研究推進時の問題点と当時の対応状況 

 

平成17年度採択の基盤研究（Ｃ）による本特定領域研究の準備を共に行ってきた河岡義

裕（東京大学医科学研究所・教授）は、本特定領域研究が採択となると同時に、特別推進

研究が採択され、本領域研究に加わることが出来なくなった。また、研究項目A05計画研究

代表者の審良静男（大阪大学免疫フロンティア研究センター・教授）は、世界トップレベ

ル国際研究拠点形成促進プログラムおよび特別推進研究が採択となったため、本特定領域

研究の計画研究代表者を続けることが出来なくなった。そこで、研究項目A05の計画研究代

表者を研究分担者の藤田尚志（京都大学ウイルス研究所・教授）と交替した。 

 

特別推進研究に採択された東大医科研の河岡義裕教授および阪大免疫フロンティア研究

センターの審良静男教授には評価委員（研究協力者）として本領域研究に協力してもらう

ことになった。 

 

 感染研究は、生物が存続する限り、重要な研究領域であり、しかも基礎研究だけでも、

非常に広い病原体をカバーする必要がある。しかるに、現在の大型の特定領域研究は、消

滅する運命である。現在の特定領域研究に比べ小型化した新学術領域研究でこれまでのよ

うな研究の展開は不可能であろう。幸い現在の横糸的研究の切り口を持った研究の中には、

新学術領域研究として相応しい分野が複数生まれているので、今後は幾つかの感染症学に

関する新学術領域研究が合同で会議を開くことも視野に入れ、今後の感染現象の研究を発

展させて欲しいと願っている。 

 

 

（４） 主な研究成果 （代表者からの連絡待ち） 

 

次ページより、研究項目毎に研究成果を示す。 
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研究項目：A01  DNA ウイルスの増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：西山幸廣  

 

本研究項目では、医学的・獣医学的な重要性と生物学的な多様性の観点から、DNAウイル

スの中でもヘルペスウイルス群に焦点をあて、それらのウイルスによる感染現象の分子基

盤の解明を目指して研究を推進した。ヘルペスウイルスはあらゆる脊椎動物に種固有のウ

イルスが存在し、ヒトを宿主とするウイルスも現在までに８種類知られている。また、ヘ

ルペスウイルス科はゲノム特性、生物学的性状などからα、β、γの３亜科に分類される。

本研究では３亜科を代表するヒトのヘルペスウイルス（HSV, HHV-6,EBV）について、ウイ

ルス増殖、病原性発現に関わるウイルス因子、宿主因子について解析した。 

・HSV US3はプロテインキナーゼ(PK)をコードするアクセサリー遺伝子で、アポトーシス抑

制、カプシドの核外輸送、細胞骨格系制御、免疫機構からの回避など多面的な作用をもつ。

HSV-1および HSV-2の野生株および US3欠損株(ΔUS3)の感染による宿主遺伝子（約 5万 4

千）の発現の変化をマイクロアレイで網羅的に解析した。その結果、HSV-1と HSV-2、野生

株とΔUS3 の感染細胞間で遺伝子発現プロファイルが有意に異なること、ΔUS3 感染で特異

的に発現量が上昇する宿主遺伝子があることが判明した。また US3PK の新規基質として主

要エンベロープ糖蛋白質である gBを同定した。US3による gBのリン酸化によって gBのエ

ンドサイトーシスが亢進し、gBの細胞表面量が抑制されることがわかった。また、US3PK

が 14番目のセリン(Ser-147)を自己リン酸化し、自身の活性を制御していることを明らか

にした。 

ウイルス遺伝子産物の新しい機能の発見 

・HSV UL14は分子シャペロン様機能、抗アポトーシス活性をもつこと、侵入直後のヌクレ

オカプシド、及び主要テグメントタンパク質 VP16の核への輸送に重要な役割を果たしてい

ることを明らかにしてきた。さらに、シャペロン様機能に重要なドメインに含まれるアミ

ノ酸残基を置換した UL14変異ウイルス 14(P3)、14(K51M)を新たに作製し、UL14完全欠損

(14D)及び復帰ウイルスと種々の性状について比較した。その結果、UL14が HSV 粒子の成熟

過程にも関与していることが判明した。 

・HSV UL56は後期発現アクセサリー遺伝子であり、C末端アンカー型膜蛋白質をコードす

ること、それは HECT 型ユビキチンリガーゼ Nedd4を制御することを明らかにした。さらに

Nedd4ファミリーに属する Itch が UL56依存的に減少し、感染 12時間後にはほぼ消失する

ことが判明した。Nedd4に加え、Itch も HSV感染により UL56依存的に変化したことは、UL56

の機能解析の点からも、HSV とユビキチンシステムとの関わりの点からも興味深い所見と考

えられる。 
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・HHV-6 の増殖サイクルにおいて、Multivesicular body (MVB)内で検出されたエンベロー

プ糖タンパク質 gMに焦点を当て解析を行った。gMは複数回膜貫通型の糖タンパク質である

が、gMは gNと複合体を形成した場合においてのみ細胞性因子の SNAREと結合することが判

明した。 

・EBVのポリメラーゼ付随蛋白質 BMRF1はウイルス DNAポリメラーゼ(BALF5)の processivity 

を上げる機能を持つ。BMRF1 は大量に産生され、多面的な機能を有することが推定された。

解析の結果、BMRF1は dsDNA 結合能をもち、ウイルス転写因子 BZLF1のコファクターとして

転写促進に関与していること、また複製されたウイルス DNAに結合してヌクレアーゼの攻

撃やヒストンのアッセンブリーからウイルス DNAを保護する機能を持つことが示唆された。

さらに、結晶解析から BMRF1 の三次元構造を明らかにするとともに、リング形成がウイル

スゲノム合成に重要であることを明らかにした。 

・HSV gBと会合する新規受容体として、NM-IIA (non-muscle myosin IIA)を同定した。ま

た、NM-IIA が MLCK(myosin light chain kinase)によるリン酸化シグナルカスケードで制

御されていること、そのカスケードを阻害すると HSV感染を in vitroおよび in vivoで抑

制することを明らかにした。NM-IIA およびその制御機構を標的とし、新しい抗ウイルス薬

が開発できる可能性が示唆された 。 

新しい宿主因子の同定とその役割の発見 

・HSV は感染によって核・核膜構造をリモデリングしていると考えられる。核構造タンパク

質のひとつであるNuMA(nuclear mitotic apparatus)proteinに着目し動態を解析した。NuMA

は非感染細胞では核小体をのぞく核内にほぼ均一に存在するが、感染が進むにつれ核中央

の密度が著しく減少し核内膜直下（ラミンの内側）に不溶性成分として残存すること、感

染によってリン酸化されることを見出した。また NuMAの発現を抑制した細胞ではウイルス

増殖が抑制されることが分かった。 

・HSV感染細胞では宿主細胞の mRNAやタンパク質合成が強く抑制されることが知られてる。

宿主遺伝子発現におよぼす HSV感染の影響について DNAマイクロアレイを用いて網羅的解

析を行った結果、発現量の増加する宿主遺伝子が予想以上に多数存在することがわかった。

感染細胞において発現量が著しく増加した宿主遺伝子の一つとして INSM1に着目した。

INSM1は 5つの zinc finger motifをもつ転写因子で、早期胚の神経発生に重要な働きをす

るとともに細胞周期や分化にも関与している。INSM1 promoterを用いたリポーターアッセ

イでは、感染後経時的にその活性が著しく上昇することが示された。INSM1発現系で局在の

変化を観察したところ、HSV の感染により核内の局在が replication compartment様に変化

した。既に報告のある INSM1 結合配列に関して HSV ゲノム内で検索したところ、ICP0 

promoter領域に多数の類似配列が認められた。ICP0 promoterを用いたレポーターアッセ
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イでは VP16 の存在下で INSM1は促進的に作用することが判明した。さらに ChIPアッセイ

で ICP0 promoter領域への INSM1 の結合が確認された。加えて HSV感染における Tankyrase 

1の動態と役割について検討した。内在性 Tankyrase 1は殆ど細胞質に存在するが、感染に

より核内にリクルートされることがわかった。感染初期に Tankyrase1 は ICP0蛋白質と共

局在し、その後 replication compartment内に認められた。XAV939を用いて Tankyraseの

活性を抑制すると、HSVの増殖も有意に抑えられた。以上の結果は、INSM1、Tankyrase 1

が HSVの増殖に重要な役割を果たしていることを示唆する。 

・HHV-6は T細胞に感染し子孫ウイルス粒子を形成する。未熟ウイルス粒子は感染細胞内で

形成された小胞に出芽し成熟ウイルス粒子となるが、その小胞はエンドソームおよび TGN

の性質をもった膜であること、また成熟ウイルス粒子はその小胞より派生した MVB を介し

て細胞外へ放出されることを見いだした。ウイルス感染細胞内で新たに形成された MVB 内

の small vesicleには、MVB のマーカーである CD63の他にウイルスエンベロープ糖タンパ

ク質, gBおよび gMの発現が見られた。 

・EBV産生感染の進行に伴ってCDK阻害蛋白質p27Kip1がプロテアソーム依存的に分解されるこ

とを見出した。その分解にはEBV蛋白質キナーゼ（EBV PK, BGLF４蛋白質）が関わっており、

p27Kip1のThr-187を効率よくリン酸化することで、SCFSkp2ユビキチンリガーゼを介したユビ

キチン/プロテアソーム系によるp27Kip1の分解を促進することを明らかにした 。 

・EBV潜伏感染細胞にウイルス産生感染を誘導するとATM依存的DNA損傷応答経路が誘起され

下流のChk2, p53はリン酸化を受ける。リン酸化されたp53は安定化されユビキチンリガー

ゼであるMDM2の制御からはずれ、p53の量は増加するはずであるが、ウイルス産生感染の進

行とともにp53の全体量は明白に減少し、その結果p53の下流の経路は活性化されない。こ

の分子機構はp53とBZLF1蛋白質が相互作用しp53を分解することによってp53の下流の伝達

を抑制することを見つけた。EBV産生感染時にBZLF1蛋白質はCul2/5複合体をリクルートし、

p53のアダプターとして働くことによりリン酸化し活性化したp53をユビキチン化し分解へ

と導くことが明らかになった。p53の下流のシグナルを抑え、ウイルスの産生に適した環境

を整えるのに寄与していると考えられる。 
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研究項目：A02 プラス鎖 RNA ウイルスおよび二本鎖 RNA ウイルスの増殖・生活環、 
および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：野本明男 
 

 本研究項目では、プラス鎖 RNA ウイルスと二本鎖 RNA ウイルスの研究を取り上げた。対

象としたウイルスは、動物 RNA ウイルスの中で最も早くリバースジェネティックス系が確

立したポリオウイルスを含むピコルナウイルス、医学的に重要な C 型肝炎ウイルス、SARS

コロナウイルス、ロタウイルス、および RNA 複製研究の対象として植物ウイルスであるト

マトモザイクウイルスに焦点を当てた研究を展開した。 

 

ポリオウイルスは、神経毒性があり、実際にウイルスは血液脳関門を経て中枢神経系に

侵入する。この侵入のメカニズムを解析した。その結果、ポリオウイルスは、トランスフ

ェリン受容体に結合し、この受容体を利用して中枢神経系に侵入することを明らかにした

（野本）。ポリオウイルスをベクターとするとき、分泌型蛋白質の発現は困難であることが

知られていたが、ポリオベクターの改変により、分泌型蛋白質を発現させることに成功し

た（野本）。ポリオウイルス感受性トランスジェニックマウスと各種ノックアウトマウス

（RIG-I、MDA5、TRIF、MyD88、TLR3 ノックアウトなど）を掛け合わせたマウスを使用した

生体側の応答も解析し、自然免疫応答機構が、ポリオウイルスの組織特異性を決定してい

ること、そのウイルスセンサーは TLR3 であることを明らかにした（小池）。エンテロウイ

ルス 71の感染に必要なウイルス受容体が Scavenger receptor B2 であることも明らかにし

た（小池）。この受容体解明はエンテロウイルス 71 の病原性発現機構の解明に大きく寄与

すると考えられる。 

 

 我が国で発見され命名されたピコルナウイルスの一種であるアイチウイルスについては、

ウイルス蛋白質のウイルス複製における役割を詳細に検討した。その結果、L蛋白質がウイ

ルス特異的ポリ蛋白質の細胞内局在を決定し複製複合体形成を導いていること、2A 蛋白質

は他の非構造蛋白質に相互作用しゲノム複製に必須であること、さらに 3AB 蛋白質の結合

する未知の宿主蛋白質を見いだすことに成功した（谷口）。 

 

 C 型肝炎ウイルスの生活環における脂質の重要性を JFH-1株を使用して明らかにした（脇

田）。まず、ウイルス粒子中のコレステロールとスフィンゴミエリンが感染初期過程に重要

な役割を演じていることが明らかになった（脇田）。これらの脂質はラフト様マイクロドメ

インの主要構成成分であることから、ウイルス粒子は脂質ラフトを含む膜を被っている可

能性が示された。さらにウイルス粒子形成に関与する生体膜蛋白質として HSD11 を見いだ

した（脇田）。この宿主蛋白質はウイルスの NS5A と結合しウイルス粒子形成に関与してい

ることを明らかにした（脇田）。 
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 C 型肝炎ウイルスのコア蛋白質は、ヌクレオキャプシドの構成成分としてウイルス粒子の

形成に関与している。このコア蛋白質は、ユビキチン化非依存的（PA28γ依存的）に、あ

るいはユビキチン化依存的（E6AP依存的）にプロテアソームで分解される（松浦）。この二

つのプロテアソーム経路で分解されることの生物学的意義を解明するための研究を展開し

た（松浦）。すなわち、二つの分解経路とウイルス産生の関係を検討した。その結果、E6AP

をノックダウンするとコア蛋白質のユビキチン化が抑制され、ウイルス産生は上昇した。

一方、PA28γをノックダウンするとコア蛋白質のユビキチン化が促進され、ウイルス産生

は低下した。しかしながら、PA28γのノックダウンはゲノム複製には影響しなかった。ま

た、PA28γのノックダウンにより低下したウイルス産生は、E6AP のノックダウンによって

回復した。さらに、PA28γはプロテアソームのトリプシン様活性を促進するが、その機能

を欠損させた PA28γ変異体は、PA28γのノックダウンにより低下したウイルス産生を回復

させることが出来なかった。以上の結果から、PA28γは E6APによるコア蛋白質のユビキチ

ン化を負に制御し、ウイルス産生において E6APと相反する機能を持つことを示した（松浦）。 

 

 コア蛋白質を発現するマウスは、C型肝炎患者で観察される２型糖尿病や肝細胞癌を発症

するが、このマウスから PA28γ遺伝子を欠損させると、これらの病態はすべて消失する。

すなわち、コア蛋白質が核に移行し、PA28γと相互作用することは、ウイルス粒子の産生

を正に制御しているだけでなく、ウイルスの病原性発現を制御していることが明らかにな

った（松浦）。 

 

 C 型肝炎ウイルスを様々な培養条件下で継代培養し、増殖適応変異株を得て、そのゲノム

変異部位を同定した。さらにそれらの変異をリバースジェネティックスの手法で変異を加

えてこの意義を検討した（堀田）。C 型肝炎ウイルスが肝細胞の糖・脂質代謝異常を引き起

こすことが知られている。プロテオーム解析により、感染の持続により宿主蛋白質の FABP1

が減少することが明らかになった。また、糖の取り込みに重要な役割をなす GLUT2 の発現

が抑制されることも見出した（堀田）。 

  

 C 型肝炎ウイルスの RNA ポリメラーゼ NS4Bの発現により、宿主肝細胞の癌抑制遺伝子 Rb

の分解が誘導されることを見出した。このメカニズムを解析したところ、Rb がウイルスの

NS5Bおよび宿主のユビキチンリガーゼ E6AP依存的にユビキチン化され、プロテアソームに

より分解されることを示した。さらに、Rbの減少は、E2F発現量の上昇となり、これが TLR3

の発現上昇につながったと考えられる結果を得た（野本）。また C 型肝炎ウイルスが、CDK

阻害剤により、抑えられることが明らかとなった。CDK 阻害剤により Rb のリン酸化が抑制

され、Rb 蛋白質量が上昇することにより、ウイルスの増殖が抑制されると考えられた（野

本）。 

10



 

 SARS コロナウイルスは、受容体 ACE2に結合後、エンドソームに運搬され、酸性環境下で

活性を示す cathepsin Lによりスパイク（S）蛋白質が活性化され、ウイルスエンベロープ

とエンドソーム膜との融合が起こり、細胞内へ侵入すると考えられている。しかし、S蛋白

質の活性化を促すトリプシンやエラスターゼなどのプロテアーゼの存在下では、受容体に

結合したウイルス粒子の S 蛋白質の解裂・活性化が起こり、細胞膜から直接に細胞内に侵

入することを明らかにした。この経路は、エンドソーム経路と比べ感染が効率良く拡大す

ることも見出した（田口）。 

そこで、細胞膜貫通型プロテアーゼである TMPRSS2 が S 蛋白質を活性化する可能性を検討

した。その結果、TMPRSS2を発現させた細胞は、S蛋白質を解裂・活性化することを見出し

た。しかし、この活性化には、方向性があることも見出した。すなわち、細胞に侵入しよ

うとするウイルスの S 蛋白質に対しては働くが、出て行くウイルスには働かないことを明

らかにした（田口）。 

 

 RNA複製研究は、植物ウイルスである、トマトモザイクウイルスおよびタバコモザイクウ

イルスを使って行われた。共にウイルス RNA 上に、130K、およびそのリードスルー産物で

ある 180K複製蛋白質をコードしている。130K、180K蛋白質は翻訳と共役してゲノム RNA と

結合し、pre-membrane-targeting complex (PMTC)と呼ばれる複合体を形成し、さらにこれ

が生体膜に結合して複製複合体を形成する。複製複合体が生体膜上に形成されることは、

動植物を宿主とするプラス鎖 RNA ウイルスに共通した事象であるが、その形成過程は不明

のままである。タバコモザイクウイルスを使用した研究により、PMTC に含まれるウイルス

RNA は翻訳を受けない状態にあること、また、複製蛋白質は、ヌクレアーゼで RNA を分解し

てもなお、ネイティブ PAGE 上で 1 MDa以上の大きさを示す複合体を形成していることが明

らかになった。現在のところ、PMTC に含まれる宿主蛋白質は同定されていない。 

 

 開発したばかりのロタウイルスのリバースジェネティックスはヘルパーウイルスを利用

する。この実験系を用いて、抗原モザイクを有する組換えロタウイルスを作製し、その性

状解析を行った。サルロタウイルス SA11株の VP4遺伝子上のトリプシン切断部位に関する

変異株を作製した。これらのウイルスの感染実験から、細胞内でのフューリンによる VP4

切断活性化はロタウイルス増殖には負に作用する可能性が示された（谷口）。プラスミド DNA

のみによるリバースジェネティックス系の開発は、多大なる努力をしたが現在のところ、

成功していない（谷口）。 
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研究項目：A03 プラス鎖 RNA ウイルスの増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：柳 雄介 

 

１．麻疹ウイルスの受容体結合蛋白質（H 蛋白質）とその受容体である SLAM (CD150)の複合体

の結晶構造を明らかにした。H 蛋白質はベータプロペラ構造をしており、その側面で SLAM と結

合している（図１）。ウイルスエンベロープ上では、H 蛋白質単量体は水平方向に大きく傾いてお

り受容体と結合しやすい配向をとっている（図２）。H 蛋白質/SLAM 複合体には 2 種類の四量体

（Form I と Form II）が存在し、これらの間での構造変化が膜融合の引き金になっていると考えら

れる（図３）。また、麻疹ウイルスは、細胞接着に関与する分子を介して SLAM 非依存性に、極

性上皮細胞に感染することを明らかにした。（柳 雄介：Hashiguchi et al. Proc Natl Acad Sci USA 

2007; Shirogane et al. J Biol Chem 2010; Hashiguchi et al. Nat Struct Mol Biol. 2011）                      

   

図１          図２              図３  

 

２．インフルエンザウイルスゲノムの転写・複製に関与するウイルスポリメラーゼ（PA、PB1、

PB2）とNPタンパク質の活性を制御する宿主因子として、MCM、Tat-SF1を新たに同定した（図１）。

また、PAとPB1、PB2とPB1の結合部分の構造を明らかにした（図２）。(竹内 薫：Kawaguchi et al. 

EMBO J 2007; Obayashi et al. Nature 2008; Sugiyama et al. EMBO J 2009)  

        
          図１                   図２ 

 

３．パンデミック(H1N1)2009 インフルエンザウイルスの病原性を in vivo で解析した結果、従来の

季節性インフルエンザウイルスと異なり、肺で増えやすく、高い病原性を示すことを明らかにし

た。また、感染細胞から出芽するパンデミック(H1N1)2009 ウイルスの走査電子顕微鏡像を明らか

にし、Nature 誌の表紙として採用された。（野田 岳志：Neumann et al. Nature 2009; Itoh et al. Nature 

2009） 
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４．エボラウイルスはマクロピノサイトーシスを介して細胞に侵入すること、そのマトリックス

蛋白質 VP40 は、COPII 経路を介して細胞表面へと輸送され、ウイルス様粒子を形成することを明

らかにした（図１）。また、ウイルス粒子形成機構の解析結果を元に、VP30 遺伝子を欠損させた

非増殖型エボラウイルスを開発した。本系の開発により、BSL4 施設なしでエボラウイルスの増殖

機構の解析が可能になった。（野田 岳志：Noda et al. PLoS Pathog 2006; Nanbo et al. PLoS Pathog 

2010）  

        
              図１ 

 

５．ボルナ病ウイルス（BDV）の 0.8-kb のポリシストロニック mRNA（X/P mRNA）の 5’UTR 領

域に存在するステムループ構造と DDX21 を含む RNA ヘリカーゼ複合体との相互作用が下流の蛋

白質の翻訳制御に重要であることを明らかにした（図１）。ヒトを含む多くの哺乳動物のゲノムに

ボルナウイルスの N 遺伝子に由来する配列が内在化していることを発見し、内在性ボルナウイル

ス N 因子（EBLN）と名付けた（図 2）。ゲノム解析の結果、ヒトゲノムに存在する EBLN は約 4,000

万年前に、ヒトの祖先に感染したボルナウイルスが内在化したものであることが明らかとなった。

また、培養細胞を用いた実験で、BDV mRNA が感染細胞のゲノムにインテグレーションされるこ

とを明らかにした。（朝長 啓造：Watanabe et al. PLoS Pathogens 2009; Horie et al. Nature 2010） 

                  図１                     図２ 

 

６．ニパウイルスの V 蛋白質、C 蛋白質が抗インターフェロン活性とは別の機構で、ニパウイル

スの in vivo での病原性に重要な役割をしていることを明らかにした。また、ニパウイルスの複製

に必要な N 蛋白質と P 蛋白質の相互作用に関わっている N 蛋白質新規ドメインを同定した。（甲

斐 知恵子：Yoneda et al. PLoS One 2010; Omi-Furutani et al. J Virol 2010） 
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1 MPPKRR---LVDDADAMEDQDLYEPPASLPKLPGKFLQYTVGGSDPHP IGHEKDIRQNAVALLDQSRRDMFHTVTPSLV 77
1 MSRPRNNPQTSSPQDSTKDGSSFHYFQGRFELSGKSRQYPADALEPQP IGDVKVIEKATKSMLDPAQRSHFYLVTPSLV 80
1 MSHLRKDSQPSSPGDDAMDRSGLPDLQGRFELSGKNRQYPLDALEPQP IGDIKDIKKAAKSMLDPAHKSHFHPVTPSLV 80

78 FLCLLIP LHAAFVHGGVPRESYLSTPVTRGE-QTVVKTAKFYGEKTTQRDLTELEISSIFSHCCSLLIGVVIGSSSKIK 156
81 FLCFIFD LHKALLSVGVSKRSNIVIGNENKETGTLYAS-KFED---VLPTFTALEMSSILRHCCD-LIGIAAGSSDPIC 155
81 FLCFIFD LHQALLSVGVSKRSNTVVGNENEERGTPYAS-RFKD----MPNFIALEKSSVLRHCCDLLIGIAAGSSDKIC 155

157 AGAEQIKKRFKTMMAALNRPSHGETATLLQMFNPHEAIDWINGQPWVGSFVLSLLTTDFESPGKEFMDQIKLVASYAQMT 236
156 TNSLQVQRQFKAMMISIGRPLHSESADLLISYNAGPAIDWINSRPWVGGLMFTFLFGEFESPACELLDQVKVVASKAQMM 235
156 TSSLQVQRRFKAMMASIGRLSHGESADLLISCNAESAIGWISSRPWVGELMFTLLFGDFESPLTQAT-QVKLVAKKAQMT 234

237 TYTTIKEYLAEC DATLTIPVVAYEIRDFLEVSAKL-KEDHADLFPFLGAIRHPDAIKLAPRSFPNL SAAFYWSKKENP 315
236 TYYTVRMFLD C DGSTALPAVVLEIPVF-EQKKPLAKKVLGDFFEFGGVLRHPVIGVLSPQMFPNL TAANYWAKRRNS 314
235 TY-CVRMFLD C DGSIALRAIVSEIPVF-EEKKTMVKKALGKYFEFGGVLCHPIIGELSPRMFPNL TAANYWAKMSNP 312

316 TMAGYRASTIQPGASVKETQLARYRRRE ISRGEDGAELSGEISAIMKMIGVTGLN 370
315 TFSGFEALDIIPG-STITFPVLQ ASAQKISRGSDMDPYTLNILRGYGISG - -FE 366
313 TFLGFKAPDVIPG-STITLPLLQ ASPRKILRGECWVESIHALLTTNSHYLK- 363

-
-

- --

Q
Q

M

M
V

G
G
G

G
G
S

A
A
A

M
M

BDV N
EBLN1
EBLN2

内在性ボルナウイルスN（EBLN）因子

BDV Nとヒト由来EBLNのアミノ酸配列の比較
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７．霊長類に重篤な出血熱を引き起こすフィロウイルスのプロトタイプであるマールブルグウイ

ルス(MARV)の C 型レクチン介在性細胞侵入機構および抗体依存性感染増強現象について、病原

性の異なる 2 つの株を用いて解析を行い、霊長類に強い病原性を示す Angola 株は比較的弱い病原

性の Musoke 株よりもこれらの機構を利用した細胞侵入効率が高いことを明らかにした。病原性

発現に直接関与すると考えられる細胞への侵入効率と実際の病原性の間に相関が見られたことか

ら、C 型レクチン介在性の細胞侵入効率および抗体依存性感染増強現象は MARV の病原性に関与

することが示唆された。（高田礼人：Takada et al. J Infect Dis 2007） 
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研究項目：A04 レトロウイルス（HIV, その他）の増殖・生活環および病原性発現機構の

研究 
計画研究代表者：小柳義夫 
 
レトロウイルス（HIV、ならびにその他のウイルス）の増殖・生活環および病原性発現機構

に関わる細胞性必須因子ならびに抑制因子の解明と生体における持続感染成立機序の解明

のために、細胞モデルならびに個体モデル実験系を用い、以下の結果を得た。 

①HIV-1 補受容体である CXCR4 のゴルジ体から細胞質膜の移行は、４回膜貫通蛋白質(テト

ラスパニン)のひとつである CD63 により抑制された。この結果は、細胞質膜への移行に新

たな選別機序が存在することを示すものである（小柳義夫）。 

②CD9, CD63, CD81, CD82, CD231 などのほとんどのテトラスパニン分子は、HIV-1 が遊離

される際に細胞質膜からウイルスエンベロープに移行すること、そして、ウイルスに取り

込まれたこれらは、次の細胞への融合過程を抑制することを見出し、テトラスパニンが

HIV-1感染の抑制因子であること示した（小柳義夫）。 

③HIV 放出抑制蛋白質であるテザリンは BCA2 と結合して協調的に働いて細胞内にウイルス

粒子を取り込むこと（梁明秀）、一方、テザリンは HIV-1のアクセサリー蛋白質 Vpuにより、

その細胞表面の発現が阻止された。テザリンと Vpu の相互作用ドメインの解析から、結合

領域はテザリンの膜貫通領域（TM）内のへリックス片側面の 3 つのアミノ酸に集積するこ

と、一方、Vpuに耐性のサル種テザリンには同じアミノ酸が保存されているが、上流のアミ

ノ酸の欠失のために 3 次元構造が異なることがわかった。これらの結果をもとに分子動力

学計算解析を行い、予想されるテザリンの TM領域の分子構造を明らかにした（小柳義夫）。 

④レトロウイルスの感染を抑制する deaminaseである APOBEC3Gは HIV-1のアクセサリー蛋

白質 Vif により負の制御をうけているが、APOBEC3G はプロテインキナーゼ A によりリン酸

化され Vifに抵抗性となり抗ウイルス活性を得ること、一方、その Vifは MDM2によりユビ

キチン化され発現制御をうけること、また、Vif は抗 APOBEC3G 作用と独立して p53 に作用

して G2M 期停止作用を有すること見出した（高折晃史）。すなわち、Vif にはこれまで知ら

れていた抗 APOBEC3G作用に加え、あらたな機能を有することを見出した。 

⑤細胞内への HIV-1 侵入後の逆転写反応において、逆転写酵素と協調的にインテグレース

もその反応に関わることが知られていた。その際に核酸結合蛋白質である Gemin2が細胞質

でインテグレースに結合し、その安定な多量体化を維持し、逆転写酵素とウイルス遺伝子

の結合性を安定化させることがわかった（増田貴夫）。 

⑥HIV-1 プロウイルスの発現に、Brm型 SWI/SNF複合体がウイルス転写開始後に形成される

nucleosome-1 の構造変換を誘導させ、ウイルスの転写伸長反応を促進させることを見出し

た（水谷壮利）。 

⑦HIV-1 粒子形成過程において Gag 蛋白質は、Qc-SNARE と結合し細胞質膜に移行すること

を見出した（森川裕子）。すなわち、Gag はこれまで知られているエンドソーム経路だけで
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なく、分泌経路を介して細胞内を移動することがわかった。また、Gagは出芽の際の ESCRT

分子群をリクルートすることがよく知られているが、ESCRT分子群の上位に位置する Hrsに

よりその発現が維持されていることがわかった（田中伸幸）。さらに、Gag は SOCS1 への結

合により細胞内で安定化され、効率的なウイルス産生が実行されることがわかった（山本

直樹）。 

⑧西アフリカに感染者が多いHIV-2では、CA領域の 120番目のアミノ酸にウイルス株間の多

型があり、CA120がプロリンのウイルス株はカニクイザルのTRIM5αに感受性であり、それ以

外のアミノ酸ではそれに耐性であった。そして、このCA120

⑨HIV-1 の霊長類感染モデル確立のために、サルの APOBEC3ならびに TRIM5αに耐性となる

ようにウイルス遺伝子の改変を加え、さらにサル細胞での馴化実験を行い、カニクイザル

まで含めたサルに感染し、抗体反応も惹起する改変 HIV-1 の作製に成功した（足立昭夫）。 

がプロリンのHIV-2に感染してい

る患者の血中ウイルス量は、非プロリンのそれに比べ明らかに低いことを見出した（塩田

達雄）。この領域はコンピュータによるモデル解析により 6番目と 7番目のαへリックス間

のループにあり、このループ構造がヒトのTRIM5αに対する感受性に影響を及ぼす可能性を

示唆した。 

⑩ヒト造血幹細胞移植によるヒト化マウスを確立し、HIV-1接種実験により、in vivoにお

ける HIV-1のウイルス産生細胞はエフェクターメモリーT細胞であることを見出し、さらに、

APOBEC3 が HIV-1 に対して Vif 存在下でも G→A 変異導入によりウイルス感染を抑制してい

ることを証明した（小柳義夫）。 

⑪感染個体内における免疫反応解析のために、SIVモデルを用いて、抗体ならびに CD8 T細

胞のウイルス複製抑制効果について実験を進めた。感染初期における中和抗体のウイルス

複製への影響を知るために、感染成立後早期にウイルス特異的抗体の受動免疫を行い、抗

体接種群ではセットポイント期の血中ウイルス量が対照群と比較して有意に低くなった。 

感染急性期の中和抗体反応が、高レベルの polyfunctional CD4 陽性 T細胞の誘導に結びつ

き、その結果ウイルス複製の抑制に作用することがわかった（俣野哲朗）。 

⑫HIVの感染抑止には、その特異的 CTL の誘導が重要であり、そのためにはウイルス特異的

CD4 T 細胞の反応が重要と考えられている。ところが、この CD4 T細胞は HIVの重要な標的

であるため、そのメモリーをワクチンにより誘導することは、HIV 感染標的細胞の増加によ

るウイルス増殖促進による病状の悪化が考えられる。そこで、予防ワクチンによる CD4 T

細胞誘導を伴わない SIV特異的 CTLの誘導を、SIV感染モデルにて検証した。その結果、SIV

特異的 CD4 T細胞の反応がないように誘導した SIV特異的 CTLは、SIV曝露後、2次反応に

より SIV複製抑制効果を発揮可能であった。すなわち、CD4 T細胞に依存しないウイルス特

異的 CTL の誘導は、予防エイズワクチン開発における一つの新戦略として期待される（俣

野哲朗）。 

⑬これまでに樹立した SIV 複製制御維持群（ワクチンにより SIV 複製制御に至る MHC-I ハ

プロタイプ A 共有サル群）における CTL 反応を解析した。このワクチン接種サル群では、

16



Gag206-216および Gag241-249エピトープ特異的 CTLが野生型 SIV複製制御に中心的役割を

担っており、上記 CTL からの逃避変異を有する変異 SIV チャレンジを制御することができ

ない。しかし、ワクチン接種後の野生型 SIV チャレンジを制御できたサルの慢性期に変異

SIV をスーパーチャレンジしたところ感染が防御された。これらのサルではより多様な SIV

抗原を認識しうる広汎な CTL 反応が誘導され、培養細胞系で変異 SIV 複製抑制能力を有す

る CTL が誘導されることが判明した。この広汎化機序の解明により、有効な CTL 誘導法の

開発に結びつくことが期待される（俣野哲朗）。 

⑭マウス白血病レトロウイルス(MuLV)感染による腫瘍の発生には、宿主ゲノムへのプロウ

イルスの挿入による遺伝子変異や発現の変化が深く関与している。この MuLV挿入変異法に

分裂組換えとヘテロ接合性を消失するブルーム症候群モデルマウスを導入した実験系を確

立し、発がんに関わる遺伝子を網羅的に同定する試みを行った。その結果、ヒストンメチ

ル化酵素 17 種（Ezh2, Setd7, Smyd2など）と脱メチル化酵素 11種（Fbx110, Jmjd3, Jmjd2c

など）を発がん関与分子として同定した。そして、今回見出したメチル化制御酵素群につ

いて実際のヒトのがん組織での発現様式を解析した結果、肺がんや大腸がん組織での発現

の亢進を確認し（Suv39h1, Plu1 など）、さらにそれら高発現細胞株においてノックダウン

による細胞増殖の抑制を見出した。これらの結果からヒストンメチル化制御酵素群ががん

の発症に関わること、さらに、がん細胞の浸潤、上皮－間葉転換などの異なるステップに

おける役割も有することを見出した（鈴木健之）。 

 上述のようにレトロウイルスの細胞レベルにおける複製過程における細胞性因子の新た

な機能がわかり大きな展開が開かれた（図１）。さらに、個体レベルにおけるウイルス増殖・

生活環および病原性発現機構について新知見を得た（図２）。 
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図１. 細胞レベルの成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２. 個体レベルの成果 
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研究項目：A05 ウイルス感染と宿主応答 

計画研究代表者：藤田尚志 

 

計画研究 「ウイルス感染における細胞内二本鎖 RNA認識受容体の機能解析」 

研究成果  

(1)ノックアウトマウスおよびそれに由来する細胞の解析によりRIG-I,MDA5,LGP2 は感知

するウイルスに特異性がある事を発見した。この事は幅広い増殖様式を持つウイルス群を

効率的に感知する事に役立っていると考えられる。また、このウイルス特異性は各ウイル

スの増殖過程で産生するRNA の構造（二重鎖構造、5'三リン酸構造、鎖長など）に由来す

ることを明らかにした。 

(2)RLR （RIG-I-like receptor）のウイルスRNA 認識に関わるドメイン（カルボキシル末端

側ドメイン、CTD）の構造を解明した。このドメインは分子モデリングによって二重鎖RNA 

構造の認識に関与する事が強く示唆された。 

(3)ウイルス感染によって発現誘導される標的遺伝子としてI 型インターフェロンが知られ

ておりその分子機構の解析が進んでいた。近年新たに進化的に全く異なるIII 型インターフ

ェロンが発見され、その抗ウイルス応答における役割が注目されている。我々はRLR がウ

イルスRNA を感知し、シグナルを伝達するとI 型のみならずIII 型インターフェロンも効率

的に誘導される事を明らかにした。 

(4)インターフェロンは平常時には全く発現していないが、ウイルス感染時に迅速に発現誘

導される。恒常的なインターフェロン産生は生体機能に害を与えると考えられており、抗

ウイルスシグナルは厳密に制御されていると考えられる。宿主の負の制御因子として

RNF125 を同定した。またパンデミック流行を引き起こすインフルエンザウイルスは非構

造蛋白質であるNS1 をコードしており、それがRIG-I によるシグナルを強く阻害してウイ

ルスの増殖を助けている事を明らかにした。 

(5)RLR が活性化されるとミトコンドリア上に発現するアダプター分子、IPS-1 にシグナル

が伝達される事が報告されていた。IPS-1 はミトコンドリア上に発現する事がその機能に

必須である。我々はウイルス感染によってIPS-1 がミトコンドリア上を移動して凝集体を

形成する事、それにはミトコンドリアの融合を制御する事が知られているMitofusin1 が必

須である事を明らかにした。我々はミトコンドリアがその表面積、融合／分裂の能力によ

ってIPS-1 を効率的に凝集するプラットホームとして機能しているというモデルを提唱す

る。 
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(6)RLR がウイルス感染に対する防御に重要である事が次々と明らかになり、その機能異常

が原因となる疾患の存在が予測された。RLR のアミノ酸置換を伴う遺伝子多型についてそ

の抗ウイルス機能を解析したところ、幾つかの機能喪失変異を同定した。１型糖尿病への

抵抗性を獲得する遺伝子多型が幾つか報告されていたが、それらとMDA5の機能喪失変異が

一致した。また、自己免疫疾患である皮膚筋炎の特定のタイプではMDA5 に対する自己抗

体が産生されていることを見出した。これらのことはMDA5の機能亢進と自己免疫疾患の関

連を示唆している。 

(7)5'三リン酸を有するRNA が1918 年および2009 年のパンデミックインフルエンザウイ

ルスの増殖を抑制することを見出した。同様にRIG-I の活性化の結果、エボラウイルスの増

殖が抑制されることを見出した。ヒトの呼吸器に感染して喘息などを引き起こすライノウ

イルスはRLR およびTLR の協調した機能によって排除されることを見出した。 

 

公募研究 

公募研究には多くの研究者が「ウイルス感染と宿主応答」というテーマの基に参加して研

究を行なった。 

(1)ウイルス核酸の感知、それによって誘導される宿主応答 

実際のウイルス感染の際に不完全なゲノムを有するウイルスに由来する DI-RNA が IFN 産

生の原因であることを発見した。またウイルス核酸を模倣する、人工二重鎖 RNA である

Poly(A:U)が TLR3,TLR7を介して免疫アジュバントとして機能することを発見した。また細

胞質に出現した DNA も特定の条件下で抗ウイルス応答を誘導するが、その一部は DAI が細

胞質内 DNA センサーとして機能したためであることを見出した。しかし、ほかの DNA セン

サーの存在も示唆されている。 

(2)ウイルス感染による細胞死の誘導 

インフルエンザウィルス感染時、Trail依存性に樹状細胞にアポトーシスが誘導されること

を見い出した。ウマγヘルペスウイルス由来 FLIP E8が、アポトーシスの抑制に加えて Wnt

シグナルを増強することを発見した。 

(3)ウイルス感染の獲得免疫誘導に関する影響 

DOCK2-Rac経路がPDCの遊走、ヘルパーT細胞の分化を制御することを発見した。カポジ肉腫

ヘルペスウイルスがMHC class Iの発現低下を誘導することを発見した。慢性感染を引き起

こすHCVに対する免疫寛容、誘導をマウスモデルで再現し病態解析系を樹立した。ペア型レ

セプターPILRが単純ヘルペスウィルスのエントリーレセプターとして重要であることを発

見し、ウイルスが感染に際して宿主細胞に抑制的なシグナルを送るというストラテジーを

取っていることが示唆された。 

20



 

 

21



 

研究項目：B01 細胞外増殖性グラム陽性菌の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：川端重忠 

 

肺炎レンサ球菌（Streptococcus pneumoniae）は、インフルエンザ発症に伴う細菌性肺

炎の発症に大きく関わっており、インフルエンザの主な死因にもなっている。しかし、混

合感染による感染症憎悪に関与する分子生物学的メカニズムはよくわかってない。我々は

これまでインフルエンザウイルスと A群レンサ球菌（GAS）との混合感染によるマウスモデ

ルの劇症型Ａ群レンサ球菌感染症のメカニズムについて、GASがウイルス感染肺胞上皮組織

に局在して付着すること、そしてこの現象が混合感染による劇症感染症発症の一因である

ことを明らかにしている。そこで、マウスモデルを用いて、インフルエンザウイルス―肺

炎レンサ球菌混合感染での細菌の上皮細胞への付着能の増強の有無とそのメカニズムにつ

いて検討を行った。 

インフルエンザウイルス－肺炎レンサ球菌との混合感染による症状の重症化と細菌の付着

能との関連性の可否について 

BALB/cマウスに麻酔下で非致死量のインフルエンザウイルス A/FM/1/47株 (H1N1) およ

び非致死量の S. pneumoniae D39 株 (serotype 2)  をそれぞれ経鼻感染し、感染後のマウ

スの生存率を検討した。インフルエンザウイルスのみ、および S. pneumoniae 単独感染の

マウスでは全例生存した。また、S. pneumoniae を先に感染し、その翌日にインフルエン

ザウイルスを感染させた場合もマウスはすべて生存したが、インフルエンザウイルスと S. 

pneumoniaeを同時に感染させた場合では 40%、インフルエンザウイルス感染後 2～７日後に

S. pneumoniae を感染させた場合では 80%以上ものマウスが死亡した（図１、グラフは 3日

間隔でのデータ）。さらに混合感染後のマウス各組織中の微生物の分布について検討したと

ころ、肺炎球菌の単独感染では同細菌の検出がみられなかったが、ウイルスとの混合感染

により、肺においてのみ細菌の検出を認めた（図 2）。この細菌の検出は、抗インフルエン

ザヘマグルチニン抗体を細菌感染前に接種することにより有意に減少した。さらにインフ

ルエンザウイルスについてもウイルス単独感染と比べて、混合感染によって肺のウイルス

プラーク数の有意な増加を認めた。 

 

グラム陽性 A群レンサ球菌（GAS）は組織に侵入し、増殖することで種々の侵襲性疾患を

引き起こす。GASの組織侵入様式として、菌体表層のフィブロネクチン（Fn）結合タンパク

とヒト Fn を介した Fn 依存性細胞侵入経路が知られていた。しかしながら、侵襲性 GAS 感

染症患者由来の臨床分離株に、Fn 依存性細胞侵入能の低い菌株が散見された。そこで、こ

の GAS菌株が細胞間隙を通過し、組織内へ侵入する可能性をふまえた解析を進めたところ、

溶血毒素（SLS）をコードする遺伝子欠失株では、野生株と比較して有意に細胞間隙通過能

が低下した。さらに、SLS産生 GAS 株では宿主内因性プロテアーゼであるカルパインを活性

化させ、細胞間結合タンパクであるオクルディンおよびカドヘリン分解を亢進することで

細胞間隙の開裂を果たし、組織内へ伝播することが示唆された（図３）。  

病原性レンサ球菌の組織侵入と増殖に関与する分子群の解析 

 次に、上皮細胞バリアを突破した GAS が、組織内で免疫系を回避して増殖する機構につ
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いて検討した。侵襲性 GAS 感染症患者血清をウェスタンブロット法で解析すると、補体 C3

（および C3b）の分解が認められた、そこで、C3 を分解する GAS 因子を検索し、システイ

ンプロテアーゼ SpeB が C3 分解能をもつことを明らかにした。さらに、タイムラプス型顕

微鏡下で、好中球と GASを混合し、経時的に観察したところ、野生株は speB欠失株より有

意に高い抗貪食能を示した。また、寒天平板培地を用いた抗貪食試験でも相関する結果を

得た。以上の所見から、SpeB は C3を分解することで、GAS 菌体に対するオプソニン化を阻

害し、組織内増殖を助けることが示唆された（図３）。  

 

黄色ブドウ球菌の動物に対する感染は、接着因子や毒素などの病原性因子の発現によっ

て達成される。我々はこの機構の理解を目指し、カイコ感染モデルを用いて黄色ブドウ球

菌の新規病原性因子 CvfA、CvfB、CvfCを同定し、それらの機能を解明してきた。黄色ブド

ウ球菌ならびに A群レンサ球菌において、cvfAは溶血毒素の産生に必要であり、CvfAタン

パク質は RNA の 3’末端の環状リン酸ジエステル結合を分解する 2’,3’-サイクリックホ

スホジエステラーゼであった。cvfB は黄色ブドウ球菌の病原性調節因子の発現を介して溶

血毒素の産生に寄与した。結晶構造を明らかにしたところ、CvfBは 3つの S1 RNA結合ドメ

インと 1つの Winged-Helix (WH)ドメインからなる L字型の構造の RNA結合タンパク質であ

った。変異型 CvfB を用いた解析から、CvfB は WH ドメインを介して RNA ならびにリボソー

ムと相互作用し、溶血毒素産生に寄与すると推定された。cvfC は核酸合成酵素の発現を介

して界面活性剤耐性に寄与した。これらの病原性因子は黄色ブドウ球菌以外の多くの病原

性細菌に保存されており、かつその機能は既知の病原性因子とは全く異なっている。これ

らの因子の更なる機能解明は、細菌の病原性発現コアシステムの新たな理解につながると

期待される。 

新規病原性遺伝子群を基盤とする病原性発現コアシステムの把握 

カイコ感染モデルとは別の評価系として、黄色ブドウ球菌の移動を評価する系を構築し、

本菌の移動に着眼した病原性の理解を試みた。黄色ブドウ球菌は軟寒天培地の表面を広が

る能力「コロニースプレッディング能」を有していた。病院で分離されたメチシリン耐性

黄色ブドウ球菌 (HA-MRSA) はメチシリン感受性黄色ブドウ球菌 (MSSA) に比べてコロニ

ースプレッディング能が低下していた（図４）。また、近年高病原性が問題となっている市

中分離型 MRSA (CA-MRSA)は HA-MRSA に比べてコロニースプレッディング能が上昇していた

（図４）。これらの３種の黄色ブドウ球菌株のコロニースプレッディング能の違いが、

HA-MRSA の染色体上のメチシリン耐性能を担う可動遺伝要素 SCCmec 上にコードされる

psm-mec遺伝子に起因することを見出した。 
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図 1 インフルエンザウイルスと Streptococcus pneumonia との混合感染によるマウスの

致死作用 

 

 

図２ 混合感染マウス肺での微生物数の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３                    図４ 

A群レンサ球菌の組織内侵入と組織内増殖   HA-MRSAおよび MSSA、CA-MRSAとのコロニ

ースプレッディング能の比較 

IAV （pfu/lungs) S. pneumoniae （CFU/lungs) 

検出限界 検出限界 
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研究項目：B02細胞外増殖性グラム陰性菌の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：笹川千尋 

 

研究課題：  

 赤痢菌は、腸管上皮への感染・定着に必要な細胞諸機能を宿主細胞から獲得すると同
時に、粘膜バリアーを回避・克服し粘膜上皮内に定着する。赤痢菌は感染を通じて III
型分泌装置(T3SS)から多数（60 以上）のエフェクターを分泌し、それらは感染とその
成立に重要な役割を果たすが、未だ多くのエフェクターの役割が不明である。そこで本
研究では、本菌の上皮細胞侵入、上皮細胞ターンオーバー抑制、細胞剥離抑制に関わる
T3SS エフェクター(IpgB1, IpaB, OspE)の機能解析を行った。その結果、(i)菌から上
皮細胞内へ分泌された IpgB1は形質膜直下で ELMOに結合して Rac1を活性化する機能を
示し、菌の細胞侵入において中心的な役割を果たしていた。(ii)上皮前駆体細胞へ分泌
された IpaB は、APCユビキチンリガーゼの抑制因子である Mad2L2へ結合し細胞周期の
進行を遅らせ、その結果、腸上皮細胞のターンオーバーを抑制していた。(iii)上皮細
胞内で菌から分泌される OspE は、細胞接着複合体のインテグリンリンクドキナーゼに
結合して感染細胞の基底膜への接着を強化し、感染宿主細胞の剥離を抑制していた。本
研究により、赤痢菌は粘膜固有のバリアーを回避・抑制する高度なシステムを備えてい
ることが明らかとなった。 

赤痢菌の新たな感染システムの解明 （笹川千尋） 

 

 腸炎ビブリオの病原性については長年詳細が不明であったが、本研究者らが 2003 年
に報告した腸炎ビブリオの全ゲノム解析により本菌が２種類の III 型分泌装置（T3SS）
を保有することが明らかになった。本研究では、腸炎ビブリオに新たに見出された T3SS
が分泌するエフェクターの機能と宿主細胞への作用を解析し、菌の病原性発現へ果たす
役割を明らかにすることを通じて、本菌の新たな感染戦略を解明することを目的として
研究を行った。その結果、(i)本菌が有する二つの T3SS、T3SS1および T3SS2 から、各々
4種および 19種のエフェクターが分泌されていた。(ii)T3SSエフェクターの VP1680 お
よび VopE が、それぞれ T3SS1 および T3SS2 の主たる生物活性（細胞毒性および腸管毒
性）に寄与していた。(iii)VP1680 および VopE の宿主細胞内における標的分子の標的
分子候補を明らかにした。(iv)腸炎ビブリオのもつ２種類の T3SS のうち、ヒトへの病
原性（下痢原性）に重要な役割を果たしている T3SS2 の宿主における発現誘導因子が胆
汁酸であることを見出し、コレスチラミンのような胆汁酸吸着剤が腸炎ビブリオによる
下痢発症を制御できることを動物実験により示した。以上から、コレスチラミンは高脂
血症治療薬として既に臨床的に用いられている薬剤であり、細菌性下痢症に対する新し
い制御法の可能性が示された。 

腸炎ビブリオの新たな感染システムの解明 （飯田哲也） 

 

本研究では、コレラ菌、腸炎ビブリオおよびビブリオ・バルニフィカスによる感染と
宿主の炎症惹起のメカニズムを病原体・宿主両面から解明することを目的として、研
究代表者が明らかにしてきた Nod様受容体による細菌因子の認識と、カスパーゼ-1活
性化を介した炎症誘導機構を分子・細胞・個体レベルで解析した。その結果、(i)ビブ
リオ属 3菌種はマクロファージ感染後にカスパーゼ-1活性化とIL-1βのプロセッシン
グが誘導されることが認められた。(ii)コレラ菌とビブリオ・バルニフィカスの産生
する 2 種類の細胞傷害性毒素により NLRP3 活性化が誘導され、菌によって TLR シグナ
ルに対する依存性が異なることが判明した。(iii)腸炎ビブリオの示す神奈川現象の本
体である TDHが NLRP3を、T3SS-1が NLRP3 と NLRC4 両方を活性化した。(iv)エロモナ
ス属細菌の一つ、エロモナス・ハイドロフィラは 3種類の細胞傷害性毒素（AerA, HlyA
および RtxA）が NLRP3インフラマゾームを活性化し、またエロモナス・ベローニは AerA
が NLRP3を、T3SSが NLRP3と NLRC4を活性化した。T3SS は NLRC4 のみを活性化すると
考えられてきたが、本研究により T3SSが NLRP3も活性化することが示された。以上の
研究により、メカニズムがわかっていないいくつかの病原細菌の炎症誘導機構を、菌

病原性ビブリオ属細菌による宿主炎症誘導機構の解明 （鈴木敏彦） 
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および宿主両面から明らかにすることができた。 

 

 百日咳菌は長期間にわたる痙攣性咳嗽を惹起するが，その感染機構については未だ不
明な部分が多い。百日咳菌のモデル菌株である気管支敗血症菌を用いた実験から，ボル
デテラ属細菌の気道上皮への長期定着はT3SSに依存した現象であることが報告されて
いたが，感染に関わる病原因子は長らく不明であった。本研究はT3SSを介して宿主に移
行するエフェクターの機能解析を行い，ボルデテラ属細菌の長期定着機構を分子レベル
で明らかにすることを目的とした。その結果、(i)培養細胞による感染実験から，BopN
がIL-10産生を正に制御するエフェクターであることが明らかになった。(ii)マウスを
用いたin vivo感染実験から，BopNは気管支敗血症細菌の病原性発揮に必須な病原因子
であり，感染時のIL-10 の産生増強はBopNに依存していた。(iii)フローサイトメトリ
ーを用いた解析より，肺内のCD11c

ボルデテラ属細菌の定着における宿主応答抑制機構の解析 （阿部章夫） 

+

 

細胞がIL-10 の産生に関与することが明らかとなっ
た。(iv)培養細胞による感染実験より，BopNはMAPKファミリー(ERK, p38, JNK)を脱リ
ン酸化することで，シグナルを負に調節することが明らかとなった。(v)BopN遺伝子を
クローニングした発現ベクターを培養細胞に導入したところ，BopNは核に移行するエフ
ェクターであった。(vi)BopNは、培養細胞での発現においてもMAPKシグナルの抑制と
IL-10 の産生を増強した。(vii)BopNの核移行によりNF-κB p65 の核移行が阻害される
一方で，NF-κB p50 の核移行は増強された。NF-κB p50 はIL-10 の転写活性化に関与
することが報告されていることから，BopNはNF-κB p50の核移行を促すことで，IL-10
の転写を誘導することが示唆された。本研究により、BopNによるIL-10 の産生増強は，
ボルデテラ属持続感染に極めて重要であることが明らかとなった。 

 複数の抗菌薬で治療することのできない多剤耐性菌による感染症が医療現場におい
て大きな問題となっている。一方で、ゲノム配列解析の結果、細菌は多剤耐性因子であ
る薬剤排出システムを多く保持していることが分かってきた。本計画では、推定薬剤排
出システム遺伝子とその制御、薬剤排出システムの生理機能について解析するとともに、
阻害剤の効果について解析を行った。その結果、(i)サルモネラゲノムに存在する薬剤
排出システム 9個について、強制発現株ならびに遺伝子欠損株を構築し、これら菌株と
フェノタイプマイクロアレイや培養細胞を用いた解析を行った。(ii)これらの薬剤排出
システムは、多剤耐性化に加えて、抗菌ペプチド耐性、細胞内侵入性、シデロフォアの
排出、金属耐性といった、細菌の生理機能に加えて、生体内での生存、増殖、抵抗等に
も関与していることが明らかになった。(iii)臨床分離株を用いた解析の結果、多剤耐
性緑膿菌において、多剤耐性化と薬剤排出システム発現量との間に関連性が認められた。
(iv)細菌間情報伝達物質や small RNAによる薬剤排出システム制御という新たな多剤耐
性機構を発見した。(v)制御因子と多剤耐性誘導シグナルの共結晶構造解析にも成功し
た。(vi)薬剤排出システム阻害剤には、緑膿菌ならびにサルモネラ臨床分離株の多剤耐
性化と病原性の両方を軽減する効果があることが分かった。本研究により、薬剤排出シ
ステムは、抗菌薬耐性および病原性発現に関与することが明確となり、薬剤排出システ
ム阻害剤は、細菌の多剤耐性化と病原性を同時に軽減させる新しい創薬につながる可能
性がでてきた。 

細菌ゲノムに潜む宿主免疫回避生存戦略の研究 (西野邦彦) 
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研究項目：B03 細胞内寄生細菌および抗酸菌の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 
計画研究代表者：光山正雄 
 
研究の要約：各種細胞内寄生細菌と抗酸菌の増殖•生活環および病原性発現機構について研究し、以

下のように、各細胞内寄生細菌が、それぞれ特有の病原因子を使いながら、細胞への侵入や細胞内増

殖、宿主の炎症応答や自然免疫防御の誘導に関与することを示す多くの新たな知見が得られた。特に、

各細胞内寄生細菌の細胞感染初期過程に必須の各種新規分子が発見され、その機能が解明されたこと

の意義は大きい。 
 
1)リステリアの病原因子 LLO タンパクは、感染マクロファージにおけるインフラマソーム活性化と

caspase-1 依存的サイトカイン成熟分泌に必須の役割を果たし、新たな細胞質内認識分子として

AIM-2 を同定した（計画研究：光山正雄）。J Immunol 185:1186-1195, 2010., J Immunol 180: 
7859-7868, 2008. 

 
2)結核菌の病原因子遺伝子クラスターRD1 は、マクロファージのミトコンドリア膜傷害による細胞死

や K＋イオン流出による caspase-1 活性化を誘導し、病原性や炎症応答に深く関与する（計画研究：

光山正雄）。Infect Immun 77:3992-4001, 2009, FEMS Microbiol Lett 274:189-195, 2007., 
 

3)サルモネラの新規エフェクターGogA,GtgA2 を同定し、これらがマクロファージでの caspase-8 活

性化を介してアポトーシスを起こすことを示した（公募研究：山本友子）。 J Bacteriol 192:5645-5656, 
2010, J Bacteriol 190:6636-6645, 2008. 

 
4)ショウジョウバエの PGRP-LE が細胞質で病原体を認識し、抗菌ペプチドの産生とともにオートフ

ァジーを誘導して細胞内寄生菌を排除する機序を解明した（公募研究：倉田祥一朗）。 J Biol Chem 
285:15731-15738, 2010., Nat Immunol 9: 908-916, 2008. 

 
5)結核菌の増殖に関わるヒアルロン酸の利用能、MDP1 による鉄獲得機構を解明し、結核菌の細胞内

増殖に関わる新たな機構を示した（公募研究：松本壮吉）。PLoS One : in press, 2011., PLoS 
Pathogens 5 : e1000643, 2009. 

 ＊関連特許：①出願番号：PCT/JP2009/061819、発明者：松本 壮吉、山本 法明、発明の名

称：MDP1 による微生物を凝集および／または沈殿させる方法：出願人：コニカミノルタホ−ル

ディングス株式会社、出願日：平成 21 年 6 月 29 日 
②特許第 4415200 号、発明者、山田 毅、松本 壮吉、発明の名称：遅発育性抗酸菌ポリペプチ

ド、特許権者 大塚製薬株式会社、山田 毅、松本 壮吉、特許取得日；平成 21 年 12 月 4 日 
 

6)レジオネラの病原性に関わるエフェクタータンパクを制御する上位のエフェクタータンパク質を

同定し、新たな病原性発現調節機構を示した（公募研究：永井宏樹）。Plos Pathogens 6 : e1001216, 
2010, Mol Microbiol 67: 1307-1319, 2008. 

 
7)細胞内に侵入したレンサ球菌を、宿主細胞がオートファジーや細胞死応答を示すことにより排除す

る分子機構が解明された（公募研究：中川一路）。Cell Microbiol 12:814-830, 2010, J Biol Chem 285: 
22666-22675, 2010. 
  
8)ブルセラ属菌が栄養膜居細胞に特異的に感染する機構として、細胞側Hsc70タンパク質と菌のTPR
ドメイン保有タンパク質を同定した（公募研究：度会雅久）。Microb Pathog 45:105-109, 2008, BMC 
Microbiol 8: 212, 2008. 
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研究項目：B04 細菌毒素の産生と毒性発現機構の研究 

計画研究代表者：堀口安彦 

 

主な研究成果  

 細菌性タンパク毒素は病原細菌が起こす特異病態の形成において中心的な役割を果たす。

その作用の多くは新奇であり、毒素分子は単一で毒性発揮にいたる諸過程を全て司るため

に多機能であり、さらにその多機能性を裏打ちする分子構造にも特徴が認められる。本研

究項目では、種々の細菌毒素の機能を生化学的・細胞生物学的側面から解析し、構造を原

子レベルで解析してきた。あわせて、それらの成果に基づいて感染症の病態における毒素

の役割を考察あるいは検証した。 

１．細菌毒素の機能解析 

1-1．受容体解析 

  ボツリヌスC型およびD型神経毒素と受容体の相互作用を明確にするため、それぞれの

毒素の受容体認識に関わるアミノ酸残基を同定した。さらに、受容体含有リポソームを用

いて表明プラズモン共鳴法での結合実験系を確立し、脂質二重膜中での受容体の動態を解

析した。一方 C型とD型の融合型毒素であるDCモザイク毒素はガングリオシドGM1aに結合す

るという他の毒素型にはみられない特徴をもつことから、毒素感受性細胞株P19細胞を用い

て、GM1aが実際に機能的受容体として働いているかどうか検討した結果、本毒素はGM1aを

介して細胞内に侵入できることがわかった。大腸菌のSubtilase 毒素（SubAB）の生体内受

容体の解析のため、各種の糖鎖変異マウスにおけるSubABへの感受性を検討した結果、GM3

合成酵素、Gb3合成酵素、スルファチド合成酵素、GM2/GD2合成酵素のノックアウトマウス

で、野生型とまったく変わらない感受性が認められた。このことから、ガングリオシドGM2

が受容体であるという報告があるが、その可能性は低いことが推察された。食中毒原因菌

であるウエルシュ菌の産生するエンテロトキシン（CPE）は標的細胞膜に存在するクローデ

ィンを受容体として認識して作用する。ほ乳動物では20種類以上のクローディンが存在す

るが、CPEはその一部のみを受容体とする。そこで、CPEの受容体として機能するクローデ

ィンに共通した特徴を調べたところ、４回膜貫通型タンパク質であるクローディンの第２

細胞外ループのC末端側領域の等電点の高いクローディンが受容体として機能することが

明らかとなった。CPEのクローディン結合部位には負電荷を帯びた結合領域があるので、静

電的引力がCPEとクローディンとの相互作用に必要であることがわかった。 

1-２．毒性発現機構 

 百日咳菌などのボルデテラ属細菌の産生する壊死毒は、積極的に菌体外に分泌されない

ので、感染局所での毒素濃度が著しく低いと想定され、そのために感染での役割が疑問視
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されていたが、本毒素は毒性を保ったまま細胞外マトリックスネットワークに可逆的に付

着することにより、組織上で一定濃度まで濃縮されて効率よく感染周囲の組織に作用する

ことを示唆する知見を得た。病原性レンサ球菌のエフェクター分子と考えられているNAD分

解酵素（NADase）が、溶血毒素であるストレプトリジンO（SLO）と相互作用し、標的細胞

膜上でSLOが形成する孔を通じてNADaseが細胞内に移行することを明らかにした。ピロリ菌

のVacA毒素は、直接マクロファージに作用し、細胞内のCa2+濃度を上昇させ、NF-κBを活

性化して、IL-8の発現を誘導することを明らかにした。そこで誘導されたIL-8 の作用によ

り、感染局所で認められる著明な好中球の浸潤が惹起されると考えられた。また、ピロリ

菌のCagAは細胞極性制御因子PAR1キナーゼ活性の抑制を通して細胞極性形成を崩壊させる

ことを明らかにした。一方、cagA遺伝子トランスジェニックマウスにおいて、胃上皮細胞

の過増殖にともなう過形成性ポリープならびに悪性腫瘍が発症することを見出した。CagA

やVacAは、いずれも宿主細胞のホスファターゼを介して毒性発揮するが、感染におけるこ

れら２つの主たる病原因子の相互の働きが明確でなかったが、CagAの影響を受けた細胞で

は、VacAの細胞内取り込みが抑制されることも見出した。このことによって、ピロリ菌の

生育環境では胃上皮細胞の細胞障害性が抑えられて、持続感染が成立していると考えられ

た。ボツリヌス食中毒の原因であるボツリヌス毒素の消化管突破機構を解析した結果、本

毒素の無毒成分中のHAが強力な細胞間バリア破壊作用を持つことを発見した。さらに、HA

が細胞間接着分子であるE-カドヘリンに特異的に結合して、細胞間バリアを破壊すること

を明らかにした。HAとE-カドヘリンとの結合特性はE-カドヘリンの由来動物によって異な

った。さらに、HAのE-カドヘリンへの結合性・上皮細胞間バリア破壊活性の有無と、ボツ

リヌス毒素への感受性・中毒の発症例の有無との間に相関が見られることから、HAの上皮

細胞間バリア破壊活性が種々の動物のボツリヌス中毒発症に重要な役割を果たしているこ

とが考えられた。 

２．細菌毒素の構造解析 

 人獣共通感染症のひとつであるパスツレラ症を起こす Pasteurella multocida の産生する

パスツレラ毒素の活性ドメイン（C-PMT）の構造解析に成功した。C-PMTは３つのドメイン

構造(C1, C2, C3)からなり、そのうちのC1が、標的分子の存在すると考えられる、細胞膜

近傍の細胞質領域に毒素を局在させる機能を持つこと、C3ドメインには還元状態において

のみ形成される、His-Cys-Asp から成るシステインプロテアーゼ様活性中心が存在するこ

とを明らかにした。ボツリヌス神経毒素のC型およびD型の融合型毒素（DCモザイク毒素）

の毒素受容体結合ドメイン（HC）の結晶構造を解析した。既知のボツリヌス毒素のHCと構

造を比較したところ，本HCには特徴的な長いループ領域の存在が確認された。決定した立

体構造をもとに、ガングリオシド結合性のポケット領域（GBS）、ループ領域（GBL）、B型
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毒素で蛋白質受容体結合領域に相当する領域（PBS）中のアミノ酸残基のアラニン置換体を

作製し、ガングリオシドに対する結合活性を表面プラズモン共鳴により評価した結果、GBS

とGBL周辺への変異導入により結合活性が著しく減少したが、PBSの変異では活性に影響が

ないことがわかった。また、ウエルシュ菌エンテロトキシン (CPE) 全長分子の結晶構造解

析にも成功した。本毒素は、3種のドメインから構成されており、ドメイン I はこれまで 

C-CPE と呼ばれていた受容体結合ドメインで、ドメイン II および III は β ストランド

が 密接してひとつのモジュール構造をとっていた。CPEにはβ型孔形成毒素の構造学的特

徴を見出すことができ、また他のβ型孔形成毒素であるアエロリジンやウエルシュ菌 ε 

毒素などと構造学的相同性が認められた。また、その構造学的な考察から、CPEが代表的な

膜孔形成毒素であるコレステロール依存性細胞溶解毒と同様のメカニズムで膜孔形成をす

ることが考えられた。一方、ピロリ菌のCagAタンパク質の構造解析を進め、CagAはN末端側

およびC末端側それぞれにドメイン構造を有し、CagA生物活性に重要なC末端領域において

は高次構造が存在する一方で、自由度の高い不規則構造も併せて存在していることを明ら

かにした。また、細胞生物学的解析による知見と併せて、CagA C末端フラグメントは標的

分子と相互作用することで一定の構造を維持し生物活性を示す、内因性不規則構造タンパ

ク質であることが明らかとなった。さらに、CagAのN末端領域における二つの領域とC末側

領域の一つの領域が近接した立体構造をとり、この構造が細胞内標的分子との相互作用に

関与していることがわかった。 
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研究項目：B05 細菌感染と宿主応答の研究 

計画研究代表者：小安重夫 

  

 本研究グループでは細菌感染に対する宿主応答を中心に研究を進めた。グループ構成は、抗菌

物質による感染制御、微生物受容体を介した感染の検知機構、自然免疫反応の細胞生物学的解析、

獲得免疫起動機構、などに分類することができ、それぞれにおいて成果を挙げることができた。 

 

１.抗菌物質による自然免疫 

 綾部らは小腸陰窩からパネート細胞を単離する方法を開発し、単離パネート細胞を用いて、遺

伝子発現及び放出される殺菌活性が回腸で強く空腸で弱いという，空間的制御が存在することを

示した。さらにパネート細胞が産生する６つのαディフェンシンのうちで最も強力な殺菌活性を

持つ cryptdin-4 の殺菌活性がジスルフィド結合に依存することを示した。特に興味深いのは、酸

化型 cryptdin-4 は病原菌を強く殺菌する一方で、多くの常在菌に対しては有意に弱い殺菌活性を

示すが、還元型 cryptdin-4 は病原菌とほとんどの常在菌を殺菌したことである。黒木らは、レジ

オネラ菌感染に対する肺サーファクタントタンパク質（SP-A と SP-D）の機能を解析し、SP-A

や SP-D がレジオネラ菌体上の LPS にカルシウム依存性に結合し、菌の増殖を抑制するという新

たな分子機構を明らかにした。さらに、肺コレクチンが IV 型分泌機構によるレジオネラ菌のマク

ロファージ傷害活性を抑制すること、肺コレクチン存在下ではレジオネラ菌含有ファゴソームと

リソソームとの融合が促進されることなども明らかにした。 

 知花らは、唯一の真菌研究者として本研究班に参加し、常在性日和見真菌 Candida glabrata
における病原因子ならびに抗真菌薬の標的探索をすすめた。ヒト遺伝子との相同性が低く、病原

真菌間では高く保存されている遺伝子の中で、宿主内において生存に必須な 9 遺伝子を見出し、

また、カイコ幼虫やマウスを用いた感染実験から、毒性に影響を与える 10 遺伝子を同定した。こ

れらの遺伝子は、抗真菌薬の新規標的候補として期待される。 

 

２.感染を検知する自然免疫受容体 

 本研究グループでは、TLR やレクチンに関する新しい知見を得ることができた。三宅らは、TLR

に会合する分子 PRAT4A の解析を進め、遺伝子欠損マウスを用い、PRAT4A が TLR3 を除くほ

とんどの TLR の、小胞体でのタンパクの成熟に重要であることを明らかにした。PRAT4A がな

ければ、細胞表面 TLR は細胞外に出られず、TLR3 を除いた核酸特異的 TLR は小胞体以降に輸

送されないことが明らかとなった。これらの結果は、複数の TLR を同時に制御する際の標的とし

て、PRAT4A が有望である可能性を示す。引頭らは、TLR による細菌認識機構や下流のシグナル

伝達経路における一酸化窒素(NO)の機能を解析し、TLR4 のシグナルが eNOS 欠損マウスでは野

生型よりも早期に伝達されることを見いだした。さらにその分子機構を精査し、LPS 刺激後に細

胞膜に移行する MyD88 が NO によって妨害されることを見いだした。NO による MyD88 機能抑
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制効果は一過性であり、NO により MyD88 が S-ニトロシル化されることに起因することも明ら

かにした。以上の所見から、eNOS によって産生される NO は正常状態で MyD88 を S-ニトロシ

ル化することで一過性の寛容状態を誘導し、TLR シグナルの発動を抑制していることが示唆され

た。 

 西城らは樹状細胞やマクロファージなどに発現するC型レクチンファミリーに属するDectin-2 

(Clec4n)の機能解析を行った。遺伝子欠損マウスを用いた機能解析の結果、Dectin-2 は、真菌細

胞壁のαマンナンの受容体であり、FcRγ鎖を介して細胞内にシグナルを伝達し、サイトカイン

産生を誘導することを明らかにした。さらに、Clec4n 欠損マウスは、病原真菌である Candida 
albicans に対し易感染性となり、野生型マウスと比較し感染後の生存率が低下することから、in 
vivo においても重要な機能を持つことを示した。さらに in vivo における作用機構を解析し、

Dectin-2 による C. albicans 感染防御には、IL-17 が重要な役割を果たし、Dectin-2 シグナルが

Th17 細胞の分化を優先的に促進することを明らかにした。高原らは、別の C 型レクチンである

SIGNR1 の解析を進めた。SIGNR1 はヒト DC-SIGN マウスホモログの一員で、脾臓辺縁帯など

のマクロファージおよび樹状細胞に発現する。SIGNR1 は、C. albicans の細胞壁成分である

zymosan を認識するが、TLR2 および Dectin-1 と共同して細胞の TNF-α産生および細胞内活性

酸素産生を昂進することを in vitro および in vivo で示した。SIGNR1/TLR2 および

SIGNR1/Dectin-1 分子の物理的会合も確認され、これらが上記の相乗効果の一因であると考えら

れた。また、レクチンアレイおよび NMR により構造が明らかな酵母表面 N-glycan 糖鎖を用い

た結合阻害実験により、SIGNR1 が当該 N-glycan の側鎖非還元末端マンノースだけでなく内部

のα1,2-マンノースをも認識する特異なレクチンであることを示した。興味深いことに、ヒト

DC-SIGN は内部α1,2-マンノースを認識せず、SIGNR1 と糖特異性が異なることも明らかとなっ

た。加えて、Dectin-1 が M. abscessus 認識時に TLR2 と共同してマクロファージのサイトカイ

ン産生を促進することも示された。これらの結果より、レクチンは微生物の認識・捕捉に働くだ

けでなく、他の微生物成分受容体と共同し、効果的な細胞応答を誘導することが明らかになった。 

 

３. 自然免疫反応の細胞生物学的解析 

 倉永らは、ショウジョウバエを用いた自然免疫系の活性化機構を解析した。カスパーゼは細胞

死を制御するシステインプロテアーゼであり、生体防御機構においても重要な役割を担うことか

ら、感染後の免疫担当細胞におけるカスパーゼ活性化動態を解析する目的で、カスパーゼの活性

化を可視化するインディケーター(SCAT3)を発現するショウジョウバエ系統を作製した。感染時

に抗菌ペプチドを産生する器官として知られる脂肪体に SCAT3 を発現させ、腹部に大腸菌を投

与することで、脂肪体細胞の一部で細胞死を誘導する強いカスパーゼ活性が観察された。カスパ

ーゼ変異体の脂肪体細胞では Toll 経路の恒常的活性化が観察されたことから、脂肪体におけるカ

スパーゼの活性化は、感染後の免疫応答シグナルを抑制的に調節することが明らかになった。 

 オートファジーは細菌感染防御にも重要性であるが、津田らはメンブレントラフィック（エン
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ドサイトーシス及びオートファジー）の視点から歯周病菌 Porphyromonas gingivalis 及び A 群

レンサ球菌(group A Streptococcus, GAS)を用いた解析を行った。P. gingivalis は membrane 

vesicles（MVs）を恒常的に細胞外に放出するが、MVs は LPS、線毛等の菌表層成分を保持して

おり、菌自体の侵入と同様に MVs の宿主細胞内への侵入も歯周病の発症、進行に深く寄与する。

Vs の細胞内侵入機構及び宿主細胞に与える毒性について解析を行い、MVs の HeLa 細胞への取

り込みに宿主の PI3 キナーゼ、Rac が介在するアクチン機能及び、細胞膜の脂質ラフトが必須で

あり、エンドサイトーシス制御因子であるクラスリンやダイナミンの機能は関与しない事を明ら

かにした。また、細胞内において MVs がもつプロテアーゼが宿主細胞のトランスフェリン受容体

や接着斑複合体タンパク質(paxillin や focal adhesion kinase)を分解し、細胞運動と増殖の阻害

といった細胞毒性を発揮することも明らかにした。さらに、細胞内に侵入した GAS のオートファ

ジーによる捕獲分解システムについての詳細な解析を行った。共焦点レーザー顕微鏡を利用した

スクリーニングから、細胞内 GAS を包むオートファゴソームがリソソームと融合し、オートリソ

ソームに変化する過程に必須な SNARE タンパク質(Vti1b,VAMP8)の同定に成功した。これらの

因子は GAS の細胞内への侵入は阻害しないが、侵入菌のオートファジー経路による分解に大いに

寄与する事を見出した。 

 平岡らは、緑膿菌などの病原細菌による宿主細胞の膜タンパク質のシェディングに注目し、M16

ファミリーに属するメタロプロテアーゼ Nardilysin が、宿主細胞のシェディングに関わる切断酵

素である TNF-α converting enzyme（TACE）を活性化することで、HB-EGF、TNF-α、アミ

ロイド前駆体タンパク質など、広範な膜タンパク質のシェディングに関与していることを明らか

にした。さらに、Nardilysin が TACE の活性化を介してシンデカン 1 のシェディングを誘導する

ことを見出した。Nardilysin 欠損マウスを作製したところ、肺上皮細胞において、切断型シンデ

カン 1 が減少し、膜結合型（全長型）シンデカン 1 の発現量が増加していることが明らかになり、

肺細菌感染症においてNardilysinがシンデカン 1のシェディングなどを介して感染性を制御して

いる可能性が示された。 

 

４.獲得免疫の起動機構 

 このグループでは、主として腸管や肺などの粘膜免疫系の活性化機構に注目して解析を進めた。

近年の研究から、腸管の細菌感染において、IL-17 を産生し、好中球主体の炎症を誘起する Th17

細胞の重要性が明らかにされている。IL-17 には複数のファミリーメンバーがあり、IL-17F は

IL-17A と 50%のアミノ酸相同性があり、ヘテロダイマーを形成し，同じレセプターに結合するこ

とから、IL-17A と IL-17F は同様の生物活性を持つものと考えられてきた。ところが、岩倉らは

遺伝子欠損マウスを作製しその生物活性を検討し、IL-17F は IL-17A と異なり，自己免疫性関節

炎や実験的自己免疫性脳脊髄炎等の発症にはほとんど関与せず、一方で黄色ブドウ球菌や

Citrobactor rodentium などの粘膜感染防御においては，IL-17A と同等か，それ以上に重要な役

割を果たしている事を明らかにした。この理由として、IL-17F が Th17 細胞だけではなく，粘膜
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上皮細胞からも分泌されるためと考えられた。 

 植松らは、腸管粘膜固有層に存在するTLR5 を発現する樹状細胞による細菌感染防御機構を解

析した。腸管粘膜固有層のCD11chiCD11bhi樹状細胞は細菌のフラジェリンを認識するTLR5 を発

現しており、T細胞非依存的な IgA産生や抗原特異的なTh17 細胞の誘導に関わる。

CD11chiCD11bhi樹状細胞に抗原と取り込ませ、TLRリガンドで活性化後、マウスの腹腔内に注射

をして免疫を行い、抗原特異的なTh17 細胞を誘導したところ、抗原特異的Th17 細胞は抗原刺激

に対してIL-17, IL-17F, IL-22 と少量のIFN-γ, IL-10 を産生した。この樹状細胞を用いて

Salmonella typhimuriumのフラジェリンに対して免疫を行ったマウスは、S. typhimurium感染

に抵抗性を示した。一方、同じく腸管粘膜固有層に存在するCD11chiCD11blo樹状細胞は、CD8α

陽性でTLR3,7,9 を発現しており、Th1 応答、IgG誘導、弱い細胞傷害性T細胞応答を誘導する細

胞であり、CD11chiCD11bhi

 腸管においてはパイエル板が抗原捕捉器官として重要な役割を果たす。長谷らは、パイエル板

上皮細胞の中で特に抗原取り込みに機能することが知られるM細胞に注目し、M細胞に発現する

病原体取り込み受容体の探索を行い、2 種類のGPIアンカー型タンパク質Glycoprotein 2 (GP2)お

よび内因性プリオン（PrP

樹状細胞とは全く機能の異なる細胞であることを明らかにした。 

C）を同定した。GP2 は、大腸菌やS. typhimuriumなどのI型線毛と選

択的に結合し、これらの細菌のM細胞内への取り込みを促進することを明らかにした。さらに、

GP2 欠損マウスを用いることにより、GP2 を介するM細胞へのI型線毛保有細菌の取り込みが、

その後の抗原特異的な粘膜免疫応答に重要であることを示した。一方、PrPCは人獣共通感染菌の

一つであるBrucella abortusと特異的な結合を示し、PrPC欠損マウスでは、B. abortusのパイエ

ル板や腸間膜リンパ節への取り込みが大幅に減少することから、M細胞がB. abortus経口感染時

の経路の一つであり、その際にはPrPC

 慢性結核症は現在でも治療が困難な重要な感染症である。BCG ワクチンは、成人の慢性結核症

の防御に対しては不完全であり、それゆえ、BCG の代わる結核ワクチンの開発が早急に必要とさ

れている。吉開らは IL-15 がエフェクターCD8 陽性 T 細胞のアポトーシスを抑制することによっ

てメモリーCD8 陽性 T 細胞の産生を促進するとともに、homeostatic proliferation を誘導するこ

とによって、メモリーCD8 陽性 T 細胞増殖維持因子として働くことを明らかにした。さらに結核

菌由来の防御抗原である Ag85B とメモリーCD8 陽性 T 細胞の増殖維持因子である IL-15 の融合

タンパク質を分泌するレコンビナント(r)BCG ワクチンを作成し、この IL-15/Ag85B 融合タンパ

ク質産生 rBCG ワクチンが結核菌抗原特的メモリーCD8 陽性 T 細胞数を有意に増加させ、その結

果、強い結核防御を誘導することを明らかにした。 

が侵入受容体として機能することが示唆された。小安らは、

胃に定着して胃炎を誘導するHelicobacter pyloriが腸管のパイエル板から取り込まれ、パイエル

板内の樹状細胞に捕捉されることでH. pylori特異的なT細胞の活性化が誘導されることを明らか

にした。また、Listeria monocytogenesの腸管感染モデルを作製し、L. monocytogenesもまたパ

イエル板から取り込まれ、その際にL. monocytogenesの接着因子の１つであるInternalin BがM

細胞への接着に重要であることを明らかにした。 
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 この 5 年間に発表された論文は 248 編に及び、細菌感染における宿主の自然免疫反応並びに獲

得免疫反応の起動機構に関する多くの新しい知見を得ることができた。これらの成果は将来的に、

より有効なワクチンの創成や新たな治療戦略の開発などの波及効果を生むと期待される。 
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研究項目：C01 マラリア原虫の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：堀井俊宏 
 

マラリア原虫の増殖と病原性は寄生体-宿主相互作用によって決定される。宿主免疫

系は原虫の増殖を抑制するが、逆に原虫は自らの抗原性を遺伝子多型や多重族遺伝子群

の発現制御により変化させることで、宿主からの免疫応答を回避していると考えられて

いる。まず、多型解析の基準となる宿主との共進化史を２３種のミトコンドリア全ゲノ

ムの系統樹を作成した結果、現生するすべてのマラリア原虫種は約 3,800-2,500 万年前

に急速に宿主域を広げたことが示唆された（マラリアビッグバン）。また、世界９ヶ国

から採集した熱帯熱マラリア原虫について遺伝子の塩基多様度を解析した結果、アフリ

カが他の地域よりも高く、P. falciparum はヒト集団とともに約 6万年前にアフリカか

ら世界に広まったことが示唆された（図１）。これらの結果は日本から発信した新たな

マラリア原虫の進化史である。 

 

 

三日熱マラリア原虫に近縁のサルマラリア原虫(P. cynomolgi)のドラフトゲノムを構

築し、P. vivaxおよび、同じくサルマラリアである P. knowlesi を加えた比較ゲノム

解析の結果、非共通遺伝子の多くは、宿主赤血球侵入に関与する遺伝子の多重族遺伝子

族に属していた。これらの結果は、多重族遺伝子族の変化が霊長類マラリアにおける感

染宿主域の拡大に大きく関係していることを示唆する。また、上記の遺伝的多様性の解

析から PfSERA５（SE36）はワクチン抗原候補でありながら、ハウスキーピング遺伝子

的な低い多型性の特徴をもつことが示された。この結果は SE36 マラリアワクチンを実

用開発するうえで有望な知見である。ワクチン開発ではウガンダにおいて SE36 マラリ

アワクチンの第 Ib相臨床試験を実施した。さらに、SE36 タンパク質中の主要な防御エ

ピトープを同定し、また、SE36蛋白質と自然免疫アジュバントを組み合わせた第二世
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代 SE36 マラリアワクチンの効果を動物モデルで立証した。 

公募研究では、「マラリアにおける免疫回避機構、防御機構の解明」

においてマラリアにおける免疫回避機構および防御免疫に関する研究を行った。致死性

感染を起こすマウスマラリア強毒原虫株は宿主免疫の抑制に働くCD4

(久枝 一) 

+CD25+制御性Ｔ細

胞(Treg)を選択的に活性化することで宿主免疫を抑制することを明らかにしてきた。さ

らに、マラリア原虫はTLR9 を介して樹状細胞に作用し、樹状細胞がTregを活性化させ

ることを見出した。TLR9 欠損マウスではTregの活性化が起こらずに、強毒株に対して

抵抗性を獲得した。また、防御免疫に関してはこれまでは否定的であった赤内型原虫に

対するCD8Ｔ細胞の関与を検討し、弱毒株生ワクチン接種のマウスからCD8Ｔ細胞単離し、

ナイーブマウスに移入し強毒株に対する防御効果が得られた。この防御にはIFN-gが必

須であった。以上のように、赤内型マラリアに対するCD8Ｔ細胞の防御的役割、さらに

はそのメカニズムも明らかにした。 

「ゲノムワイドな新規マラリアワクチン候補抗原の探索」（坪井 敬文）では、新規マ

ラリアワクチン候補抗原のゲノムワイドな探索に向けて、熱帯熱マラリア原虫完全長

cDNAライブラリーを作製し、コムギ胚芽無細胞系を用いて約1,700種類の組換えタンパ

ク質を発現し独自の小スケール・ ハイスループットな抗原抗体反応検出系を確立した。

上記熱帯熱マラリア原虫プロテインアレイから、赤血球期マラリアワクチン候補抗原と

なる可能性が最も高いと予想される分子114種を選択した。それを用いて、流行地タイ

において採取していた防御抗体を保有していると考えられる無症候マラリア感染者（AS）

血清と、それを保有していない有症患者（S）血清との抗原抗体反応を測定し解析した。

その結果得られた、PfMSPDBL1と呼ばれている機能未知分子に着目し、全長および部分

長PfMSPDBL1組換えタンパク質をコムギ胚芽無細胞系により合成し動物抗血清を得た。

これを用いた間接蛍光抗体法によりPfMSPDBL1のメロゾイト表面への局在が確認された。

また、PfMSPDBL1は赤血球表面に結合し、さらに抗PfMSPDBL1抗体は、培養熱帯熱マラリ

ア原虫の赤血球への侵入を阻害することが明らかとなった。以上の結果から、PfMSPDBL1

は新規赤血球期ワクチン候補となる可能性が示唆された。 

「受精決定因子pbgcs1 を基軸としたマラリア原虫受精メカニズムの解明」（平井 誠）

では、植物の受精決定因子GENERATIVE CELL SPECIFIC1 (GCS1) のホモログであるGCS1

機能的相同分子 (PbGCS1) がネズミマラリア原虫Plasmodium berghei オスにおいて存

在すること、さらにGCS1 様遺伝子が原虫類、高等植物や一部の動物において高度に保

存されている事実を見いだした。このことは、GCS1 を基盤とした生物受精の制御機構

が存在することを強く示唆する。PbGCS1 は、シグナルペプチド (SP) に続く機能未知

な細胞外ドメイン(ExD)、さらに膜貫通ドメイン (TMD)と細胞質内ドメイン（CD）から
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構成される。PbGCS1 の各種部分欠損変異体を発現するP. bergheiを作成し、機能解析

をした結果、受精にとって必要とされるPbGCS1 のトポロジーは、細胞外に露出して膜

に結合することであると示唆された。植物のGCS１はその機能が全く不明であったが、

これら一連の実験をシロイヌナズナGCS1 で行ったところ、PbGCS1 での実験と同様の結

果を示した。以上の結果は、GCS1が細胞外に露出することで他の（メス側に存在する）

分子と相互作用する可能性を示唆している。 

「マラリア原虫人工染色体を用いたvar遺伝子の相互排他的転写制御機構の解明」（岩

永史朗）では、マラリア原虫のサブテロメア領域には赤血球表面抗原をコードする多重

族遺伝子族(var遺伝子・bir遺伝子等)が存在し、１個の遺伝子の転写が活性化すると排

他的に残りの遺伝子の転写が抑制され、これにより原虫は宿主免疫を回避する。まず、

サブテロメア領域のクロマチン修飾をChIP-seq法で解析した結果、ヒストンH3 のLys9

が高度にトリメチル化されていることが判明し、bir遺伝子の転写は構成的ヘテロクロ

マチン形成により抑制されることが示された。またマイクロアレイ解析の結果、同一サ

ブテロメア領域に存在する複数のbir遺伝子の転写活性化が同時に起こることが示され、

bir遺伝子の転写制御は染色体末端単位で起こることが示された。さらにbir遺伝子の転

写制御領域を人工染色体に組み込み、人工染色体上で相互排他的転写制御が再現可能で

あること、bir遺伝子の発現は原虫個別に変化することが示された。現在、上記人工染

色体を用いた実験系によりbir遺伝子の転写制御領域の機能について検討している。 

「マラリア原虫肝臓感染ステージの遺伝子発現制御に関わる転写因子の研究」

 

（油田正夫）

では、ネズミマラリア原虫 Plasmodium berghei を用いて、スポロゾイト期特異的転写因

子AP2-Sp (AP2 in sporozoites) およびAP2-Sp2を同定した。ノックアウト原虫を用いた解

析ではAP2-Sp。AP2-Sp2 ともにスポロゾイト形成に必須であること、この二つの転写因子の

組み合わせが、唾液腺感染必要な遺伝子群と肝臓感染に必要な遺伝子群の異なる発現パタ

ーンを可能にしていることが明らかになった。さらに肝内型原虫において肝内型原虫特異

的転写因子AP2-Lを同定した。AP2-Lをノックアウトした原虫では肝細胞内での増殖が見ら

れなくなり、感染性が千分の一に低下した。AP2-LのmRNAはスポロゾイト期に合成されてい

るが肝臓に感染することで初めて翻訳され肝内型原虫の増殖に必要な遺伝子群を誘導する。
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研究項目：C02 その他の原虫の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 
計画研究代表者：野崎智義 
 
 野崎らは原虫感染症における代謝の重要性を明らかにするために、赤痢アメーバの感染におけ

る原虫内での代謝ネットワークを統合的に解析する系を確立した。キャピラリー電気泳動—飛行時

間計測質量分析法(CE-ToFMS)を用いてエネルギー代謝、アミノ酸・核酸代謝、脂質代謝などに

関与する 100 種以上の代謝物を同時に解析することにより、赤痢アメーバの酸化的ストレスに対

する代謝応答を解明した。システイン飢餓により、含硫アミノ酸代謝経路では O-アセチルセリン

と S-メチルシステインの高度の蓄積が見られた。また、イソプロパノールアミン、フォスファチ

ジルイソプロパノールアミンなどの代謝物、脂質が顕著に上昇した。これら代謝物の生理的意義

の今後の解明が必要である。またシステイン飢餓下での転写調節をトランスクリプトーム解析し、

システインの上昇と減少に応答して増減する遺伝子としてNADPH依存的酸化還元酵素を発見し

た。この酵素はフェレドキシン・鉄・シスチン・メトロニダゾール等の還元に関与することが示

された。以上、本研究においてシステインに応答する遺伝子発現・代謝調節の統合的理解が可能

となった。 

 
 濱野らは、腸赤痢アメーバ症のモデル動物を確立し、赤痢アメーバの病原性発現機構ならび

に同症に対する感染防御機構の研究を進めた。連鎖解析から第 1, 2 染色 体（rs3684370, rs3662211）

近傍に定着阻止遺伝子が存在することを見出した。また腸管寄生性線虫 Heligmosomoides 
polygyrus の感染が、腸管粘液の産生亢進を促し、赤痢アメーバの腸管内定着を亢進することが

判明した。 

 
 更に、病原性が未確定の E. moshkovskii が病原性 E.histolytica 同様 CBA/J マウスの腸管に一
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定期間定着すること、しかし E.histolytica と比べてより頻回の下痢と体重減少を引き起こし、いず

れ排除されることが判明した。本知見は両病原体の違いを解明するために有用であり、またアメ

ーバに対する感染防御機構の解明にも重要なモデル系を提供するものである。 

 
 嶋田らは、原虫の哺乳動物細胞内寄生におけるアポトーシス抑制機構の解明を行った。

Trypanosoma cruzi 感染細胞では death receptor を介するアポトーシスが抑制され、宿主抑制因

子 cellular FLICE inhibitory protein (c-FLIP)の発現が上昇している。この発現上昇機構を明ら

かにするため、c-FLIP の分子修飾という観点から解析を行った。T. cruzi 感染細胞では、一酸化

窒素合成酵素 (iNOS) 遺伝子の発現上昇が起こり、さらに c-FLIP タンパク質に NO 付加 
(nitrosylation) が起きることが明らかとなった。一般的に nitrosylation が起きたタンパク質はユ

ビキチン化が阻害され、プロテアソームでの分解が抑制することが知られている。原虫感染細胞

では、c-FLIP の分解が抑制され、その結果として発現上昇がみられた可能性が考えられた。次に

NO 合成阻害剤を用い、アポトーシス誘導を行ったところ、感染細胞では阻害剤添加によりアポ

トーシス抑制がわずかに解除された。この結果は本アポトーシス抑制に NO が関与していること

を示唆した。 
Nitrosylated proteins in T. cruziinfected 
cells 
coenzyme A carboxylase b polypeptide    
L-lactate dehydrogenase B 
uracil DNA glycosylase 
triosephosphate isomerase 1 
特許出願：発明の名称:抗トリパノソーマ剤およびトリパノソーマ症治療薬、出願番号：特願

2010-163039、出願日：2010/07/20 
 
 西川らは、トキソプラズマと宿主間での脂質代謝ネットワークの解明を行った。トキソプラズマの

感染により、感染初期では宿主細胞（マクロファージ）のコレステロール合成に関与するメバロン酸

経路が活性化され、感染後期では宿主細胞のコレステロールの取り込みが促進されていた。この結果

は、トキソプラズマが増殖時期に対応して宿主のコレステロール代謝を調節し原虫の増殖に利用して

いることを示唆している。さらに、コレステロール代謝阻害剤は抗原虫作用を有していたことから、

宿主の脂質代謝は新しい抗原虫の薬剤ターゲットになる可能性が示された。また、トキソプラズマ感

染による宿主脂質代謝の変化は、宿主細胞死に関

与していた。感染初期での細胞死は IFN-γにより

誘導される一酸化窒素の作用が関与していたが、

感染後期での現象はトリアシルグリセロールの過

剰な蓄積が起因していた。次に、トキソプラズマ

の完全長 cDNAを作製し、in silico解析を行った

ところ、アポトーシス促進活性を有する分泌タン

パク質を見出した。このタンパク質の活性は、組

control 
T. cruzi infected 

Anti-nitrosocys Ab 
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換えタンパク質および過剰発現原虫株を用いた解析により確認することができた。以上の研究成果に

より、トキソプラズマは自身の増殖に有利なように宿主の脂質代謝を制御し、非感染細胞には細胞死

を誘導することが明らかとなった。 

 

 永宗らは、トキソプラズマのアピコプラストへの輸送シグナルと、いわゆる二次葉緑体を持つ自由

生活性藻類であるクリプト藻の葉緑体への輸送シグナルが相補的であることを示すことができた（左

図）。両者はいずれも紅藻の祖先生物を起源としていると考えられており、本論文の結果はその仮説を

支持している(Hirakawa PNAS 2009)。更に、トキソプラズマが宿主細胞に注入する「エフェクター

分子」の一つである ROP18 は、宿主の転写活性化因子である ATF6βを分解していることを見出した

（右図）。ATF6βは宿主の免疫機能を活性化することが知られているので、本現象はトキソプラズマ

の生き残り戦略に重要な役割を担っている可能性が示唆された。また ROP18 はヒトに急性感染を起こ

す原虫株にだけ発現していることが知られているので、本知見はヒト急性トキソプラズマ症発症機構

の解明にも貴重な知見となることが期待できる(Yamamoto J. Exp. Med. in press)。 
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研究項目：C03 蠕虫の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

計画研究代表者：北 潔 

  

蠕虫は多細胞の寄生虫であり、単細胞の原虫とは大きく異なった生活環を持ち、また宿主との相互作

用も独特の制御系を機能させている。この様に蠕虫は病原体の中でも最も宿主に近い性質と特殊な寄生

戦略を備えている。本研究項目ではこの蠕虫の特徴に焦点を絞り研究を行った。 

 低酸素環境である小腸に生息する回虫成虫で見出した NADH-フマル酸還元系は多くの寄生虫に存在し、

宿主体内の環境で中心的な役割を果している事が明らかになった。この系は複合体 I（NADH-ユビキノン

還元酵素）、ロドキノンおよび複合体 II（ロドキノール-フマル酸還元酵素：RQFR）の 3成分から構成さ

れ、NADH からフマル酸への電子伝達を触媒している。その生理的意義は低酸素下でも複合体 Iの共役部

位を駆動する事により ATPを合成できる点にある。一方、発生に酸素を必要とする幼虫では哺乳類型の

酸化的リン酸化によって ATP を合成している事も明らかになった。さらに NADH-フマル酸還元系の分子

構築とその生理機能の特徴を明らかにし、生活環におけるダイナミックな呼吸系の変動の制御機構を解

析する目的で研究を進め、受精卵、虫卵の中で発生中の幼虫、宿主体内に感染後の宿主体内を移行中の

幼虫、そして小腸に生息する成虫の複合体 II を構成するサブユニットが順次に変換し、好気的なコハ

ク酸酸化と低酸素下のフマル酸呼吸を支えている事が判った。この様な生活環における複合体 II の各

サブユニットのステージ特異的発現を調節している機構を明らかにする目的で哺乳類や自由生活性線

虫で低酸素適応に関与している転写因子 HIF-1について解析を行った結果、α、β両サブユニットとも

に他の生物種に比較して短いペプチドから構成され、回虫特有の調節機構の存在が示唆された。 

 

 

 また「マラリアと住血吸虫症を克服する新しい抗寄生虫薬の開発」を研究目的として、抗マラリア原

虫作用を有する環状過酸化化合物 N-89 のマンソン住血吸虫に対する阻害効果を解析した。その結果，

図に示すように、マンソン住血吸虫感染 14-15 日目のマウスに N-89 を投与すると虫体数が著しく減少
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し、また、感染５週目の N-89 投与マウスでは産卵数が有意に減少する結果を得た。住血吸虫症は虫卵

に起因する肉芽腫により発症するため、感染後２週目、あるいは、５週目投与のいずれの場合にも病変

が減弱されており、N-89が新規住血吸虫症の治療薬として有望であることが判った（特願 2008-172663、

名称：新規抗住血吸虫剤）。そこで、N-89 の産卵能抑制の作用機構を解析する目的で N-89 をマンソン

住血吸虫感染後５週目のマウスに投与し、24 時間後及び 2 週間後の住血吸虫タンパク質のプロテオー

ム解析を行ったところ、オスでは構造タンパク質，解糖系酵素，ストレス応答タンパク質等が、メスで

は構造タンパク質，タンパク質合成に関与するタンパク質等が持続的に変動していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エキノコックス症における寄生虫の発育分化と宿主免疫応答の動的解析宿主の免疫応答性解析を行

った結果、WHOの病態分類（多包虫症： PNM stage I～IV；単包虫症：CL～CE5）と抗体応答性、サブク

ラス応答性の解析から、遺伝子組み換え Em18、AgB8/1 抗原に対する抗体応答性は多包虫症、単包虫症

それぞれの病態の進行に伴い、増幅されることが判明した。またミトコンドリアならびに核 DNA の解析

から、エキノコックス属条虫種の起源、遺伝子多型と地理拡散に関する新知見が得られた。特に新種

Echinococcus shiquicus の遺伝子多型は中国で同所的に分布している既知のエキノコックス条虫２種

(E. multilocularis、E. granulosus)と大きく異なることが判明した。 

また腸管寄生虫の肺移行の意義の解明を目的としてベネズエラ糞線虫のゲノムと、虫卵、感染幼虫、肺

通過時の幼虫、成虫におけるトランスクリプトームの変化を新型シーケンサを用いて解析した。Genome 

Sequencer FLXによってベネズエラ糞線虫のゲノム配列を決定しアセンブルしたところ、ゲノムデータ

は総計 2,525 本の scaffoldにまとめられ、scaffoldを合計した総塩基数は 54.2 Mbであった。配列解

析により、自由生活線虫および植物寄生線虫には存在せず、動物寄生線虫のみに存在が確認できる遺伝

子として、フェロケラターゼおよびニコチンアミドフォスフォリボシルトランスフェラーゼが同定され

た。このうちフェロケラターゼ遺伝子は、その塩基配列から細菌から水平遺伝子転移によって得られた

と考えられた。虫卵（孵化直後の第一期幼虫を含む）、感染幼虫、体内移行期幼虫（肺から回収）およ

び成虫から cDNAを調製し、GS-FLX Titaniumによって塩基配列を決定した。 肺移行時特異的に発現が
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みられる遺伝子として、アスタシン様メタロプロテアーゼ Astacin-like metalloprotease（ALMP）4個

と、Notchシグナルに関わる Osm-11 が同定された。このうち ALMPは、ベネズエラ糞線虫の全トランス

クリプトーム中に総計 161個、ゲノムでは 211個を認めることができた。C. elegansの同酵素は 39個

のみでありこの酵素はベネズエラ糞線虫の寄生戦略において極めて重要な機能を担っていると考えら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Th2非依存的な感染機構について Nippostrongylus brasiliensis (NB)を用いて解析した。Interferon 

regulatory factor-4 (IRF4)は、ナイーブ CD4 T細胞が Th2、Th17に分化する際に必須の転写因子であ

るが、蠕虫の一つである NB は，全身性に抗原特異的 Th2 誘導により杯細胞から粘液が産生され排除さ

れる。従って IRF4欠損マウス（IRF4 KO）では NB排除は起きないことが予想された。しかし、Th2は誘

導されないが、野生型マウス（WT）に比べ遅れるものの NB は完全に排除された。この時、杯細胞の過

形成は WTと同程度に起きていた。IRF4 KOの腸管には好酸球の激しい浸潤が認められたため IL5の中和

により好酸球浸潤を阻止したところ、NB 排除の遅延を認め、杯細胞の過形成も減弱したことから、好酸

球が IRF4 KOにおける NB排除に関与していることが示唆された。IRF4 KOにおける好酸球浸潤を誘導す

る IL5の供給源として、新規に発見された NH細胞に着目した。WTおよび IRF4 KOの NH細胞を精製し刺

激したところ、IRF4 KOで IL5の産生亢進を認めた。 

そこで、NH細胞における IRF4発現を調べたところ、未刺激では発現していないが、刺激に伴い IRF4

が発現していた。IRF4 特異的 siRNAを野生型 NH細胞に導入したところ、IL5産生は約３倍に上昇した。

浸潤した好酸球からは IL4、IL13 が産生されるが、IRF4 KOと WTの差はなかった。以上のことから、NB

感染により小腸上皮から IL33が漏出し NH細胞を活性化するが、IRF4により IL5産生が抑制的に制御さ

れているため IRF4 KOでは多量の IL5 が産生され、好酸球の著明な浸潤を引き起こす。これら好酸球が

産生する IL13により杯細胞の過形成が誘導され、Th2 非依存的 NB排除が起こると考えられた。 

 

 寄生性線虫であるフィラリアの生活環は、媒介昆虫（蚊）と哺乳動物宿主の二つの動物ステージを経

て完結する。この際、蚊 −宿主間の移行に伴う温度変化の“乗り越え（適応）”システムを解明するため、

犬フィラリア（Dirofilaria immitis）の第 3期幼虫（L3）における脱皮機構をモデルとして解析した。

この L3 は、吸血時に蚊から宿主へ移行する際に、急激な環境変化を経験する。フィラリアの脱皮を in 
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vitro で再現し、温度（37℃）と栄養環境の二つが蚊から宿主への移行時におけるフィラリア発育の重

要な刺激因子であることを見出した。その際、自由生活線虫である C. elegans では、熱応答パラメー

タである hsp70の発現が持続的に維持されるのに対し、フィラリアではごく短時間にその応答が収束す

ることが明らかになった。これらの環境刺激によって誘導される L3 内部の変化を明らかにするため、

cDNA サブトラクション法を用いて温度変化前後での遺伝子発現を比較したところ、クチクラ関連因子

（cut-1）に加え、フォン・ヴィレブランド様因子（vWFA）およびシステインプロテアーゼであるカテ

プシン-L が単離された。これらの遺伝子のノックダウンにより L3 の脱皮が抑制されたことから、寄生

性線虫であるフィラリアは、温度変化に対する適応機構とともに、それを刺激としてライフサイクルを

促進する遺伝子制御メカニズムを有することが示された。また、C. elegans の JNK および p38 は 37℃

環境下において迅速に活性化するのに対し、フィラリアでは両方とも低レベルの活性上昇に留まった。

興味深いことに、フィラリアの JNKは第６エクソンの重複によりキナーゼドメインの一部が繰り返され

る構造を取っていることが明らかになった。この特徴的な遺伝子構造は、他の寄生性糸条虫であるマレ

ー糸状虫（Brugia malayi）およびロア糸状虫（Loa Loa）においても保存されていた。これらの結果か

ら、フィラリアは温度変化を利用して“乗り越え”のみならず発育の“切り替え（トランジション）”

を行っていると考えられる。 
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研究項目：C04 寄生虫感染と宿主応答 

計画研究代表者：中西憲司 

 

SOCS3 は gp130/STAT3 経路を活性化するサイトカインのシグナルを負に制御する細胞内

分子である。小林は本分子の感染防御に於ける役割を解明するため、SOCS3 欠損マウスと

SOCS3 過剰発現マウスを作製した。L.major は Th1 細胞で排除される原虫であるが、SOCS3

欠損マウスに感染させると TGF-βと IL-10 を産生する抑制性の Th3 細胞が過剰に誘導され

るのが原因で L.major感染感受性マウスになること、一方、SOCS3を過剰発現させると IL-4

の高産生が起こり、感染感受性になることが明らかにされた。以上の結果から、SOCS3 が

感染後適切な時期に適量発現することが生体防御に重要なことが明らかになった。 

 

山本はトキソプラズマ原虫 T.gondii の病原性を検討し、I 型 T.gondii 感染は II 型

T.gondii 感染と異なり、自然免疫細胞からの炎症生サイトカインの産生誘導が起こらな

いこと、その機序は I 型 T.gondii 感染では Stat3 の活性化が起こるが、II 型 T.gondii

感染ではそれが起こらないことを明らかにした。その結果 I 型 T.gondii 感染の場合は

Stat3 の作用で宿主自然免疫応答が抑制されることになる。更に山本は、Stat3 を直接活

性化するのは原虫のリン酸化酵素である ROP16 であることも明らかにした。またロプトリ

ーに存在するリン酸化酵素である ROP18 が病原性発揮分子として極めて重要なことを示

した。即ち、逆遺伝学的手法で作製した ROP18 欠損原虫が病原性をなくしており、野生型

原虫感染させた場合に比して、ROP18 欠損原虫感染マウスでは IFN-γ産生が増加している

ことも明らかにした。この結果から病原性因子である ROP18 は宿主の免疫能を抑制する作

用を有することが明らかとなった。 

 

吉田は T.cruzi 感染に対する IL-17 の役割を IL-17 欠損マウスを用いて検討した。IL-17

欠損マウスは T.cruzi に感染すると血中原虫数の増加が顕著となり高い死亡率を示した。

更に、IL-17 欠損マウスの肝臓では IL-6,TNF-α,IFN-γ等の炎症生サイトカインの産生が低

下していた。また、IL-17 欠損マウスではデフェンシン等の産生も低下していた。炎症性

サイトカインと抗菌ペプチドの産生低下が感染抵抗性減弱の一因と考えられた。また吉田

は、ITAM モチーフを持つ受容体の下流に位置する CARD9 の生体防御機能を明らかにする

目的で、CARD9 欠損マウスに L.major を感染させて宿主応答を解析した。その結果、感染

初期の局所での好中球の浸潤が減少すること、また TNFα,IL-1β,MIP2 等の産生も著明に
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低下すること、さらに、CARD9 欠損マウスでは Th1 応答が抑制されていることを明らかに

した。以上の結果から CARD9 が L.major 感染時の自然免疫と獲得免疫の誘導に関与するこ

とが明らかとなった。 

 

畑生はマラリア原虫が感染した赤血球(pRBC)の作用の中に、スカベンジャーレセプター

(SRs)の発現増強作用が有ること、更にその病態形成に関与することを、本研究で明らか

にした。即ち、P.berghei ANKA 株感染実験の結果から、SRs は感染の比較的早期に発現誘

導されること、特に class A SR である SR-A 及び MARCO は主にマクロファージに発現され

pRBC との接着•貪食に関与する因子である可能性が示された。 

 

安友はトリパノソーマ原虫が感染すると CD8 陽性細胞上で Notch1,Notch2 発現が上昇し、

CTL 誘導が起こるが、Notch2 遺伝子を欠損する CD8 陽性 T 細胞では CTL 分化が顕著に減弱

することを見出した。更に、Notch2 が欠損すると CTL 機能を担うグランザイム B の転写

も影響を受けることを示した。本研究から、Notch2 シグナルが CTL 分化に重要なことが

明らかとなり、本分子を標的としたメモリーT 細胞の維持、効果的なワクチン開発等に応

用出来る可能性が示唆された。 

 

深尾と田邊は、寄生虫感染防御に関与する microRNA の同定と役割を解明することを目的

に microRNA-223 欠損マウス(miRNA-223KO)の L.major 感染抵抗性を検討した。なお、

microRNA-223 はマクロファージや樹状細胞など自然免疫系細胞に特異的に発現する

microRNA である。BALB/c,C57BL/6 バックの miRNA-223KO マウスに L.major を感染させる

と、C57BL/6 バックは、その野生型同様に Th1 優位の宿主応答を示し、感染抵抗性であっ

た。興味あることは、本来 L.major 易感染性の BALB/c バックの KO マウスが Th1 優位の宿

主応答を示し、野生型 BALB/c と比較して強い感染抵抗性を示したことである。今後の研

究の発展が待たれる領域である。 

 

中西は蠕虫を感染させると、Th2／IgE 応答が誘導されるが、その誘導機序を研究した。

始めに、好塩基球の Th2 応答誘導能を検討した。好塩基球は MHC class II,CD80/86 を発

現し、抗原蛋白を取り込み細胞内でプロセス後に MHC class II に抗原ペプチドを結合さ

せ、ナイーブ Helper T 細胞に抗原提示する。同時に好塩基球は IL-4 を産生する。その結

果、抗原刺激を受けた T 細胞は Th2 細胞に分化する（図１）。次に、好塩基球を欠損した
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マウスに Strongyloides venezuelensis (Sv) を感染させたところ、正常なマウスに比

して排虫が顕著に遅れることから、好塩基球が腸管寄生線虫排除に重要な細胞であること

も明らかにした。最後に、蠕虫を感染させると、Th2／IgE 応答が誘導されるが、蠕虫成

分のキチンが Th2 アジュバントとして作用するか検討した。卵白アルブミン(OVA)とキチ

ンを混和したものを投与したところ、OVA特異的 Th2細胞と OVA特異的 IgEが誘導された。

次に、Th2 アジュバントの作用機序を解明するため、キチンを正常マウスの腹腔内に投与

したところ、投与後迅速に腹腔内の IL-33 の濃度が上昇し、引き続き IL-5 と IL-13 の濃

度が上昇した。この結果から、Sv が感染するとキチンの作用で IL-33 産生がおこり、次

に IL-33 が自然型２型ヘルパー細胞に作用して IL-5 と IL-13 の産生が誘導されることが

明らかとなった（図２）。 

好塩基球

Th2 cell IL-4 
IL-5 
IL-6

蠕虫の排除

IL-9 
IL-13 

IL-4   

MHC class II

Basophils 

Helminth
のproduct 

CD80/86

TCR

Th cell

好塩基球はMHC class II とCD80/86を発現しており, helminthの
productをMHC class IIに結合させ抗原提示出来る。さらに好塩基
球はIL-4を産生する。従って、helminth抗原, CD80/86, IL-4で刺激
を受けたナイーブCD4+T細胞はhelminth特異的Th2細胞に分化する

図１
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（５）研究成果のとりまとめの状況 

 
領域のとりまとめとしてアウトリーチ活動を行う。 
 
平成23年4月開催の日本医学会総会で展示を行う予定であったが、震災の影響で中止となった。しかし、

平成23年6月～9月まで下記のサイトにてウェブ展示を行うこととなった。 
「わかろう医学 つくろう!健康EXPO2011 ウェブ＆体験 博覧会」公式サイト 
 http://ex2011.net 
「わかる」の「８感染症」コーナーにて、感染マトリックスの成果の一つ（川口寧先生の成果）を紹介し

ている。 
 
また、平成23年12月3日（土）には、東京大学医学部・鉄門講堂でパネルディスカッションを行う。 
詳細については現在検討中であるが、下記の形式いずれかにて成果の発表を行う予定である。 
 
１）研究ハイライトの一般人・学生向け発表。 
 講演者候補：柳先生、川口先生、小安先生、中西先生。 
 
２）上記（１）の発表をもとにアウトリーチのあり方について一般聴衆・メディア 
とディベート。 
 その議論を文科省・厚労省等役人にきいておいてもらう。 
 ＊「役にたつ」とは何かの議論、「単に真実追求」の意義を伝える等も可。 
 
３）感染症研究に対する縦割り問題をテーマ。 
 厚労省と農水省の方向性の違いの問題等について。 
 研究者側から問題提起、両省から担当者。 
 
４）研究成果、研究者意見の社会への反映体制をテーマ。 
 
５）最近流行した感染症（BSA, 口蹄疫、インフルエンザ等）に対する 
行政などの対応を基礎から見て如何に思うか、などのディスカッションを 
公開で行う。 

 
 

（６）研究成果の公表の状況 
 

・主な論文等一覧について 
領域全体の発表論文数 1463編 
以下に主な論文等一覧を示す。末尾に当該論文のこれまでの被引用回数を記す。研究代表者には二重

下線を、研究分担者には一重下線を、また corresponding author には＊印を付けてある。 
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国内外でのシンポジウムやセミナーの開催状況については（７）研究組織と研究項目の連携状況参照。 
国内外の会議等での招待講演による発表一覧を下記に記す。 
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2006.12.13,  大阪 

 

川端重忠 

化膿レンサ球菌の生体内増殖システム 

第80回日本細菌学会総会 

2007. 3.26-3.28,  大阪 

 

関水和久 

実験モデル動物の感染症への応用 

第80回日本細菌学会総会 

2007. 3.26-3.28,  大阪 
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平成19年度 （平成19年4月－平成20年3月） （2007, Apr. –  2008, Mar.） 

 

飯田哲也 

細菌の病原性と生残戦略との関連 

第143回日本獣医学会学術集会. ワークショップ「微生物の生残戦略と病原性の関連」   

2007. 4. 3-4. 4,  つくば 

 

小池 智 

ポリオの病態発現―遺伝子改変動物モデルを用いたアプローチ― 

第143回日本獣医学会 シンポジウム, 

2007. 4. 3-4. 4,  つくば 

 

西川義文 

細胞内寄生原虫の増殖メカニズムの解明に向けて：トキソプラズマの脂質代謝ネットワーク 

第143回日本獣医学会学術集会、つくば国際会議場，つくば 

2007. 4. 3-4. 4,  つくば 

 

度会雅久 

ブルセラ流産のマウスモデル 

第143回日本獣医学会学術集会 

2007. 4. 3-4. 4,  つくば 

 

小安重夫 

自然免疫と獲得免疫：自己・非自己の認識 

第27回日本医学会総会 

2007. 4. 6,  大阪 

 

柳 雄介 

麻疹の発症メカニズム 

第27回日本医学会総会 シンポジウム「感染症に挑む－病原体と宿主の相互作用の観点から」 

2007. 4. 6,  大阪 

 

谷口孝喜 

ロタウイルス感染症 －最近の３つの話題－ 

第110回日本小児科学会学術集会 

2007. 4.20,  京都 

 

岩倉洋一郎 

マウスモデルを用いた自己免疫性関節炎発症機構の解析 

産業技術総合研究所セミナー 

2007. 4.27,  つくば 

 

改正恒康 

Immunological phenotype of pattern recognition receptor defects --- from knockout mice to human 

immune disorders.  

The 2nd

 

 RCAI-JSI Workshop 

2007. 5.25,   横浜 
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脇田隆字 

C型肝炎のウイルス培養系の開発とその応用 

第43回肝形態科学研究会 

2007. 5.30,  東京 

 

岩倉洋一郎 

疾患モデルを用いた自己免疫発症機構の解析 

第34回東京大学医科学研究所創立記念シンポジウム「医科学研究最前線」 

2007. 6. 1,  東京 

 

川端重忠 

レンサ球菌による自然免疫回避のストラテジー 

第16回Lancefieldレンサ球菌研究会 

2007. 6. 1-6. 2,  熊本 

 

谷口孝喜 

ロタウイルスのリバースジェネティクス 

第48 回日本臨床ウイルス学会 

2007. 6. 2,  富山 

 

中西憲司 

アレルギーの発症と感染— 自然免疫からー 

第19回日本アレルギー学会春季臨床大会 

2007. 6.10-6.12,  横浜. 

 

綾部時芳 

Paneth細胞の抗菌ペプチドによる腸内自然免疫 

第11回腸内細菌学会 シンポジウム 

2007. 6.15,  東京都 

 

西野邦彦 

多剤耐性感染症を克服する新規治療の確立 

第6回産学官連携推進会議 

2007. 6.16,  京都 

 

米原 伸 

TGF-βによる細胞死誘導活性および細胞死誘導阻害活性の分子機構と制御機構 

第72回 日本インターフェロン･サイトカイン学会学術集会 

2007. 6.29,  京都 

 

谷口孝喜   

ロタウイルスのトピックス 

広島外来小児研究会 

 

2007. 7.21,  広島 
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小柳義夫 

HIV-1感染ヒト造血マウス 

第31回阿蘇シンポジウム 

2007.7.27,  阿蘇    

 

藤田尚志 

抗ウイルス生体防御のセンサー、RIG-I like receptors 

第31回阿蘇シンポジウム 

2007.7.27,  阿蘇 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫における病原体の認識と排除 

第18 回日本生体防御学会学術総会 

2007. 7.28,  福岡 

 

永田恭介 

RNAレプリコンと酸性分子シャペロン 

第9回RNAミーティング 

2007. 7.28-7.29,  名古屋 

 

改正恒康 

樹状細胞におけるIKKαの機能的意義 

第28回日本炎症・再生医学会シンポジウム「NF-kB研究の生物学と創薬」 

2007. 8.2-8.3,  東京 

 

倉永英里奈、三浦正幸 

遺伝学的解析により明らかになったIKKeの新しい生理機能 

第28回日本炎症・再生医学会シンポジウム「NF-kB研究の生物学と創薬」 

2007. 8.2-8.3,  東京 

 

中西憲司 

IL-18中和による感染増悪型アレルギー性炎症の制御 

第28回日本炎症・再生医学会シンポジウム「NF-kB研究の生物学と創薬」 

2007. 8.2-8.3,  東京 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエにおける病原体認識と排除機構 

日本比較免疫学会第19 回学術集会 

2007. 8.22,  浜松 

 

樗木俊聡 

形質細胞様樹状細胞の生産するIFN-aによる新規免疫制御機構 

第18回日本樹状細胞研究会 

2007. 8.23-8.24, 淡路 
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谷口孝喜 

ウイルス性胃腸炎の基礎と臨床 

第46回青函小児科懇話会   

2007. 8.25,  青森 

 

樗木俊聡 

IgA生産調節メカニズムの新知見 

歯科基礎医学会シンポジウム 

2007. 8.30,  札幌 

 

中西憲司 

IL-18を標的とした炎症の制御 

第8回日本分子脳神経外科学会 

2007. 8.31-9. 1,   兵庫. 

 

改正恒康  

核酸成分に対する樹状細胞応答と自己免疫疾患 

第4回神戸膠原病研究会 

2007. 9.21,  神戸 

 

堀井俊宏      

SEマラリアワクチンの開発      

シンポジウム「微生物を知る」      

2007. 9.25,  東京 

 

谷口孝喜 

赤ちゃんから大人までの下痢を起こすウイルスのお話 

「続 感染症から私たちの身を守る」 

第2回大阪大学バンコク公開講座 

 

2007.10. 7,  バンコク 

 

堀井俊宏      

マラリア原虫のアキレス腱ともいうべきSERA抗原を標的としたSE36マラリアワクチンの臨床開発 

第22回日本国際保健医療学会      

2007.10. 8,  大阪 

 

改正恒康 

IκB Kinase-α as a Critical Regulator for Dendritic Cell Function.  

第20回内藤カンファレンス “ Innate Immunity in medicine and Biology [III]”  

2007.10. 9-10.12,  神奈川 

 

黒木由夫 

Pulmonary collectins in innate immunity of the lung. 

第20回内藤カンファレンス “ Innate Immunity in medicine and Biology [III]” 

2007.10. 9-10.12,  神奈川 
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中西憲司 

Induction of Th2/IgE-independent allergic inflammation by IL-18. 

第20回内藤カンファレンス “ Innate Immunity in medicine and Biology [III]”. 

2007.10. 9-10.12,  神奈川 

 

樗木俊聡 

樹状細胞による粘膜免疫調節機構 

第3回東北内分泌研究会総会（第15回日本内分泌学会東北地方会） 

2007.10.13,  秋田 

 

川端重忠 

口の微生物と全身疾患 

第5回大阪大学大学院歯学研究科COEオープンフォーラム「変貌する歯科医療」 

2007.10.13,  大阪 

 

脇田隆字 

Infection and replication of hepatitis C virus. 

アジア太平洋消化器病週間 Asian Pacific Digestive Week 2007サテライトシンポジウム2007.10.17,  

神戸 

 

中西憲司 

IL-18中和による感染増悪型気管支喘息の制御 

第35回日本臨床免疫学会総会 

2007.10.19-10.20,  大阪. 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエを用いた自然免疫研究 

日本薬学会関東支部第32回学術講演会 

2007.10.20,  東京 

 

善本知広, 中西憲司 

IL-18を標的としたTh1型アレルギー性炎症の治療的戦略 

第57回日本アレルギー学会秋季学術大会 

2007.11. 1-11. 3,  横浜. 

 

西野邦彦 

細菌多剤耐性化と病原性発現における薬剤排出ポンプの役割に関する研究— 多剤耐性化と病原性を

軽減させる新薬ターゲットの解析—  

日本抗生物質学術協議会 

2007.11. 8,  東京 

 

小安重夫． 

感染防御免疫における樹状細胞の機能 

第20回日本外科感染症学会総会 

 

2007.11. 9,  東京 
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柳 雄介 

麻疹ウイルス感染―受容体の構造解析と動物モデルに基づく新しい理解 

第77回日本感染症学会西日本地方会学術集会 

2007.11.15,  佐賀 

 

綾部時芳 

自然免疫とクローン病 

札幌IBDミニカンファレンス 特別講演 

2007.11.16,  札幌市 

 

岩倉洋一郎 

The roles of C-type lectins in the host defense against infection and homeostasis of the immune 

system. 

第37回日本免疫学会総会・学術集会シンポジウム「Innate immune response and diseases」 

2007.11.20,  東京 

 

田邉和裄 

ゲノム多様性が語るマラリア病原体の寄生戦略 

日本動物学会近畿支部公開講演会 

2007.11.24,  奈良 

 

足立昭夫 

HIV-1の種特異的増殖 

第21回日本エイズ学会シンポジウム「HIV増殖とその制御」 

2007.11.28-11.30,  広島 

 

高折晃史 

APOBEC3G/VifによるHIV-1の複製制御 

第21回日本エイズ学会学術集会 

2007.11.28-11.30,  広島 

 

高折晃史 

抗HIV-1宿主因子APOBEC3GとHIV-1 Vif 

第21回日本エイズ学会学術集会 

2007.11.28-11.30,  広島 

 

増田貴夫 

インテグラーゼと相互作用する宿主因子とHIV複製制御 

第21回日本エイズ学会シンポジウム「HIV増殖とその制御」 

2007.11.28-11.30,  広島 

 

倉田祥一朗 

自然免疫による病原細菌の認識と排除 

第11回東北大学学際ライフサイエンスシンポジウム 

2007.11.29,  仙台 
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野田岳志 

インフルエンザウイルスのゲノムパッケージング機構を視る 

第83回RICEセミナー 

2007.11.30,  大阪 

 

倉田祥一朗 

自然免疫による病原細菌の認識と排除機構 

日本薬学会北海道支部会 

2007.12. 1,  札幌 

 

改正恒康. 

核酸系免疫アジュバントによる樹状細胞サブセット活性化の分子機構と病理学的意義. 

第78回東京医大・東京薬科大・免疫アレルギー研究会 

2007.12. 3,  東京 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫における病原細菌の認識と排除 

薬学会東北支部会第29 回セミナー 

2007.12. 7,  仙台 

 

石戸 聡 

主要組織適合抗原の新たな制御分子群 

第30回日本分子生物学会年会・第80回日本生化学会大会 合同大会 

2007.12.11-12.15,  横浜 

 

岩倉洋一郎 

Roles of C-type lectins in immune responses 

第30回日本分子生物学会年会・第80回日本生化学会大会 合同大会 

2007.12.11-12.15,  横浜 

 

倉永英里奈、三浦正幸 

Regulatory mechanisms of caspase in its physiological function. 

第30回日本分子生物学会年会・第80回日本生化学会大会 合同大会 

2007.12.11-12.15,  横浜 

 

西 英一郎 

 

細胞外ドメインシェディング誘導の分子機構 

第30回日本分子生物学会年会・第80回日本生化学会大会 合同大会 

2007.12.11-12.15,  横浜 

 

西野邦彦 

細菌薬剤耐性化と病原性発現における薬剤排出トランスポーターの役割 

第30回日本分子生物学会年会・第80回日本生化学会大会 合同大会 

2007.12.11-12.15,  横浜 
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俣野哲朗 

予防エイズワクチン開発：HIV感染拡大阻止への期待 

ワクチン開発の研究・評価に関するフォーラム：日本発のワクチン開発をめざしてII 

2008. 1.21,  東京 

 

光山正雄 

細胞内寄生性細菌の細胞内生存戦略と感染宿主の免疫応答 

第42回大分感染症研究会 

2008. 2. 7,  大分 

 

野田岳志 

インフルエンザウイルスの解剖学 

第6回日本生化学会関東支部教育シンポジウム 

2008. 2. 9,  東京 

 

野田岳志 

インフルエンザウイルスのゲノムパッケージング機構 

第32回日本電子顕微鏡学会関東支部会 

2008. 3. 8,  東京 

 

長谷耕ニ 

粘膜免疫系のポータルサイト・M細胞を介した免疫監視機構 

第17回東京免疫フォーラム 

2008. 3.11,  Tokyo, Japan 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫におけるペプチドグリカンの識別とオートファジーの誘導 

第81回日本細菌学会総会 

2008. 3.24-3.26,  京都 

 

小池 智 

ポリオウイルスの感染組織特異性 

第81回日本細菌学会総会 

2008. 3.24-3.26,  京都 

 

西野邦彦 

サルモネラ菌薬剤排出ポンプの生理機能— 多剤耐性および病原性発現における役割について—  

第81回日本細菌学会総会 

2008. 3.24-3.26,  京都 

 

柳 雄介 

構造から見た麻疹ウイルスと受容体の相互作用 

第81回日本細菌学会総会 

2008. 3.24-3.26,  京都 
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度会雅久 

ブルセラ症の発症機序および診断法に関する研究 

第145回日本獣医学会学術集会 

2008. 3.29,  相模原 

 

 

 

平成20年度 （平成20年4月－平成21年3月） （2008, Apr. –  2009, Mar.） 

 

小安重夫 

樹状細胞による免疫制御 

第20回日本神経免疫学会学術集会 

2008. 4.17,  東京 

  

野本明男 

ウイルスの病原性発現機構 

第82回 日本感染症学会総会 

2008. 4.17-4.18,  島根 

 

西野邦彦 

排出機構 — 多剤耐性化と病原因子のキー・プレイヤー—  

第82回日本感染症学会総会 

2008. 4.17-4.18,  島根 

 

岩倉洋一郎 

リウマチ性疾患におけるC型レクチンの役割 

第52回日本リウマチ学会 

2008. 4.20-4.23,  札幌 

 

改正恒康 

自己免疫疾患における核酸系免疫アジュバント刺激樹状細胞の意義 

第52回日本リウマチ学会 

2008. 4.20-4.23,  札幌 

 

岩倉洋一郎 

IL-1、及びその下流遺伝子の生体の恒常性維持における役割  

東京医科歯科大大学院セミナー 

2008. 5. 9,  東京 

 

岩倉洋一郎 

サイトカインネットワークと生体の恒常性 

平成20年度神奈川科学アカデミー「基礎から学ぶ分子細胞生物学コース」 

2008. 5.26,  東京 

 

田邉和裄 

遺伝的多様性が語るマラリア原虫の歴史と寄生適応 

琉球大学分子生命研究センターシンポジウム 

2008. 6. 6,  沖縄 
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西野邦彦.  

Roles of multidrug efflux pumps in Escherichia coli and Salmonella.  

第12回腸内細菌学会 

2008. 6.12,  東京  

 

東 秀明、畠山昌則 

ヘリコバクターピロリと癌 

第48回日本リンパ網内系学会総会（微生物感染と血液腫瘍発生 シンポジウム） 

2008. 6.13,  札幌 

 

谷口孝喜 

ロタウイルス抗原血症とウイルス血症 「Common Diseaseの最新知見」 

第49回日本臨床ウイルス学会 

2008. 6.15,  犬山 

 

西 英一郎 

A metalloendopeptidase nardilysin, activator for ectodomain shedding, is an essential 

regulator for growth and energy metabolism. 

第60回日本細胞生物学会 

2008. 6.29,  横浜 

 

米原 伸 

Death Receptor Fasと自己免疫疾患・炎症 

第29回日本炎症・再生医学会 

2008. 7. 9,  東京 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫におけるペプチドグリカンの認識とオートファジー誘導 

第73回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会・第19回日本生体防御学会・ 第45回補体

シンポジウム 合同大会 

2008. 7.10-7.12,  札幌 

 

黒木由夫 

肺コレクチンによる炎症制御と抗菌作用 

第73回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会・第19回日本生体防御学会・ 第45回補体

シンポジウム 合同大会 

2008. 7.10-7.12,  札幌 

 

 

藤田尚志  

Discrimination of Self and Non-self RNA and Interferon. 

第73回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会・第19回日本生体防御学会・ 第45回補体

シンポジウム 合同大会 

2008. 7.10-7.12,  札幌 
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松本美佐子 

TLR3-TICAM-1によるdsRNA認識とシグナル伝達/ Ligand recognition and signal transduction by 

TLR3-TICAM-1. 

第73回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会・第19回日本生体防御学会・ 第45回補体

シンポジウム 合同大会 

2008. 7.10-7.12,  札幌 

 

光山正雄 

細胞内寄生性細菌リステリアの病原因子と宿主免疫応答 

日本乳酸菌学会2008年度年次大会 

2008. 7.14,  京都 

 

関水和久 

医薬品評価実験動物としてのカイコの新しい利用方法 

昆虫共生菌ゲノムプロジェクト研究連絡会 

2008. 7.15,  つくば 

 

岩倉洋一郎 

自己免疫性関節炎の発症機構 

免疫アレルギー研究会 

2008. 7.16,  東京 

 

俣野哲朗 

エイズ 

第134回日本医学会シンポジウム「感染症をめぐる最近の話題」 

2008. 7.17,  東京 

 

脇田隆字 

C型肝炎ウイルス研究の進展：ウイルス増殖からワクチン開発へ 

第134回日本医学会シンポジウム「感染症をめぐる最近の話題」 

2008. 7.17,  東京 

 

押海裕之、松尾 綾、松本美佐子、瀬谷 司 

二重鎖RNAを認識するTLR22から観た脊椎動物のウイルス認識の多様性 

日本ウイルス学会北海道支部第42回夏季シンポジウム 

2008. 7.26-7.27,  ニセコ町 

 

海老原敬、松本美佐子、脇田隆字、瀬谷 司 

HCV感染アポトーシス細胞を介した抗HCV樹状細胞応答 

日本ウイルス学会北海道支部第42回夏季シンポジウム 

2008. 7.26-7.27,  ニセコ町 

 

俣野哲朗 

HIV/SIV複製に対する適応免疫反応の影響 

第5回ウイルス学キャンプ 

2008. 7.30,  湯河原 
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岩倉洋一郎 

疾患モデルを用いた関節リウマチ発症機構の解析 

第32回阿蘇シンポジウム 

2008. 8. 1-8. 2,  熊本 

 

樗木俊聡 

粘膜免疫系を支配するガス 

第32回阿蘇シンポジウム 

2008. 8. 1-8. 2,  熊本 

 

西 英一郎 

細胞外ドメインシェディングの制御におけるナルディライジンの役割 

第13回 病態と治療におけるプロテアーゼとインヒビター学会 

2008. 8.23,  大阪 

 

岩倉洋一郎  

サイトカインによる免疫・アレルギー疾患の制御 

日本化学工業会LRI研究報告会 

2008. 8.29,  東京 

 

関水和久 

カイコを用いたヒトの病原性細菌の病原性の評価、並びに、治療効果のある抗生物質の探索 

第8回昆虫病理研究会シンポジウム/第14回BT研究会 

2008. 9.7-9.13,  山梨

 

 

 

岩倉洋一郎 

関節炎における自然免疫とサイトカインの役割 

第3回「核酸・核蛋白機能性研究会」 

2008. 9.12,  北海道 

 

鈴木健之 

ウイルス感染マウスを用いた新しいがん分子標的の探索 

The 22nd Meeting of the Society for the study of Mammalian Genetics 

2008. 9.12,  東京 

 

俣野哲朗 

Impact of vaccine-induced Gag-specific CTL responses on SIV control. 

第9回熊本エイズセミナー 

2008. 9.19,  熊本 

 

脇田隆字 

C型肝炎ウイルス研究の最先端 

第12回日本肝臓学会大会 

2008.10. 1,  東京 
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木元 久 

QCMによる分子間相互作用の測定 ～バイオから材料まで～ 

第2回QCM研究会セミナー 

2008.10. 3,  東京 

 

改正恒康  

核酸系免疫アジュバントによる樹状細胞活性化とアレルギー制御 

第11回 Forum on Allergy in Nagoya 

2008.10.18,  名古屋 

 

金 惠淑 

マラリア新規治療薬開発の基盤研究 

第49回日本熱帯医学会大会、第23回日本国際保健医療学会学術大会合同大会 

2008.10.25,  東京 

 

倉田祥一朗 

昆虫による病原微生物の認識 

第49回日本熱帯医学会大会、第23回日本国際保健医療学会学術大会合同大会 

2008.10.25,  東京 

 

足立昭夫 

アクセサリー蛋白質と抗ウイルス細胞因子 

第56回日本ウイルス学会学術集会 

2008.10.27,  岡山 

 

改正恒康 

核酸系免疫アジュバントに対する樹状細胞応答機構 (Dendritic cell responses against nucleic 

acid adjuvants)  

第3回生態適応セミナー（第5回細胞認識応答学セミナー 

2008.10.29,  仙台 

 

黒木由夫 

肺サーファクタントによる自然免疫生体防御 

第53回 日本未熟児新生児学会 

2008.10.31,  札幌 

 

岩倉洋一郎 

関節リウマチモデル動物における分子発現異常とその制御 

東京医科歯科大学大学院セミナー「炎症と骨免疫— 歯周病、関節リウマチを中心に」 

2008.11.10,  東京 

 

谷口孝喜  

ロタウイルスワクチン－過去から現在、そして未来へ「これからの予防接種はどうなるか」  

第40 回日本小児感染症学会 

 

2008.11.16,  名古屋 
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長谷耕ニ 

腸管特殊上皮Ｍ細胞による抗原トランスサイトーシスの分子機構 

第13回日本食物繊維学会学術集会 

2008.11.21-11.22,  東京 

 

高折晃史 

APOBEC3G/VifによるHIV-1複製制御 

第22回日本エイズ学会学術集会 

2008.11.26-11.28,  大阪 

 

野間口雅子 

HIV-1の病原性：細胞から個体へ 

第22回日本エイズ学会学術集会 

2008.11.26-11.28,  大阪 

 

中西憲司, 善本知広 

IL-1ファミリーサイトカインと自然型アトピー性炎症 

第58回日本アレルギー学会秋季学術大会 

2008.11.27-11.29,   東京 

 

中西憲司  

アレルギー疾患の複数病因論とTh2 細胞の誘導機序の多彩さ 

第58回日本アレルギー学会秋季学術大会(特別講演) 

2008.11.27-11.29,   東京 

 

善本知広, 中西憲司 

T細胞の異常とアレルギー IL-18によるSuper Th1細胞の誘導とIL-33によるTh2細胞増強作用 

第58回日本アレルギー学会秋季学術大会（特別シンポジウム） 

2008.11.27-11.29,   東京 

 

善本知広, 中西憲司 

気道炎症疾患と自然免疫 IL-18／IL-33による自然型気管支喘息の誘導 

第58回日本アレルギー学会秋季学術大会 

2008.11.27-11.29,   東京 

 

石川雅之 

トバモウイルスの宿主攻略戦略 

植物科学シンポジウム 

 

2008.12. 1,  東京 

 

岩倉洋一郎 

疾患モデル：過去・現在・未来 

関西実験動物研究会第100回記念シンポジウム 

2008.12. 5,  京都 
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樗木俊聡 

腸管粘膜組織におけるIgA生産調節機構 

第31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化学学会大会 合同大会 

2008.12. 9-12.12,  神戸 

 

倉田祥一朗 

感染症モデルとしてのショウジョウバエリソースの利用 

第31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化学学会大会 合同大会 

2008.12. 9-12.12,  神戸 

 

倉田祥一朗 

Autophagic control of Listeria through intracellular innate immune recognition in Drosophila. 

第31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化学学会大会 合同大会 

2008.12. 9-12.12,  神戸 

 

小安重夫 

Host immune response against Helicobacter pylori infection. 

第31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化学学会大会 合同大会 

2008.12. 9-12.12,  神戸 

 

西野邦彦、山口明人 

Regulatory network of multidrug transporters reveals their physiological role in Salmonella 

virulence.  

第31回日本分子生物学会年会・第81回日本生化学学会大会 合同大会 

2008.12. 9-12.12,  神戸 

 

岩倉洋一郎 

自己免疫、アレルギー応答におけるサイトカインの役割 

第12回九州基礎皮膚科研究会 

2008.12.13,  福岡 

 

中西憲司 

術後の腸管癒着も免疫学的機序を基盤に形成される 

「免疫難病・感染症等の先進医療技術」第５回（最終）公開シンポジウム 

2008.12.15,   東京 

 

野田岳志 

インフルエンザウイルスのゲノムパッケージング機構の解析 

第8回生体構造解析分科会研究検討会  

2009. 1. 8,  大分 

 

俣野哲朗 

エイズワクチン開発の国際共同研究センダイ・ベクタープロジェクト始まる 

千里ライフサイエンスセミナー：免疫・感染症シリーズ第２回「新興・再興感染症のトピックス」 

2009. 1.30, 吹田 
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瀬谷 司 

健康食品（ヤクルトと北海道新聞） 

2009. 1.31,  小樽 

 

俣野哲朗 

CTLのエイズウイルス複製抑制効果：サルエイズモデルにおける解析 

京都大学ウイルス研究所シンポジウム「霊長類を用いた生命科学研究」 

2009. 2.18,  京都 

 

石川雅之 

トマトモザイクウイルス抵抗性遺伝子Tm-1の解析 

植物ストレス科学研究ネットワーク発足シンポジウム『ストレスと戦う植物の戦略と次世代作物の

作出』 

2009. 2.23-2.24,  倉敷 

 

樗木俊聡 

Regulation of mucosal IgA production by dendritec cell.    

第8 回日本再生医療学会総会シンポジウム Stem Cell Niche 

2009. 3. 5-3. 6,  東京 

 

梁 明秀 

宿主因子とHIVの相互作用研究 

第9回プロテオーム医療創薬研究会 

2009. 3. 6,  神奈川 

 

岩倉洋一郎 

細菌感染防御におけるIL-17A、およびIL-17Fの役割 

第82回日本細菌学会総会 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエを用いた感染実験 

第82回日本細菌学会総会 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 

 

倉田祥一朗 

Autophagic control of Listeria through intracellular innate immune recognition in Drosophila. 

第82回日本細菌学会総会 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 

 

永井宏樹  

レジオネラDot/Icm IV型分泌系により輸送されるエフェクターの 

 

時間的制御  

第82回日本細菌学会総会 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 
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東 秀明 

Helicobacter pylori CagA protein and gastric cancer. 

第82回日本細菌学会総会 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 

 

光山正雄 

細胞内寄生性リステリア病原因子による宿主免疫応答の誘導機構ー生菌免疫の作用機序へのアプロ

ーチー 

第82回日本細菌学会総会 （浅川賞受賞講演） 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 

 

山本友子 

サルモネラ病原因子の発現と感染機構 

第82回日本細菌学会総会 （浅川賞受賞講演） 

2009. 3.12-3.14,  名古屋 

 

樗木俊聡 

Mechanisms of IgA production in the mucosa-associated lymphoid tissue. 

第3回JSI-RCAI免疫ワークショップ「粘膜免疫機構の制御と破綻―粘膜免疫における基礎と臨床の対

話―」 

2009. 3.14,  横浜 

 

野田岳志 

STEM-tomographyを用いたインフルエンザウイルスのゲノムパッケージング機構の解析 

第33回日本顕微鏡学会関東支部会 

2009. 3.17,  東京 

 

石川雅之 

トマトモザイクウイルス抵抗性遺伝子Tm-1の解析 

平成21年度日本植物病理学会、シンポジウム『植物免疫のゲノミクスとポストゲノミクス』 

 

2009. 3.26-3.28,  山形 

 

金 惠淑 

Antimalarial drug development research.  

第78回日本寄生虫学会大会 

2009. 3. 27-3.28,  東京 

 

 

平成21 年度 （平成21年4月－平成22年3月） （2009, Apr.–  2010, Mar.） 

 

飯田哲也 

次世代シーケンサの病原細菌解析への応用. シンポジウム網羅的遺伝子検索の感染症迅速診断への

応用 

第147回日本獣医学会学術集会 

2009. 4. 2-4. 4,  宇都宮 
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瀬谷 司 

パターン認識と樹状細胞のエフェクター誘導：多様性の分子機構 

第19回日本樹状細胞研究会 

2009. 4. 3,  淡路 

 

綾部時芳 

自然免疫における抗菌ペプチドの役割 

第9回鎌倉カンファレンス 特別講演 

2009. 4.11,  横浜 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫における病原細菌の認識と排除の分子機構 

日本生化学会東北支部・シンポジウム 

2009. 5. 9,  仙台 

 

甲斐知惠子 

ニパウイルス感染症 

第56回日本実験動物学会総会 

2009. 5.14,  大宮 

 

小柳義夫、佐藤 佳、伊藤 守 

ヒト血液幹細胞移植マウスのウイルス病原性解析への利用 

第56回日本実験動物学会総会 

2009. 5.14,  大宮 

 

瀬谷 司、押海裕之、松尾 綾、松本美佐子 

硬骨魚類の微生物認識・応答系を導入した感染抵抗性マウスモデル 

第56回日本実験動物学会総会 

2009. 5.14,  大宮 

 

梁 明秀 

HIV-1 Gagタンパク質の細胞内ダイナミクス関連因子の同定とその制御機構の解明 

第9回日本蛋白質科学会年会 

2009. 5.20-5.22,  熊本 

 

瀬谷 司 

C型肝炎ウイルス RNA の誘起する樹状細胞応答と細胞性免疫の活性化 

Immune Regulation: Present and Future 

2009. 5.25-5.27,  大阪 

 

長谷耕ニ 

粘膜免疫系の最前線におけるM細胞依存的抗原取り込み機構の解明 

日本食品免疫学会シンポジウム 

2009．5.27,  東京 
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俣野哲朗 

エイズワクチン開発：HIV感染防御に何が必要か？ 

第36回東京大学医科学研究所創立記念シンポジウム「感染防御の最前線」 

2009. 5.29,  東京 

 

改正恒康 

自然免疫による疾患制御：核酸系免疫アジュバントによる樹状細胞活性化機構  

第21回日本アレルギー学会春季臨床大会  

2009. 6.4-6. 6,  岐阜 

 

中西憲司  

アレルギー増悪機構の基礎からの解析 

第21回日本アレルギー学会春季臨床大会  

2009. 6.4-6. 6,  岐阜 

 

善本知広, 中西憲司  

スーパーTh1細胞とアレルギー 

第21回日本アレルギー学会春季臨床大会  

2009. 6.4-6. 6,  岐阜 

 

関水和久 

カイコを用いた抗菌薬評価系の構築 

第57回日本化学療法学会総会 

2009. 6. 4,  東京 

 

関水和久 

カイコをモデル動物とした試験方法 

日本動物実験代替法学会2009年技術講習会 

2009. 6. 4,  神戸 

 

西野邦彦 

新たな創薬ターゲットとしての薬剤排出ポンプ 

第57回日本化学療法学会総会 

2009. 6. 4,  東京 

 

瀬谷 司 

Microbial pattern molecules induce multifarious maturation modes of myeloid dendritic cells. 

第36回日本マイコプラズマ学会学術総会 

2009. 6.4-6.5,  札幌 

 

植松 智 

自然免疫と消化管 

第23回大阪小児栄養消化器病懇話会 

 

2009. 6. 6,  大阪 
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永宗喜三郎  

Toxoplasma gondii as a plant: plant hormone and calcium signaling. 

帯広畜産大学第9回AGHセミナーコンソーシアム（JICAセミナー） 

2009. 6.11,  帯広 

 

梁 明秀 

The peptidyl-prolyl isomerase Pin1: A novel post-phosphorylation modifier indevelopment and 

diseases.  

先端融合領域イノベーション創出拠点の形成翻訳後修飾プロテオミクス医療研究拠点の形成  

第１回公開シンポジウム「分析技術の発達により見えてきた蛋白質の翻訳後修飾とその異常」 

2009. 6.19,  神奈川 

 

飯田哲也 

次世代シーケンサを用いた微生物・感染症解析 

日本微生物資源学会第１６回大会 

2009. 6.24-6.26,  大阪 

 

小林隆志   

RNAウイルス応答シグナルにおけるTRAF6および関連分子の役割   

第74回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会   

2009. 6.26,  京都 

 

善本知広, 藤元治朗, 中西憲司  

IFN-γ is a therapeutic target molecule for prevention of postoperative adhesion formation. 

第74回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会   

2009. 6.26,  京都 

 

小安重夫 

樹状細胞からのサイトカイン発現調節を介した免疫制御 

第44回日本小児腎臓病学会学術集会 

2009. 6.27,  東京 

 

永宗喜三郎  

The effect of GPI-deficient mutation to the Toxoplasma gondii infection. 

筑波大学「次代を担う若手大学人育成イニシアティブ」若手フェスティバル 

2009. 7. 2,  つくば 

 

永田恭介 

インフルエンザウイルスゲノム複製におけるウイルス因子と宿主因子の分子基盤 

第23回インフルエンザウイルス研究者交流の会シンポジウム 

2009. 7. 3-7. 5,  東京 

 

永田恭介 

インフルエンザウイルスRNAレプリコン 

第1回RNAと生体機能セミナー 

2009. 7.15,  

 

東京 
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甲斐知惠子 

新興・再興ウイルス感染症  

第57回天竜峡夏期大学 招待講演 

2009. 7.25,  飯田 

 

梁 明秀 

ペプチジルプロリルイソメラーゼPin1:疾患や分化を司る新しいリン酸化後修飾因子 

日本ヒトプロテオーム機構(JHUPO)第7回大会 

2009. 7.27-7.28,  東京 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫における病原細菌の認識と排除の分子機構 

日本比較免疫学会学会賞「古田賞」受賞講演 

2009. 8. 4,  藤沢 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫における病原細菌の認識と排除 

第46回補体シンポジウム特別講演 

2009. 8.22,  福岡 

 

永宗喜三郎  

トキソプラズマ原虫の産生する低分子量生理活性物質とカルシウムシグナリング 

第56回トキシンシンポジウム 

2009. 8.27,  岐阜 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫におけるペプチドグリカンの認識とオートファジー誘導 

第11回日本進化学会大会 

2009. 9. 2-9. 4,  札幌 

 

東 秀明 

ヘリコバクターピロリ病原因子CagAの分子構造と生物活性 

第11回進化学会大会 

第11回日本進化学会大会 

2009. 9. 2-9. 4,  札幌 

 

古田信道、天野敦雄 

Group A Streptococcus排除機構におけるSNARE complexの役割 

第51回歯科基礎医学会学術大会 

2009. 9. 9,  新潟 

 

関水和久 

ヒト病態モデルとしてのカイコ研究の現状と展望 

農業生物資源研究所公開シンポジウム「カイコ産業の未来～新産業を創出する遺伝子組換えカイコ

～」 

2009. 9.10,  群馬 
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植松 智 

臨床医が知っておきたい自然免疫の知識－基本から最近の知見までー 

第149回大阪小児科医会学術集会

 

 

2009. 9.12,  大阪 

 

吉田裕樹 

IL-27による免疫制御:Th1分化誘導と炎症抑制の分子機構 

第10回運動器科学研究会 

2009. 9.18-9.19,  東京 

 

嘉糠洋陸 

ベクターバイオロジー：モデル生物による新展開 

平成21年度国立大学附置研究所・センター長会議 第2部会シンポジウム 

2009. 9.19,  帯広 

 

改正恒康   

形質細胞様樹状細胞のワクチン開発における意義  

第13回日本ワクチン学会 

2009. 9.26,  札幌 

 

小柳義夫 

Virological and biochemical analysis of HIV-1 release inhibitor BST-2. 

第10回熊本エイズセミナー 

2009. 9.29,  阿蘇 

 

阿部章夫 

Bacterial secretion systems as potential targets for drug development. 

日本放線菌学会学術講演会 

2009.10. 9,  東京 

 

吉森 保 

細胞内自己分解システム・オートファジーの分子機構と生理機能  

大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻・理学部生物学科「生物学教室６０周年記念シンポジウム」  

2009.10.10,  大阪 

 

石戸 聡 

主要組織適合抗原を制御するユビキチンリガーゼファミリー 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 

 

嘉糠洋陸 

トレランス機構による感染抵抗戦略 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 
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川端重忠 

肺炎球菌表層タンパク質PfbAの機能解析 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 

 

北 潔 

低酸素適応におけるミトコンドリアの役割 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 

 

倉田祥一朗 

ショウジョウバエ自然免疫におけるペプチドグリカンの認識とオートファジー誘導 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 

 

髙岡晃教, 早川清雄 

SCI2 を介した自然免疫応答制御 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 

 

平川泰久、永宗喜三郎、石田健一郎  

二次共生色素体へのタンパク質輸送機構 

第82回日本生化学会大会 

2009.10.21-10.24,  神戸 

 

小柳義夫      

HIV-1放出抑制分子BST-2の解明 

第50回日本熱帯医学会大会シンポジウム 

2009.10.23,  沖縄 

 

小池 智 

ポリオウイルス感染モデルマウスの研究 

第57回日本ウイルス学会学術集会 シンポジウム 

2009.10.25,  東京 

 

相川知宏, 野澤孝志, 丸山史人, 津本浩平, 浜田茂幸, 中川一路 

A群連鎖球菌感染による上皮細胞の細胞死誘導機構の解析 

若手コロセウム 

2009.10.28,  宮崎 

 

野澤孝志, 相川知宏, 渡辺孝康, 丸山史人, 津本浩平, 中川一路 

Rab タンパク質によるA群レンサ球菌感染誘導によるオートファジー制御機構 

若手コロセウム 

2009.10.28,  宮崎 
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小安重夫 

自然免疫反応でTh2サイトカインを発現する新しいリンパ球 

第59回日本アレルギー学会秋季学術大会 

2009.10.29,  秋田 

 

古田信道、天野敦雄 

オートファジーの細胞内細菌排除機構におけるSNAREの役割 

The 1st Conference on Intracellular Logistics 

2009.11.11,  沖縄 

 

改正恒康  

核酸成分による樹状細胞からのI型インターフェロン産生機構とその病理的意義  

第37回日本臨床免疫学会  

2009.11.13,  東京 

 

小安重夫 

樹状細胞と自然免疫から免疫病を考える− サイトカイン発現調節を介した免疫制御を目指して−  

第37回日本臨床免疫学会  

2009.11.13,  東京 

 

関水和久 

カイコを用いた病態モデルの開発 

医学・創薬研究を支えるヒトと昆虫の生物資源 

2009.11.16,  大阪 

 

永田恭介 

2009 SHIMAZU MALDI ユーザーズミーティング 基調講演 

2009.12. 1,  沖縄 

2009.11.20,  東京 

 

西野邦彦、松本佳巳、山口明人 

サルモネラ多剤排出トランスポーターの生理機能解明 

第57回日本化学療法学会西日本支部総会 

2009.11.28,  名古屋 

 

西野邦彦 

Virulence and drug resistance roles of bacterial multidrug efflux systems. 

第31回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム 

2009.11.30,  大阪 

 

吉森 保 

Autophagy as a Survival Strategy of Cells: Its Ingenious Regulation and Diverse Functions. 

第31回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム 

2009.11.30,  大阪 

 

鈴木敏彦 

ビブリオ属病原細菌の新しい炎症誘導機構 

第50回日本熱帯医学会大会 
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荒瀬 尚  

Regulation of herpesvirus infection by paired receptors.   

第39回日本免疫学会総会・学術集会  

2009.12. 2,  大阪 

 

山本雅裕 

A single polymorphic amino substitution on Toxoplasma gondii kinase ROP16 detemines the direct 

and strain-specific activation of 

 

Stat3.  

第39回日本免疫学会総会・学術集会  

2009.12. 2,  大阪 

 

倉田祥一朗 

自然免疫の仕組み利用で病態の原因を探る技術 

医療・ライフサイエンスの未来-新たな治療薬・診断薬への期待、再生医療への期待- 矢野経済研究

所セミナー 

2009.12. 2,  東京 

 

相川知宏, 野澤孝志, 丸山史人, 津本浩平, 浜田茂幸, 中川一路 

A群連鎖球菌感染による上皮細胞の細胞死誘導機構の解析 

第74回口腔病学会学術大会 

2009.12. 5, 東京 

 

綾部時芳 

抗菌ペプチドによる腸管粘膜免疫の制御 

第13回バイオ治療法研究会 特別講演 

2009.12. 5,  高松 

 

野澤孝志, 相川知宏, 渡辺孝康, 丸山史人, 津本浩平, 中川一路 

Rab タンパク質によるA群レンサ球菌感染誘導によるオートファジー制御機構 

第74回口腔病学会学術大会 

2009.12. 5, 東京 

 

関水和久 

カイコモデルDMにおける観察研究 

中頭病院講演会 

2009.12. 9,  沖縄 

 

堀井俊宏 

マラリア原虫のアキレス腱を標的とするSE36マラリアワクチンの臨床開発   

第5回霊長類医科学フォーラム「先端医科学研究の現状」 

2009.12.10,  つくば 

  

俣野哲朗 

エイズワクチン開発：霊長類動物モデルの重要性 

第5回霊長類医科学フォーラム「先端医科学研究の現状」 

2009.12.10,  つくば 
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嘉糠洋陸 

マラリア媒介蚊における腸内細菌と病原体のインターフェース 

第32回日本分子生物学会年会 

2009.12. 9-12.12,  横浜 

 

永宗喜三郎  

トキソプラズマの植物様ホルモンと宿主特異性 

第32回日本分子生物学会年会 

2009.12. 9-12.12,  横浜 

 

西川義文 

トキソプラズマ感染と哺乳動物細胞における脂質代謝の特殊性 

第32回日本分子生物学会年会 

2009.12. 9-12.12,  横浜 

 

早川清雄, 白鳥聡一, 大和弘明, 後藤翔平, 樫木芙美, 亀山武志, 髙岡晃教 

自然免疫におけるIFN 応答の新たな制御メカニズム 

第32回日本分子生物学会年会 

2009.12. 9-12.12,  横浜 

 

平井 誠 

Fertilization of malaria parasite is determined by GCS1, a definitive fertilization factor. 

第32回日本分子生物学会年会 

2009.12. 9-12.12,  横浜 

 

山本雅裕、Soldati-Favre, D.、竹田 潔 

 

トキソプラズマ原虫のキナーゼであるROP16上の多型的な１つのアミノ酸置換が株特異的かつ直接

的なStat3のリン酸化を決定する 

第32回日本分子生物学会年会 

2009.12. 9-12.12,  横浜 

 

高田礼人 

エボラウイルスとインフルエンザウイルスを追いかけて 

公開シンポジウム 感染症の国際疫学研究の最前線―日本をとりまく感染症の現状― 

2009.12.12,  藤沢 

 

改正恒康   

核酸に対する樹状細胞応答の制御機構  

新学術領域「自然炎症」第1回公開シンポジウム  

2010. 1.13,  東京 

 

荒瀬 尚  

ペア型レセプターを介したヘルペスウィルス感染制御機構   

日本食品免疫学会次世代シンポジウム  

2010. 1.18,  東京 
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関水和久 

カイコをモデル動物とした生活習慣病予防・治療薬の開発 

生物資源・創薬モデル動物研究事業合同班会議 

2010. 1.19,  東京 

 

脇田隆字 

HCVの複製と粒子形成 

平成21年度 遺伝子病制御研究所 研究集会 

2010. 1.18- 1.19,  北海道 

 

中西憲司 

IL-18,IL-33,好塩基球によるアレルギー性炎症の誘導と増悪機序  

第28回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 

2010. 2.18-2.19,  福井 

 

中西憲司 

IL-1ファミリーサイトカインと炎症 

第43回日本痛風・核酸代謝学会総会  

2010. 2.25-2.26,  大阪 

 

瀬谷 司 

がんを治す免疫療法：抗がん効果の査定系の確立 

バイオS国際セミナー 

2010. 3.5,  札幌 

 

丸山史人，大野雅幸，相川知広，桜井敦朗，野澤孝志，安孫子宜光，黒川顕，中川一路  

劇症型A群レンサ球菌のヒト細胞内生存に関わる新規因子の解析 

第4回日本ゲノム微生物学会 

2010. 3. 8,  福岡 

 

森  宏員, 丸山史人, 大野雅幸, 渡辺孝康, 相川知宏, 野澤孝志, 黒川顕, 津本浩平, 中 

川一路 

A群レンサ球菌プロファージによるCRISPR制御機構の解析 

第4回日本ゲノム微生物学会 

2010. 3. 8,  福岡 

 

永田恭介 

インフルエンザウイルスゲノム複製の構造基盤による疾病制御 

蛋白質立体構造解析NEDO特別講座 創薬シンポジウム 

2010. 3. 9,  東京 

 

吉森 保 

疾患に対抗するオートファジー：その分子機構、制御、生理機能 

Liver Forum in Kyoto第12回学術集会特別講演 

 

2010. 3.10,  京都 
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石橋和大，石川雅之 

トマトモザイクウイルス抵抗性遺伝子Tm-1とトバモウイルスの宿主域 

第51回日本植物生理学会年会シンポジウム 

2010. 3.18-3.21,  熊本 

 

相川知宏, 野澤孝志, 丸山史人, 中川一路 

NLRX1 promotes the GAS induced-autophagy in epithelial cells. 

第83回日本細菌学会総会 

2010. 3.27-3.29,  横浜 

 

綾部時芳 

Regulation of intestinal microbiota by Paneth cell alpha-defensins. 

第83回日本細菌学会総会 

2010. 3.27-3.29,  横浜 

 

高屋明子  

サルモネラ病原分子の分泌制御と機能  

第83回日本細菌学会総会 

2010. 3.27-3.29,  横浜 

 

野澤孝志, 相川知宏, 丸山史人, 中川一路 

A small GTPase, Rab23, is required for autophagic degradation of intracellular bacteria. 

第83回日本細菌学会総会 

2010. 3.27-3.29,  横浜 

 

古田信道、天野敦雄 

SNARE complex mediates fusion of antimicrobial and canonical autophagosomes with lysosomes. 

第83回日本細菌学会総会 

2010. 3.27-3.29,  横浜 

 

永田恭介 

分子機能構造に基づくインフルエンザウイルス制御法開発 

日本薬学会第130回年会 

2010. 3.28-3.30,  岡山 

 

坪井敬文 

マラリアワクチン研究の最前線-我が国発の技術による国際貢献 

厚生労働省主催、平成21 年度 地球規模保健課題推進研究事業シンポジウム 

2010. 3.30,  東京 

 

 

平成22年度 （平成22年4月－平成23年3月） （2010, Apr. –  2011, Mar.） 

 

松本壮吉 

抗酸菌感染症における感染制御の進歩 

第84回日本感染症学会総会 

 

2010. 4. 5-4. 6,  京都 
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長谷耕ニ 

生体フロントラインバリアの構築に果たす上皮特異的極性輸送因子AP-1Bの役割  

第14回IB D若手の会 

2010. 4.21 

 

改正恒康  

遺伝子改変マウスによる樹状細胞機能制御機構の解明  

第53回未来医療セミナー 

2010. 4.23,  大阪 

 

中西憲司  

好塩基球によるアレルギー性炎症の誘導と増悪  

第22回日本アレルギー学会春期臨床大会 

2010. 5. 8-5. 9,  京都 

 

永宗喜三郎  

The role of plant hormone cytokinins on Toxoplasma gondii. 

筑波大学「次代を担う若手大学人育成イニシアティブ」若手フェスティバル2010 

2010. 5.13,  つくば 

 

中西憲司  

好塩基球：新たな視点から見たアレルギー性炎症の誘導  

第37回日本アレルギー学会専門医教育セミナー 

2010. 5.15,  京都 

 

長谷耕二、大野博司 

M-Sec promotes intercellular logistics via membrane nanotube formation. 

第62回日本細胞生物学会大会 

2010. 5.19-5-21,  大阪 

 

藤永由佳子、菅原 庸、松村拓大、竹ヶ原夕紀 

Food-borne botulism and transepithelial transport of botulinum toxin. 

第62回日本細胞生物学会（シンポジウム）シンポジウム３ 病態の理解に向けた細胞内ロジスティク

ス研究 

2010. 5.19-5-21,  大阪 

 

山本雅裕、竹田 潔 

トキソプラズマ原虫リン酸化酵素ROP16 による宿主自然免疫系の制御について 

第62回日本細胞生物学会（シンポジウム）シンポジウム4 (S4)感染症と細胞生物学の 

インターフェース 

2010. 5.19-5-21,  大阪 

 

朝長啓造 

ボルナウイルス研究の挑戦と応用 

第25回ヘルペスウイルス研究会 

 

2010 5.27-5.28,  浜松 
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梁 明秀 

無細胞タンパク質合成系を用いたHIV/AIDS 研究の新たな展開 

第25回ヘルペスウイルス研究会 

2010 5.27-5.28,  浜松 

 

松本壮吉 

結核菌の長生きのメカニズム；休眠現象と潜在性結核 

第27回東海薬物治療研究会 

 

2010. 5.29,  名古屋 

  

西野邦彦 

多剤排出ポンプの多彩な機能 

第58回日本化学療法学会総会 

2010. 6. 4,  長崎 

 

西野邦彦 

細菌検査への微細加工技術の応用 

科学･技術フェスタin京都「平成22年度産学官連携推進会議」 

2010. 6. 5,  京都 

 

脇田隆字 

C型肝炎ウイルスの複製増殖および持続感染機構 

第23回肝臓フォーラム（東部） 

2010. 6. 5,  東京  

 

中西憲司  

Induction of innate and acquired type allergy by basophils.  

理研RCAI生体防御 セミナー  

2010. 6. 9,  東京 

 

野田健司 

PI3Pによるオートファジーの制御機構 

第10回日本蛋白質科学会年会 

2010. 6.16,  札幌 

 

俣野哲朗 

センダイウイルスベクターを用いたエイズワクチン開発 

第26回日本DDS学会 

2010. 6.17,  大阪 

 

脇田隆字 

C型肝炎ウイルスの複製増殖および持続感染機構の解析 

第9回ＫＭＵ研究推進セミナー、北陸がんプロ教育セミナー 

2010. 6.18,  金沢 
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坪井敬文 

マラリアワクチン研究の最前線 

第9 回四国免疫フォーラム 

2010. 6.19,  愛媛 

 

永田恭介 

第19回酵母合同シンポジウム「イノベーションを推進する酵母研究」 

酵母が流行性感冒に罹る？ 

2010. 6.24-6.25,  東京 

 

光山正雄 

細胞内寄生細菌リステリアの病原因子LLOによるサイトカイン誘導機構 

第16回日本ヘリコバクター学会学術集会 

2010. 6.24,  京都 

 

長谷耕ニ 

特殊上皮M細胞による粘膜表面の免疫監視機構 

第16回 日本ヘリコバクター学会学術集会 

2010. 6.24-6.25,  京都 

 

坪井敬文 

マラリアと人類：歴史は物語る 

第114回日本医学放射線学会中国・四国地方会 

2010. 6.26,  愛媛 

 

小安重夫 

樹状細胞の機能制御を介した免疫調節の可能性 

第14回日本適応医学会学術集会 

2010. 7. 2,  東京 

 

西城 忍 

C型レクチンによる真菌感染防御機構の解明 

第31回関東医真菌懇話会 

2010. 7. 3,  東京 

 

小林隆志   

リンパ球の機能制御と病態形成におけるサイトカインシグナル調節因子SOCS1の役割   

千葉大学G-COEセミナー   

2010. 7. 7,  千葉 

 

永田恭介 

Molecular bases of host factor-dependent influenza virus genome replication 

大阪大学医学部 緒方洪庵生誕200周年記念事業 グローバルCOEプログラム「オルガネラネットワ

ーク医学創成プログラム」 

 

2010. 7.12-7.13,  大阪 
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脇田隆字 

C型肝炎ウイルスの培養細胞でのウイルス複製と生体における持続感染機構 

京都大学ウイルス研究所 学術講演会 

2010. 7.15,  京都 

 

関水和久 

カイコを利用した医薬品開発 

(社)日本薬剤学会第35回製剤ｾﾐﾅｰ 

2010. 7.22,  静岡 

 

堀口安彦 

パスツレラ毒素の構造と機能 

第34回 阿蘇シンポジウム 

2010. 7.30,  熊本 

 

野田岳志 

ウイルス粒子形成機構の電子顕微鏡解析 

第34回 阿蘇シンポジウム 

2010. 7.30,  熊本 

  

石戸 聡 

ユビキチン修飾系による膜タンパク質の輸送制御 

特定領域研究「タンパク質分解」シンポジウム 

2010. 8.21,  東京 

 

飯田哲也 

腸炎ビブリオの病原性発現機構. 

第22 回微生物シンポジウム〜微生物科学の発展と感染症対策〜  

2010. 9. 3-9.4,  大阪 

 

松本壮吉 

 

結核菌の気道ヒアルロン酸を利用した感染と生体内増殖、 

第22 回微生物シンポジウム〜微生物科学の発展と感染症対策〜  

2010. 9. 3-9.4,  大阪 

 

野本明男 

ワクチンの新たな展開 

フォーラム2010：衛生薬学・環境トキシコロジー  

2010. 9. 9-9.10,  東京 

 

改正恒康   

核酸アジュバントによる樹状細胞活性化の分子メカニズム  

ワクチンフォーラム2010   

2010. 9.14,  東京 
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相川知宏, 野澤孝志, 丸山史人, 中川一路  

NLRX1 promotes the GAS induced-autophagy in epithelial cells. 

第52回歯科基礎医学会学術大会 

2010. 9.20-9.22,  東京 

 

小松澤 均 

黄色ブドウ球菌の抗菌剤感受性に関する研究 

第52回歯科基礎医学会学術大会 

2010. 9.20-9.22,  東京 

 

寺尾 豊，川端重忠 

病態観察とゲノム情報から展開するA群レンサ球菌の分子解析 

メインシンポジウム4「口腔と関連器官の感染症5W1H なぜ私はこの研究をしているのか」第52回歯

科基礎医学会学術大会 

2010. 9.20-9.22,  東京 

 

野澤孝志, 相川知宏, 丸山史人, 中川一路 

Rabタンパク質によるA群レンサ球菌感染誘導オートファジーの制御機構 

第52回歯科基礎医学会学術大会 

2010. 9.20-9.22,  東京 

 

竹内 薫 

麻疹ウイルスの病原性発現機構と弱毒化機構の解析 

動物衛生研究所 水曜会 

2010.10. 6,  筑波 

 

塩田達雄 

Retrovirus restriction factor TRIM5alpha. 

第11回熊本エイズセミナー・グローバルCOE合同国際シンポジウム 

2010.10. 6－10.7,  熊本 

 

俣野哲朗 

The effect of prophylactic vaccination on CTL dominancy post-SIV exposure in rhesus  

Macaques. 

第11回熊本エイズセミナー・グローバルCOE合同国際シンポジウム 

2010.10. 6-10.7,  熊本 

 

関水和久 

カイコ創薬のすすめ 

2010年度日本農芸化学会西日本支部若手シンポジウム 

 

2010.10.23,  福岡 

 

高田礼人 

人獣共通感染症---ウイルスはどうやって生きのびているのか--- 

長崎大学熱帯医学研究所市民公開尾特別講座 

2010.10.25,  長崎 
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谷口孝喜 

ロタウイルス研究の最近の話題 

第250回日本小児科学会東海地方会 

2010.10.31,  豊明 

 

石橋和大 , 石川雅之 

トバモウイルスの複製阻害因子と宿主域 

第58回日本ウイルス学会学術集会 

2010.11. 7-11. 9,  徳島 

 

高折晃史 

APOBEC3Gとレトロウイルスの種特異性 

第58回日本ウイルス学会学術集会 

2010.11. 7-11. 9,  徳島 

 

増田貴夫 

HIV-1ゲノム逆転写過程の新規制御機構 

 

第58回日本ウイルス学会学術集会 

2010.11. 7-11. 9,  徳島 

 

田邉和裄 

マラリア原虫の歴史と寄生適応 

第6 回霊長類医科学研究フォーラム 

2010.11.18,  つくば 

 

野田岳志 

エボラウイルスの粒子形成機構 

第6 回霊長類医科学研究フォーラム 

2010.11.18,  つくば 

 

高折晃史 

Restriction Factor「APOBEC3G」 

第24回日本エイズ学会学術集会 

2010.11.24-11.26,  東京 

 

俣野哲朗 

エイズワクチン開発：HIV感染症克服への挑戦 

第24回日本エイズ学会学術集会 

2010.11.24-11.26,  東京 

 

梁 明秀 

革新的技術を応用した次世代エイズ研究の展望  

第24回日本エイズ学会学術集会 

2010.11.24-11.26,  東京 
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改正恒康  

樹状細胞サブセット機能を制御する分子機構  

第60回日本アレルギー学会秋季学術大会（特別講演）  

2010.11.25,  東京 

 

善本知広, 中西憲司  

好塩基球は抗原提示細胞としてTh2細胞を誘導/増強する 

第60回日本アレルギー学会秋季学術大会 

2010.11.25,  東京 

 

俣野哲朗 

エイズワクチン開発：国際共同臨床試験プロジェクト 

第13回ヒューマンサイエンス総合研究ワークショップ 

2010.11.25,  東京 

 

光山正雄  

細胞内寄生性細菌の感染戦略と宿主の対応 

第42回日本小児感染症学会総会学術集会 

2010.11.27,  仙台 

 

野田岳志 

エボラウイルス研究の現状 

第51回 日本熱帯医学会大会 

2010.12. 4,  仙台 

 

阿部章夫 

ボルデテラ属細菌の自然免疫回避機構 

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 

 

岩永史郎 

Development of Plasmodium Artificial Chromosome 

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 

 

長谷耕二、高橋大輔、大野博司 

Essential Role of Membrane Trafficking Factor AP-1B in Gut Immune Homeostasis. 

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 

 

藤永由佳子、菅原 庸、松村拓大  

ボツリヌス毒素複合体成分とE-cadherinの結合による上皮細胞間バリア破壊と毒素の腸管吸収  

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 
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野田健司 

How is the Membrane Biogenesis Regulated in Autophagy? 

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 

 

吉森 保 

Mechanistic Insights into Membrane Dynamics in Autophagy. 

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 

 

Syed Bilal Ahmad Andrabi、田原美智留、青沼宏佳、遠山知子、田邊和裄、野崎智義、永宗喜三郎 

トキソプラズマが産生する植物ホルモン、サイトカイニンの原虫増殖に与える影響 

第33回日本分子生物学会年回・第83回日本生化学会大会 合同大会 

2010.12. 7－12. 9,  神戸 

 

小柳義夫, 佐藤 佳 

個体内における抗HIV-1因子APOBEC3 による遺伝子変異 

遺伝子病制御研究所研究集会「感染、炎症、発癌」 

2010.12.20,  札幌 

 

鈴木健之  

レトロウイルス感染マウスを用いたがん分子標的の探索 

北海道大学遺伝子病制御研究所共同研究集会 

2010.12.20,  札幌 

 

綾部時芳 

腸管粘膜免疫とPaneth細胞の抗菌ペプチド，αディフェンシン 

第44回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会 特別講演 

2011. 1.14,  札幌 

 

関水和久 

カイコ幼虫感染症モデルを用いた、バイオアッセイによる感染症治療薬シーズの開発 

彩都産学官連携シンポジウム 

2011. 1.27,  大阪 

 

永宗喜三郎  

トキソプラズマの生存戦略と進化 

帯広畜産大学 基礎獣医学研究部門セミナー 

2011. 1.28,  帯広 

 

植松 智 

消化管自然免疫からみた食物アレルギーの成立および耐性獲得 

第5回子どもの食育を考えるフォーラム 

 

2011. 1.29,  大阪 
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松本壮吉 

結核菌の長生きのメカニズムと潜在性結核 

第5回久留米日和見感染症研究会学術講演会 

2011. 2. 4,  久留米 

 

改正恒康  

核酸系免疫アジュバントに対する樹状細胞サブセットの応答機構  

第29回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会  

2011. 2.10,  大分 

 

小林隆志   

サイトカインシグナル制御分子SOCS1の生理的・病態学的役割   

第7回宮崎サイエンスキャンプ   

2011. 2.16,  宮崎 

 

吉森 保 

膜動態を介した細胞内大規模分解機構オートファジー 

第28回数理医学研究会講演 

2011. 3.11,  大阪 

 

西野邦彦 

多剤排出ポンプによる細菌機能制御 

日本薬学会第131年会 

2011. 3.29,  静岡 

 

 

平成23年度 （平成23年4月－平成24年3月） （2011, Apr. –  2012, Mar.） 

 

中西憲司   

新しいアレルギーの概念  

第28回日本医学会総会2011 

2011. 4. 8-4.10,  東京 

 

松本壮吉 

結核研究の最先端。潜在性結核の分子機構と結核制圧研究。 

第28回日本医学会総会2011 

2011. 4. 8-4.10,  東京 

 

濱野真二郎 

熱帯感染症の克服を目指して 

アフリカ学会 

2011. 5.21,  青森 

 

 

中西憲司 

Role of IL-1 family cytokines in allergic inflammation. 

第76回日本インターフェロン・サイトカイン学会 

2011. 5. 25- 5.27, 大阪 
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甲斐知惠子 

動物から来るウイルス感染症の脅威 

生物工学会懇話会シンポジウム 

2011. 5.27,  東京 

 

 

国際学会招待講演一覧 

 

平成18年度 （平成18年7月－平成19年3月）（2006, Jul. - 2007, Apr.） 

 

Matano, T. 

Control of viral replication by vaccine-induced CTL in macaque AIDS models.  

The 13th East Asia Symposium on Biomedical Research: From Genes to Therapeutics 

2006. 7.19,  Seoul, Korea 

 

Fujita, T. 

Triggering Antiviral Responses and host growth regulation by the Cytoplasmic RNA Helicase 

RIG-I.  

Innate Immunity in Cancer and Infectious Diseases, Sapporo Cancer Seminar  

2006. 7.21,  Sapporo, Japan 

 

Komoto, S., Sasaki, J. and Taniguchi, K. 

Reverse genetics for rotavirus. 

The 40th Joint Working Conference on Viral Diseases. The Japan-United States Cooperative 

Medical Science Program  

2006. 7.25,  Sendai, Japan 

 

Fujita, T.  

Triggering Antiviral Responses and host regulation by the Cytoplasmic RNA Helicase RIG-I.  

Cytokines 2006 

2006. 8.28,  Vienna, Austria 

 

Matano, T. 

Long-term CTL-based control of simian immunodeficiency virus replication in 

vaccinated rhesus macaques. 

The 6th Awaji International Forum on Infection and Immunity 

2006. 9. 7,  Awaji, Japan 

 

Sasakawa, C.  

Shigella infection of intestinal epithelium: a paradigm of invasive bacteria. 

The 6th Awaji International Forum on Infection and Immunity 

2006. 9. 7,  Awaji, Japan 

 

Iida, T. 

Pathogenic mechanism and life cycle of a marine bacterium Vibrio parahaemolyticus. The 

15th

 

 Korea Genome Organization Conference KOGO 2006 Annual Meeting  

2006. 9-21-9.22,  Seoul, Korea 
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Sasakawa, C.  

Shigella intracellular survival strategy. 

Interface of Cell Biology and Cellular Microbiology of European Science Foundation Meeting 

2006 

2006. 9.23-9.28,  San Felie de Guixols, Spain 

 

Sasakawa, C.  

Bacterial exploitation and subversion of host cell function. 

International Meeting of the Federation of Korean Microbiology Societies 

2006.10.19-10.20,  Seoul, Korea 

 

Fujita, T.  

Triggering antiviral responses and host regulation by the cytoplasmic RNA helicase RIG-I.  

Kyoto COE Colloquium, Immunology 

2006.11. 4, Kyoto, Japan 

 

Iida, T. 

Type III secretion systems of Vibrio parahaemolyticus.  

2006 International CVRDC-RIMD Joint Symposium 

2006.11. 9-11.10,  Gwangju, Korea 

 

Fujita, T.  

Sensors for replicating viruses and innate immunity.  

The 10th Meeting Hirosaki International Forum of Medical Science 

2006.11.21,  Hirosaki, Japan 

 

Matano, T. 

Multiple epitope-specific CTL responses in control of immunodeficiency virus replication. 

The 20th Annual Meeting of the Japanese Society for AIDS Research 

2006.12. 2,  Tokyo, Japan 

 

Fujita, T. 

Signal Transduction by Cytoplasmic Virus Receptors.  

Keystone Symposia: Jaks, Stats and Immunity  

2007. 1. 9,  Steamboat Springs, CO USA 

 

Iida, T. 

Pathogenic mechanism of Vibrio parahaemolyticus: an insight from genome analysis.  

The 1st Thailand-Japan Joint Forum on Infectious Diseases 

2007. 1.29-1.30,  Bangkok, Thailand   

 

Fujita, T. 

Triggering Antiviral responses and Cell Regulation by the Cytoplasmic RNA Helicase RIG-I.  

Keystone Symposia: Intracellular and Intercellular Signaling in Dendritic Cell Function  

2007. 2.26,  Keystone, CO USA 
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平成19年度 （平成19年4月－平成20年3月） （2007, Apr. –  2008, Mar.） 

 

Kaisho, T. 

Type I interferon induction mechanism in dendritic cells.  

RCAI-MPI Joint Workshop 

2007. 4-16-4.17,  Berlin, Germany 

 

Ayabe, T., R, Fukuya., Sakai, N., Maemoto, A., Tanabe, T., Ashida, T., Kono, T. and Kohgo, 

Y. 

Paneth cells and their alpha-defensins in innate immunity and in the pathology of Crohn's 

disease.  

Japan Society for Gastroenterology and American Gastroenterological Association Joint 

Symposium on IBD 

2007. 4.19,  Aomori, Japan 

 

Kim, HS. 

Current status of malaria control- New antimalrial drug development research.  

BK21医薬生命工学事業団 第1回国際セミナー 

2007. 5. -,  Gimhae, Korea, 

 

Ayabe, T., Fukaya, R. and Sakai, N. 

Paneth cell alpha-defensins, expression and bactericidal secretion. 

6th. Gordon Research Conference on Antimicrobial Peptides 

2007. 5. 2,  Barga, Italy 

 

Noda, T. and Kawaoka, Y. 

Assembly and incorporation of influenza A virus genome 

日本インドネシア合同シンポジウム 

2007. 5.13,  Yokohama, Japan 

 

Ito, A. 

Diagnosis of echinococcosis in humans.  

20th International Congress of Echinococcosis  

2007. 5.17,  Athens, Greece 

 

Iwakura, Y. 

The role of cytokines in the development of autoimmune arthritis. 

The 2nd East Asian Group of Rheumatology Meeting (EAGOR 2007) 

2007. 5.19,  Seoul, Korea 

 

Iwakura, Y. 

Rheumatoid arthritis models generated by using transgenic techniques. 

19th

 

 Federation of Asian and Oceanian Biochemists and Molecular Biologists (FAOBMB) 

2007. 5.27-5.30,  Seoul, Korea 
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Kim, SH.  

Current status of malaria control-New antimalrial drug development research-. 

International Seminar of Kyungubuk National University  

2007. 6. -,  Daegu, Korea,  

 

Mitsuyama, M.  

Interaction of intracellular parasitic bacteria and host defense system for the generation 

of Th1-dependent acquired immunity. 

COE International Symposium 2007 

2007. 6. 2, Kyoto, Japan 

 

Iwakura, Y. 

The role of cytokines in the development of autoimmune arthritis. 

The 4th International Leukocyte Signal Transduction Workshop: Clinical Implications of 

Signaling Pathways 

2007. 6. 3-6. 8,  Rhodes, Greece 

 

Fujita, T. 

Sensing viruses and antiviral response.  

Gordon Research Conferences: Viruses and Cells.  

2007. 6. 5,  Tilton School, Tilton NH USA 

 

Ito, A. 

Introduction to the symposium on cestode zoonoses in Asia and the Pacific. 

21st Pacific Scientific Congress  

2007. 6.14,  Okinawa, Japan 

 

Nakao, M. 

The contribution of mitochondrial genomics to the phylogeny and epidemiology of zoonotic 

tapeworms. 

21st Pacific Scientific Congress  

2007. 6.14,  Okinawa, Japan 

 

Jang, MH. 

Trafficking and function of intestinal lamina propria dendritic cells. 

International Symposium of Molecular Cell Biology of Macrophages 

2007. 6.14-6.15,  Shizuoka, Japan 

 

Sasakawa, C.  

A combat between Shigella and host in GI tract. 

13th

 

 International Congress of Mucosal Immunology 

2007. 7.11,  Shinagawa, Japan 

 

Fujita, T. 

RIG-I family helicases: Cytoplasmic sensor for non-self RNA.  

Viral Immunology Symposium  

2007. 7.23,  Baltimore, MD USA 
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Kaisho, T. 

How dendritic cells sense and respond to immune adjuvants.  

RCAI International Summer Program 2007 

2007. 7.24,  Yokohana, Japan 

 

Chibana, H. 

Phenome Project in Candida glabrata. 

Magee Symposium and Retirement Celebration  

2007. 8. 2,  Minneapolis, USA. 

 

Nagata, K. 

Development and Application Asking the nature for the control of viruses. 

Biologically Active Nature Compounds Research 

2007. 8.24,  Ho Chi Minh City, Vietnam 

 

Koyasu, S. 

Role of PI3K in immune receptor signaling. 

13th International Congress of Immunology 

2007. 8.25,  Rio de Janeiro, Brazil 

 

Mitsuyama, M.  

Mechanism of the requirement of listeriolysin O for the induction of caspase-dependent 

cytokines in macrophages infected with Listeria monocytogenes. 

13th

2007. 9. 2-9. 5,  Awaji, Japan 

 International Congress of Immunology 

2007. 8. 25,  Rio de Janeiro, Brazil 

 

Pan, J., Nakade, K., Yamasaki, T., Kimura, M., Murata, T., Murata, T., Kimura, M. and Yokoyama, 

K. 

Ap-1 repressor JDP2 suppresses adipocyte differentiation by regulating histone acetylation. 

Mechanism of Eukaryotic Transcription 

2007. 8.29-9. 2,  Cold Spring Harbor, NY, USA 

 

Adachi, A., Kamada, K., Khamsri, B., Hatcho, K., Doi, N., Yamashita, T., Uchiyama, T., and 

Nomaguchi, M. 

Generation and characterization of monkey-tropic HIV-1: Evasion from antiviral factors. 

The 7th Awaji International Forum on Infection and Immunity 

 

Koyasu, S. 

Role of CD4 T cells primed in Peyer’s patches for Helicobacter pylori-induced gastritis. 

The 7th Awaji International Forum on Infection and Immunity 

2007. 9. 2-9. 5,  Awaji, Japan 

 

Nakanishi, K.  

Regulation of host defense against helminthes and protozoa by IL-18 and IL-27. 

The 7th Awaji International Forum on Infection and Immunity 

2007. 9. 2-9. 5,  Awaji, Japan 
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Taniguchi, K., Komoto, S., Sasaki, J., Moriguchi, K. and Kurosawa, Y. 

Analysis of neutralization epitopes on an outer protein VP4 of rotavirus with the aid of murine 

and human neutralizing antibodies and reverse genetics system. 

The 7th Awaji International Forum on Infection and Immunity 

2007. 9. 2-9. 5,  Awaji, Japan 

 

Takaya, A., Kitagawa, R., Ohya, M. and Yamamoto, T. 

The role of ClpXP protease in flagellum biogenesis of non-pathogenic and pathogenic E.coli.  

7th International Conference on AAA Proteins 

2007. 9.12,  Cirencester, UK 

 

Yamamoto, T. and Takaya, A. 

Quorum sensing in Pseudomonas aeruginosa is regulated by Lon protease.  

7th International Conference on AAA Proteins 

2007. 9.12,  Cirencester, UK 

 

Takeuchi, K. 

Functional analysis of the measles virus C protein. 

Measles Virus Mini-Symposium 

2007. 9.13-9.14,  Rochester, USA 

 

Takeuchi, K. 

Reverse Genetics of mumps virus Hoshino vaccine strain. 

Workshop: Structure and Replication of Negative Strand RNA Viruses 

2007. 9.15-9.19,  Evanston, USA 

 

Fujita, T. 

Non-self RNA Sensing Mechanism of RIG-I Helicase and Activation of Antiviral Immune Responses.  

ISICR 2007  

2007. 9.16-9.19,  Oxford, UK 

 

Ito, A. 

Serodiagnosis of human echinococcosis.  

WHO Echinococcosis Guideline meeting  

2007. 9.28,  Besancon, France 

 

Ishido, S. 

A novel family of membrane-bound E3 ubiquitin ligases.  

5th International Antigen Processing and Presentation Workshop 

2007.10.-,  Australia 

 

Iida, T. 

New tendancies in the study of microbial genomics.  

24th

 

 Congresso Brasileiro de Microbiologia –  CBM 2007 

2007.10. 3-10. 4,  Brasilia, Brazil 
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Fujita, T. 
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2010.10. 3-10. 7,  Chicago, USA 

 

Kawaguchi, Y. 

Regulation and functions of HSV Us3 protein kinases. 

14th International Conference on Immunology and Prophylaxis of Human Herpesvirus Infections 

2010.10. 6-10. 8,  Kobe, Japan 

 

Kobayashi, T. and Koyanagi, Y. 

Live cell-based mutagenesis studies reveals the structural insights for human tetherin 

recognition by HIV-1 Vpu. 

11th Kumamoto AIDS Seminar Global COE Joint International Symposium 

2010.10. 7,  Aso, Japan 

 

Koike, S. 

Scavenger receptor B2: a cellular receptor for enterovirus 71. 

The 2nd International Symposium on Vaccine from Research to Product Launch  

2010.10. 8,  Miaoli, Taiwan 

 

Yoshimori, T. 

Tuning of Membrane Dynamics in Autophagy. 

The 1st

 

 Sino-Japan Autophagy Symposium  

2010.10.14-10.17,  Xian, China 

 

Nishino, K.  

Drug resistance and virulence roles of multidrug efflux systems.  

Einladung zum Kolloquium at Martin-Luther-Universitat Halle-Wittenberg 

2010.10.15,  Halle, Germany 

 

Wakita, T.  

HCV replication and persistent infection. 

Cold Spring Harbor Asia Conference on Emerging Infectious Diseases: Emerging Viruses and the 

Control of Viruses, Cold Spring Harbor Asia Conference 

2010.10.18-10.22,  China 
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Yoshimori, T. 

14 Years of Autophagy: towards Understanding The Intracellular Self-Degradation System 

Sustaining Life. 

The invited seminar in National Institute of Biological Science 

2010.10.19,  Beijing, China 

 

Maruyama, H., Yoshida, E. and Nagayasu, Y. 

Not only Fish: Japanese Delicacies and Eosinophilia. 

8th Asia-Pacific Travel Health Conference 

2010.10.20-10.23,  Nara, Japan 

 

Nagata, K. 

Host factor-dependent replication and transcription of viral genomes. 

Journee Microbiologie de 1’ Universite Bordeaux Segalen 

 

2010.10.26,  Bordeaux, France 

 

Arase, H.  

Crucial Role of Sialic Acid Binding Receptors in Herpes Virus Infection.  

2010 Annual Conference of the Society for Glycobiology  

2010.11. 8,  St. Pete Beach, FL, U.S.A 

 

Nagamune, K.   

Protozoan parasites and plant hormones. 

International Symposium on Cell functions Mediated by Small Molecules 

2010.11. 8,  Tsukuba, Japan 

 

Fujita, T.  

Sensing viral RNA and activation of antiviral innate immune responses.  

3nd HKU - PASTEUR IMMUNOLOGY COURSE 

2010.11.10,  Hong Kong 

 

Kaisho, T. 

Molecular mechanisms for Dendritic cell responses against nucleic acid adjuvants.  

LIAI-RCAI Joint Workshop 

2010.11.12,  Yokohama, Japan 

 

Takaoka, A. 

Identification of a novel regulator of the innate signaling activated by virus-derived nucleic 

acids. 

2010 annual meeting of the french society for immunology 

2010.11.25,  France 

 

Hase, K. 

Specialized epithelial M cells contribute to immunosurveillance on the mucosal surface. 

The Japanese Society for Immunology 2010 Symposium for “Cutting edge of immunology; innate 

immunity and immune regulation” 

2010.12. 3. 
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Koyasu, S. 

Natural helper cell: innate lymphocyte producing Th2 cytokines. 

Annual Meeting of the Austrian Society for Allergology and Immunology in co-operation with 

the national societies of Croatia, Czech Republic, Hungary, Slovakia and Slovenia 

2010.12. 5,  Austria 

 

Takaya, A., Satoh, Y. and Yamamoto, T.  

Novel Salmonella effectors capable of activating caspase-8 in macrophages.  

45th Joint Conference on Cholera and other bacterial enteric infectious pane, The U.S.-Japan 

Cooperative Medical Science Program 

2010. 12. 7,  Kyoto, Japan 

 

Sekimizu, K. 

Slikworm infection models for evaluation of bacterial pathogenecity and the rapeutic effects 

of antibiotics. 

The 9th NRCT-JSPS Joint Seminar 

2010.12. 9,  Thailand 

  

Wakita, T.  

HCV replication in vitro. 

The 7th Single Topic Conference: Hepatitis C Virus, Asia Pacific Association of the Study of 

the Liver (APASL) 

2010.12.17-12.18,  Chiba, Japan  

 

Yoshimori, T. 

14 Years of Autophagy: towards Understanding The Intracellular Self-Degradation System 

Sustaining Life. 

the Keck School of Medicine Research Seminar Series 

2010.12.20,  LA, USA 

 

 

平成23年度 （平成23年4月－平成24年3月） （2011, Apr. –  2012, Mar.） 

 

Kaisho, T. 

Dendritic cell sensing and responses for nucleic acid adjuvants.  

KSBMB 2011 Annual Meeting 

2011. 5.18,  Seoul, Korea 

 

Koyasu, S. 

ナチュラルヘルパー細胞：寄生虫感染防御とアレルギー病態に関与する新たな自然免疫リンパ球 

The 11th MBSJ Spring Symposium, International Symposium on Tumor Biology in Kanazawa 

2011. 5.25,  kanazawa, Japan 

 

Seya, T. 

Type I IFN-inducing pathways in myeloid dendritic cells that link to induction of cellular 

immunity.  

76th

2011. 5.25-5.27,  Osaka 

 International Interferon-Cytokine Meeting 
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Koyasu, S. 

Th2-type innate immune reaction mediated by natural helper cells. 

19th International Symposium on Molecular Cell Biology of Macrophages 

2011. 5.26,  Osaka, Japan 

 

Nakanishi, K.  

Role of basophils in induction and angmentation of Th2 response.  

The 6th Leukocyte Signal Transduction Workshop  

2011. 6.5-6.10, Greece 

 
 
・「国民との科学・技術対話」について  
平成23年4月開催の日本医学会総会で展示を行う予定であったが、震災の影響で中止となった。しかし、

平成23年6月～9月まで下記のサイトにてウェブ展示を行うこととなった。 
「わかろう医学 つくろう!健康EXPO2011 ウェブ＆体験 博覧会」公式サイト 
 http://ex2011.net 
「わかる」の「８感染症」コーナーにて、感染マトリックスの成果の一つ（川口寧先生の成果）を紹介し

ている。 
 
また、平成23年12月3日（土）には、東京大学医学部・鉄門講堂でパネルディスカッションを行う。 
詳細については現在検討中であるが、下記の形式いずれかにて成果の発表を行う予定である。 
 
１）研究ハイライトの一般人・学生向け発表。 
 講演者候補：柳先生、川口先生、小安先生、中西先生。 
 
２）上記（１）の発表をもとにアウトリーチのあり方について一般聴衆・メディア 
とディベート。 
 その議論を文科省・厚労省等役人にきいておいてもらう。 
 ＊「役にたつ」とは何かの議論、「単に真実追求」の意義を伝える等も可。 
 
３）感染症研究に対する縦割り問題をテーマ。 
 厚労省と農水省の方向性の違いの問題等について。 
 研究者側から問題提起、両省から担当者。 
 
４）研究成果、研究者意見の社会への反映体制をテーマ。 
 
５）最近流行した感染症（BSA, 口蹄疫、インフルエンザ等）に対する 
行政などの対応を基礎から見て如何に思うか、などのディスカッションを 
公開で行う。 

 
 
（７）研究組織と各研究項目の連携状況 
 
 当特定領域研究は、平成18年度は総括班・支援班、14研究項目（19研究者）からなる計画研究によ

る活動を行った。 
まず、平成18年8月1日に第一回の研究代表者会議を開催し、当特定領域研究が組織された経緯を相

互に確認した後、今後の領域研究の運営について議論され、以下の活動が行われた。 
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平成18年度に行われた当該特定領域研究が企画した研究会・シンポジウムは以下の通りである。 
・  第5回分子寄生虫・マラリア研究フォーラム（東京大学医学部教育研究棟 鉄門講堂）、平成

18年10月28日（土）～29日（日）。 
・ 蠕虫研究の新展開（文科省共済 強羅青雲荘）、平成 18 年 12 月 18 日（月）～19 日（火）。 
・ 細菌学・若手コロッセウム（スペースアルファ神戸）、平成 19 年 1 月 22 日（月）～24 日（水）。 
・ 第 5 回感染症沖縄フォーラム（沖縄国民年金健康センター サンセット美浜）、平成 19 年 2

月 22 日（木）～24 日（土）。 
・ 第 1 回特定領域シンポジウム「感染現象のマトリックス」（学術総合センター）、平成 19 年

1 月 7 日（日）～8 日（月）。 
 
以上の研究会やシンポジウム、特に第1回の立ち上げシンポジウムにおいて、感染現象をマトリッ

クス的な研究組織での解明を目指すことは大変有意義であり、若手研究の人材育成の面からも非常

に優れた組織であることを再確認した。これらの議論と評価は、平成19年1月8日学術総合センター

で行われた立ち上げシンポジウムの際の昼に第2回全体班会議席上で行われ、平成19年度活動方針

が決定された。すなわち、マトリックス的研究組織を固める上での多数の研究会の開催と国際学会

としての「あわじ感染症・免疫フォーラム」への参加が決定された。 
 
 平成19年度からは、公募研究班員を加え、活動を開始した。研究班員全員による会合を平成19年5
月12日（土）に東京大学薬学部講堂に於いて開催した。当日の昼に行われた総括班会議において、以

下のことが決定された。 
 
・ あわじしま感染症・免疫フォーラム（淡路夢舞台）を当特定研究領域の国際会議とする。 
・ 全体班会議は毎年 1 月に開催する。 
・ 感染症沖縄フォーラムを特定領域研究が支援する唯一の領域内外の若手研究者を育成する会

とする。 
・ 多くの研究会を支援するが、基本的には会場費のみの支援とする。研究会はまず各研究項目

代表者が中心となり縦糸の研究会を企画し、横糸を見出すことに努める。総括班員や評価委

員はなるべく多くの研究会に参加し、マトリックス的研究組織を早く確立するように努力す

る。 
 
平成19年度に開催された縦糸研究会は以下の通りである。 
・ 研究項目 A02 研究会、平成 19 年 6 月 13 日（水）、東京大学医学部教育研究棟 13 階第 7 セ

ミナー室にて開催。トガウイルス研究者として、東京大学アジア生物資源環境研究センター

の白子幸男教授を招待。 
・ 研究項目 C01～C04 合同研究会、平成 19 年 6 月 29 日（金）～30 日（土）、千里クラブ 2001/2002

会議室。 
・ 研究項目 A04 研究会、平成 19 年 7 月 7 日（土）、京都大学 東京連絡事務所（東京駅八重

洲口 サピアタワー）。 
・ 研究項目 B01・B04 合同研究会、平成 19 年 7 月 7 日（土）、大阪大学歯学部 弓倉記念ホー

ル。 
・ 研究項目 A03 研究会、平成 19 年 7 月 17 日（火）～18 日（水）、九州大学病院地区総合研究

棟セミナー室 105。 
・ 研究項目 B02 研究会、平成 19 年 7 月 30 日（月）、東京大学医科学研究所 総合研究棟 4 階

会議室。 
・ 研究項目 A01 研究会、平成 19 年 8 月 1 日（水）、名古屋大学医学部基礎棟会議室 
・ 真菌ワープ研究会、平成 19 年 8 月 25 日（火）、千葉大学真菌医学研究センター 
・ 研究項目 B03 研究会、平成 19 年 10 月 26（金）～27 日（土）、京都大原山荘 
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その他の本特定領域が関与した研究会 
 19 年度 
・ 第 4 回真菌分子細胞研究会、平成 19 年 8 月 26 日（水）～27 日（木）、千葉大学真菌医学研

究センター。 
・ 第 7 回あわじしま感染症・免疫フォーラム、平成 19 年 9 月 1 日（土）～5 日（水）、兵庫県

立淡路夢舞台国際会議場 
・ 第 6 回分子寄生虫・マラリア研究フォーラム、平成 19 年 10 月 27 日（土）～28 日（日）、

松山市男女共同参画推進センター「コムズ」 
・ 第 4 回全体班会議、平成 20 年 1 月 12 日（土）～13 日（日）、学術総合センター 
・ 第 6 回感染症沖縄フォーラム、平成 20 年 2 月 14 日（木）～16 日（土）、沖縄国民年金健康

センター 
 
平成 19 年 9 月 4 日（火）および平成 20 年 1 月 13 日（日）の総括班会議で提案された横糸的なテー

マにしたがって、これまでに開催した横糸研究会 
 19 年度 
・横糸研究会「蠕虫宿主応答の特殊性と普遍性の研究」、平成 19 年 10 月 16 日（月）～17 日（火）、

神戸 
20 年度 
・横糸研究会テーマ 4「感染体のセントラルドグマ」、平成 20 年 4 月 4 日（金）～5 日（土）、

名古屋大学 
・横糸研究会テーマ 3「病原体のトロピズム決定機構」、平成 20 年 4 月 25 日（金）～26 日（土）、

ＫＫＲ鎌倉わかみや 
・横糸研究会テーマ 1－1「病原体の細胞内動態（病原体側）」、平成 20 年 5 月 29 日（木）～30

日（金）、東京大学医科学研究所 
・横糸研究会テーマ 2「宿主－寄生体の攻防」、平成 20 年 6 月 8 日（日）～9 日（月）、東京大

学 
・ 横糸研究会テーマ 1－2「病原体の細胞内動態（宿主側）」、平成 20 年 6 月 28 日（日）～29

日（月）、兵庫医科大学 
 

その他の本特定領域が関与した研究会 
 20 年度 
・真菌ワープ研究会、平成 20 年 8 月 23 日（土）、千葉大学真菌医学研究センター 
・第 8 回あわじしま感染症・免疫フォーラム、平成 20 年 9 月 7 日（日）～11 日（木）、兵庫県

立淡路夢舞台国際会議場 
・第 7 回分子寄生虫・マラリア研究フォーラム、平成 20 年 10 月 10 日（金）～11 日（土）、松

山市男女共同参画推進センター「コムズ」 
・第 5 回全体班会議、平成 21 年 1 月 15 日（木）～16 日（金）、東京大学 
・ 第 7 回感染症沖縄フォーラム、平成 21 年 2 月 12（木）－14 日（土）、沖縄県青年会館 
 

21 年度新公募メンバーによる縦糸研究会 
・ 研究項目Ａ 平成 21 年 5 月 20 日（水）、21 日（木）、名古屋大学 
・ 研究項目Ｂ 平成 21 年 5 月 23 日（土）、24 日（日）、千里ライフサイエンスセンタービル 
・ 研究項目Ｃ 平成 21 年 5 月 25 日（月）、26 日（火）、国立感染症研究所 

 
その他の本特定領域が関与した研究会 
 21 年度 
・第 9 回あわじしま感染症・免疫フォーラム、平成 21 年 9 月 8 日（火）～11 日（金）、兵庫県立
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淡路夢舞台国際会議場 
・第8回分子寄生虫・マラリア研究フォーラム、平成21年10月9日（金）～10日（土）、千里ライフサ

イエンスセンター 
・第6回全体班会議、平成22年1月14日（木）～15日（金）、東京大学 
・第8回感染症沖縄フォーラム、平成22年2月11日（木）～13日（土）、カルチャーリゾートフェスト

ーネ 
 22年度 
・第 10 回あわじしま感染症・免疫フォーラム、平成 22 年 9 月 7 日（火）～10 日（金）、兵庫県立

淡路夢舞台国際会議場 
・第9回分子寄生虫・マラリア研究フォーラム、平成22年10月8日（金）～9日（土）、長崎大学坂本

キャンパス良順会館ボードウィンホール 
・第7回全体班会議、平成23年1月13日（木）～14日（金）、東京大学 
・第9回感染症沖縄フォーラム、平成23年2月10日（木）～12日（土）、カルチャーリゾートフェスト

ーネ 
 
 
各研究項目の研究課題名および平成19、20年度および平成21，22年度の研究組織を以下に示す。（採

択時の研究代表者および所属先・職を記載） 
 
研究項目A01：DNAウイルスの増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目A02：プラス鎖RNAウイルスおよび二本鎖RNAウイルスの増殖・生活環および病原性発現機構

の研究 

研究項目A03：マイナス鎖RNAウイルスの増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目A04：レトロウイルス（HIV,その他）の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目A05：ウイルス感染と宿主応答 

研究項目B01：細胞外増殖性グラム陽性菌の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目B02：細胞外増殖性グラム陰性菌の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目B03：細胞内寄生細菌および抗酸菌の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目B04：細菌毒素の産生と毒性発現機構の研究 

研究項目B05：細菌感染と宿主応答の研究 

研究項目C01：マラリア原虫の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目C02：その他の原虫の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目C03：蠕虫の増殖・生活環および病原性発現機構の研究 

研究項目C04：寄生虫感染と宿主応答 

 

平成19，20年度 
研究項目 区分 氏名 所属・役職 研究課題名 

A01 計画 代表 西山 幸廣 名古屋大学大学院 医学系研究科 

ウイルス学教室  教授 

単純ヘルペスの増殖と病原性発現機構の分

子基盤 

 公募 代表 川口 寧 東京大学 医科学研究所 感染制

御部門 ウイルス学分野  准教授 

ウイルスプロテインキナーゼによる宿主細胞

制御とそれに基づくウイルス増殖機構の解

析 

 公募 代表 鶴見 達也 愛知県がんセンター 腫瘍ウイルス

学部  部長 

ヘルペスウイルスの増殖機構解明と宿主細

胞機能の利用 

 公募 代表 萩原 正敏 東京医科歯科大学大学院 疾患生

命科学研究部 形質発現制御学研

究室  教授 

ヘルペスウイルスＲＮＡの核外輸送制御機構

の解明 
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 公募 代表 森 康子 （独）医薬基盤研究所 基盤研究部

感染制御プロジェクト  チーフプロ

ジェクトリーダー 

ヒトヘルペスウイルス6エンベロープ糖タンパ

ク質の機能解析による感染機構解明 

 公募 代表 横山 和尚 （独）理化学研究所 遺伝子材料開

発室  室長 

Ｅ1Ａ誘導性クロマチン制御因子による感染

増殖阻止機構の解析 

A02 計画 代表 野本 明男 東京大学大学院  医学系研究科 

微生物学講座  教授 

プラス鎖ＲＮＡウイルスおよび二本鎖RNAウ

イルの複製と病原性 

 計画 分担 谷口 孝喜 藤田保健衛生大学  医学部 ウイ

ルス・寄生虫学講座  教授 

 公募 代表 石川 雅之 （独）農業生物資源研究所 植物科

学研究領域  植物・微生物相互作

用研究ユニット  上級研究員 

プラス鎖ＲＮＡウイルスの複製複合体形成過

程の生化学的解析 

 公募 代表 小池 智 （財）東京都医学研究機構 東京都

神経科学総合研究所 神経細胞機

能研究分野  副参事研究員 

ウイルス性脳炎発症機構に関する新しい概

念－宿主の防御戦略とウイルスの生存戦略

－ 

 公募 代表 田口 文広 国立感染症研究所 ウイルス第三

部  室長 

ＳＡＲＳコロナウイルスの細胞侵入機構と病

原性発現に関する研究 

 公募 代表 堀田 博 神戸大学大学院  医学系研究科  

微生物学分野  教授 

Ｃ型肝炎ウイルスの増殖適応変異と病原性

の研究 

 公募 代表 松浦 善治 大阪大学 微生物病研究所 分子

ウイルス分野  教授 

フラビウイルスコアタンパク質の核内移行と

病原性発現 

 

 

公募 代表 脇田 隆字 国立感染症研究所 ウイルス第二

部  部長 

ウイルス生活環における脂質の役割に関す

る研究 

A03 計画 代表 柳 雄介 九州大学大学院 医学研究院 ウイ

ルス学分野  教授 

マイナス鎖RNAウイルス感染と病原性に関

与する宿主因子の同定 

 公募 代表 甲斐 知恵子 東京大学 医科学研究所 実験動

物施設 実験動物研究部門  教授 

Reverse genetics を用いたニパウイルスの

病原性発現機構の解析 

 公募 代表 高田 礼人 北海道大学人獣共通感染症リサー

チセンター 国際疫学部門  教授 

フィロウイルスの細胞侵入機構と病原性発

現に関する研究 

 公募 代表 竹内 薫 筑波大学大学院 人間総合科学研

究科 社会環境医学専攻 感染生

物学分野  准教授 

ネガティブストランドウイルスゲノムの複製と

転写の分子機構と宿主制御因子 

 公募 代表 朝長 啓造 大阪大学 微生物病研究所 難治

感染症対策研究センター  ウイル

ス免疫分野 准教授 

細胞核で持続感染するマイナス鎖ＲＮＡウイ

ルスの複製基盤の解明 

 公募 代表 野田 岳志 東京大学 医科学研究所  感染症

国際研究センター 高病原性感染症

研究部門  特任助教 

インフルエンザウイルス・ゲノムアセンブリー

の電子顕微鏡解析 

A04 計画 代表 小柳 義夫 京都大学 ウイルス研究所 感染病

態研究領域  教授 

レトロウイルス（HIV, その他）の増殖・生活

環および病原性発現機構の研究 

 計画 分担 俣野 哲朗 東京大学 医科学研究所 感染症

国際研究センター 微生物学分野  

教授 

 公募 代表 足立 昭夫 徳島大学大学院 ヘルスバイオサイ

エンス研究部 ウイルス病原学分野  

教授 

HIV-1 宿主域の分子基盤に関するウイルス

学的研究 
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 公募 代表 塩田 達雄 大阪大学 微生物病研究所 ウイル

ス感染制御分野  教授 

HIV 感染感受性に影響する宿主因子の解

析 

 公募 代表 鈴木 健之 金沢大学がん研究所 分子標的が

ん医療研究開発センター 機能ゲノ

ミクス研究分野  教授 

白血病ウイルス感染による病原性発現に関

わる細胞性因子の同定と解析 

 公募 代表 高折 晃史 京都大学大学院 医学研究科 血

液・腫瘍内科  助教 

レトロウイルスによる抗ウイルス宿主因子ア

ポベックタンパク回避機構に関する研究 

 公募 代表 田中 伸幸 宮城県立がんセンター 研究所 免

疫学部  部長 

ＥＳＣＲＴ小胞輸送タンパク複合体によるレト

ロウイルス感染増殖制御 

 公募 代表 増田 貴夫 東京医科歯科大学 医歯学総合研

究科 免疫治療学分野  准教授 

ヒト免疫不全ウイルスのゲノム動態と宿主因

子の解析 

 公募 代表 水谷 壮利 東京大学 医科学研究所 宿主寄

生体学分野  助教 

発現多様性を産み出すゲノム動態を介した

ＨＩＶ－1発現制御機構の解析 

 公募 代表 森川 裕子 北里大学  北里生命科学研究所 

ウイルス感染制御学研究室  教授 

ウイルス感染病態の細胞内トラフィック 

 公募 代表 山本 直樹 国立感染症研究所 エイズ研究セン

ター  センター長 

無細胞合成システムを用いたウイルスタンパ

ク質の翻訳後修飾に関わる宿主因子の同定 

A05 計画 代表 審良 静男 大阪大学 微生物病研究所 自然

免疫学分野  教授 

ウイルス感染における細胞内二本鎖RNA認

識受容体の機能解析 

 計画 分担 藤田 尚志 京都大学 ウイルス研究所 分子遺

伝学研究分野  教授 

 公募 代表 荒瀬 尚 大阪大学 微生物病研究所 免疫

化学分野  教授 

新規ウイルスレセプター：抑制化ＰＩＬＲを介す

る新たなウイルス感染機構の解明 

 公募 代表 石戸 聡 （独）理化学研究所 免疫・アレルギ

ー科学総合研究センター 感染免疫

応答研究チーム  チームリーダー 

カポジ肉腫関連ヘルペスウイルスによる免疫

回避機構の解析 

 公募 代表 稲垣 冬彦 北海道大学大学院  薬学研究院 

構造生物学研究室  教授 

ＲＩＧ－Ｉ，ＭＤＡ－5からＩＲＦ－3に至るシグナ

ル伝達の構造生物学 

 公募 代表 樗木 俊聡 秋田大学大学院  医学系研究科 

生体防御学分野  教授 

ウイルス抗原の提示における樹状細胞アポ

トーシスの免疫学的意義 

 公募 代表 改正 恒康 （独）理化学研究所 免疫・アレルギ

ー科学総合研究センター 生体防御

研究チーム  チームリーダー 

抗ウイルス免疫応答における樹状細胞サブ

セット特異的活性化機構の解明 

 公募 代表 小原 道法 （財）東京都医学研究機構 東京都

臨床医学総合研究所 SARS、Ｃ型

肝炎等感染症プロジェクト 参事研

究員 

免疫系の撹乱によるＣ型肝炎ウイルスの持

続感染化および発症機序の解析とその制御 

 公募 代表 瀬谷 司 北海道大学大学院 先端生命科学

研究院 免疫学分野  教授 

ウイルス感染のＲＮＡ応答 

 公募 代表 高岡 晃教 東京大学大学院  医学系研究科 

免疫学講座  講師 

ＩＲＦファミリー転写因子を介した感染防御の

分子機構 

 公募 代表 福井 宣規 九州大学  生体防御医学研究所 

免疫遺伝学分野  教授 

HIV Nef によるＴ細胞機能異常における宿主

シグナル伝達分子ＤＯＣＫ2の役割 

 

 

 

公募 代表 米原 伸 京都大学大学院 生命科学研究科

高次遺伝情報学分野  教授 

ウイルスおよび細胞由来ＦＬＩＰによる宿主細

胞の増殖・感染防御機構の解析 
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B01 計画 代表 川端 重忠 大阪大学大学院 歯学研究科 口

腔細菌学教室  教授 

病原性レンサ球菌の組織侵入と増殖に関与

する分子郡の解析 

 公募 代表 小松澤 均 広島大学大学院 医歯薬学総合研

究科 細菌学教室  准教授 

黄色ブドウ球菌の病原性因子発現に影響を

及ぼす外来因子に関する研究 

 公募 代表 関水 和久 東京大学大学院  薬学系研究科 

微生物薬品化学教室  教授 

カイコ感染モデルを用いたグラム陽性細菌に

保存された病原性発現機構の解明 

 公募 代表 富田 治芳 群馬大学大学院  医学系研究科 

細菌感染制御学講座  講師 

バンコマイシン耐性腸球菌ＶＲＥの新たな高

頻度接合伝達性プラスミドの研究 

B02 計画 代表 笹川 千尋 東京大学 医科学研究所 細菌感

染分野  教授 

細胞外増殖性グラム陰性菌の増殖・生活環

および病原性発現機構の研究 

 計画 分担 飯田 哲也 大阪大学 微生物病研究所 感染

症国際研究センター ゲノム病原細

菌研究グループ  特任教授 

 公募 代表 阿部 章夫 北里大学  北里生命科学研究所 

細菌感染制御学研究室  教授 

ボルデテラ属細菌のエフェクターの機能解析 

 公募 代表 西野 邦彦 大阪大学 産業科学研究所 助教 細菌ゲノム生存戦略のレジストーム研究 

 公募 代表 本田 武司 大阪大学 微生物病研究所 細菌

感染分野  教授 

腸管感染病原細菌・常在細菌・腸管上皮細

胞間クロストーク 

 公募 代表 山口 佳宏 熊本大学 環境安全センター  准

教授 

細菌の多剤耐性化に関与するインテグラー

ゼの結晶構造と基質－酵素相互作用の解

析 

B03 計画 代表 光山 正雄 京都大学大学院 医学研究科 微

生物感染症学分野  教授 

細胞内寄生細菌および抗酸菌の増殖と病原

性 

 公募 代表 倉田 祥一朗 東北大学大学院 薬学研究科 生

命機能解析学分野  教授 

ペプチドグリカン認識タンパク質（ＰＧＲＰ）－

ＬＥによる細胞内寄生細菌の認識と排除機

構 

 公募 代表 永井 宏樹 大阪大学 微生物病研究所 病原

細菌研究グループ  特任准教授 

レジオネラエフェクターと宿主因子の相互作

用とその機能 

 公募 代表 中川 一路 東京大学 医科学研究所 感染症

国際研究センター 細菌分野  准

教授 

細胞内侵入性細菌に対する細胞内認識シス

テムとオートファジー誘導の解析 

 公募 代表 山本 友子 千葉大学大学院 薬学研究院 微

生物薬品化学研究室  教授 

サルモネラの食細胞内増殖と病原性発現の

分子機構 

 公募 代表 度会 雅久 帯広畜産大学 獣医学科 家畜微

生物学分野  准教授 

ブルセラ属細菌感染による不妊および流産

の分子機構 

B04 計画 代表 堀口 安彦 大阪大学 微生物病研究所 分子

細菌学分野  教授 

壊死毒ファミリー毒素の構造機能相関と細菌

感染における役割の解析 

 公募 代表 木元 久 福井県立大学大学院 生物資源学

科 応用微生物学研究室  准教授 

病原性レンサ球菌が産生するＮＡＤ分解酵

素による毒性発現機構の研究 

 公募 代表 小崎 俊司 大阪府立大学大学院 生命環境科

学研究科  獣医感染症学研究室  

教授 

ボツリヌス神経毒素と新たに発見した受容体

構成成分との分子間相互作用の解析 

 公募 代表 東 秀明 北海道大学 遺伝子病制御研究所 

分子腫瘍分野  准教授 

ヘリコバクター・ピロリＣａｇＡの分子構造と病

原生物活性の関連 

 公募 代表 平山 壽哉 長崎大学 熱帯医学研究所 病原

因子機能解析分野  教授 

ヘリコバクター・ピロリＶａｃＡ毒素の毒性発現

機序 
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 公募 代表 古川 鋼一 名古屋大学大学院 神経疾患・腫瘍

分子医学研究センター 機能分子制

御学分野  教授 

糖脂質糖鎖を受容体とする細菌毒素の毒性

発現機構 

B05 計画 代表 小安 重夫 慶應義塾大学 医学部 微生物学・

免疫学教室  教授 

細菌感染時の樹状細胞による自然免疫系と

獲得免疫系の連結機構の解明 

 公募 代表 綾部 時芳 北海道大学大学院 先端生命科学

研究院 自然免疫研究室  教授 

腸内細菌の病原性・非病原性と抗菌ペプチド

の作用機構の解明 

 公募 代表 岩倉 洋一郎 東京大学 医科学研究所 ヒト疾患

モデル研究センター 細胞機能研究

分野  教授 

インターロイキン17/17F による細菌感染防

御機構の解析 

 公募 代表 引頭 毅 国立長寿医療センター研究所 口腔

疾患研究部 口腔感染制御研究室  

室長 

一酸化窒素による細菌感染時応答の時間的

・空間的制御機構の解明 

 公募 代表 倉永 英里奈 東京大学大学院  薬学系研究科 

遺伝学教室  講師 

カスパーゼによる生体防御シグナルの遺伝

的解析 

 公募 代表 黒木 由夫 札幌医科大学 医学部 生化学第

一講座  教授 

肺コレクチンを介するマクロファージ細菌貪

食の分子機構 

 公募 代表 張 明浩 大阪大学 医学研究科 免疫動態

学分野  助教 

小腸粘膜固有層のＴＬＲ5陽性病原体運搬細

胞による腸内病原細菌の体内伝播とその阻

止 

 公募 代表 高原 和彦 京都大学大学院 生命科学研究科 

生体応答学分野  講師 

微生物感染におけるＳＩＧＮＲ1の働き 

 公募 代表 知花 博治 千葉大学 真菌医学研究センター 

高分子活性分野  准教授 

真菌フェノームプロジェクト第2章：標的の決

定とインシリコ抗真菌ペプチドの創出 

 公募 代表 津田 香代子 岩手医科大学 薬学部 微生物薬

品創薬学講座  助教 

細菌感染とメンブレントラフィック 

 公募 代表 長谷 耕二 （独）理化学研究所 免疫・アレルギ

ー科学総合研究センター 免疫系構

築研究チーム  研究員 

腸管特殊上皮Ｍ細胞における新規病原体取

り込み受容体の同定と細胞内輸送機構の解

析 

 公募 代表 平岡 義範 京都大学大学院 医学研究科 循

環器内科学  産学官連携助教 

肺細菌感染症における宿主膜タンパク質シ

ェディング誘導の病態生理学的意義の解明 

 公募 代表 三宅 健介 東京大学 医科学研究所 感染遺

伝学分野  教授 

Toll-like receptor ファミリーの包括的活性制

御機構の解明 

 公募 代表 吉開 泰信 九州大学  生体防御医学研究所 

感染制御学分野  教授 

結核潜伏感染と宿主防御機構の解明 

C01 計画 代表 堀井 俊宏 大阪大学 微生物病研究所 分子

原虫学分野  教授 

マラリア原虫の増殖と病原性に関わる遺伝

的多様性 

 計画 分担 田邉 和裄 大阪大学 微生物病研究所 感染症

国際研究センター マラリア学研究

グループ  特任教授 

 公募 代表 岩永 史朗 鳥取大学 医学部 分子医動物学

分野  講師 

マラリア原虫人工染色体を用いた新実験シ

ステムの開発 

 公募 代表 坪井 敬文 愛媛大学 無細胞生命科学工学研

究センター プロテオーム・医薬部門  

教授 

ゲノムワイドな新規マラリアワクチン抗原探

索ストラテジー 

 公募 代表 久枝 一 九州大学大学院 医学研究院 感

染免疫・熱帯医学分野  准教授 

マラリア原虫の病原性を決定する免疫抑制

メカニズムの解明 
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 公募 代表 福本 晋也 帯広畜産大学 原虫病研究センター 

原虫進化生物学研究分野  講師 

ハマダラカ Ｆｕｒｒｏｗｅｄ によるマラリア原虫

認識メカニズム 

 公募 代表 油田 正夫 三重大学大学院  医学系研究科 

医動物学講座  准教授 

マラリア原虫のステージ特異的遺伝子発現

に関与する転写因子の研究 

C02 計画 代表 野崎 智義 群馬大学大学院 医学系研究科 

国際寄生虫病生態学分野 教授 

原虫感染における含硫アミノ酸代謝の役割 

 公募 代表 嶋田 淳子 群馬大学大学院  医学系研究科 

保健学専攻  教授 

細胞内寄生原虫トリパノソーマの感染宿主

細胞アポトーシス抑制による生き残り戦略 

 公募 代表 西川 義文 帯広畜産大学 原虫病研究センター 

遺伝生化学研究分野  准教授 

トキソプラズマ原虫と宿主間での脂質代謝ネ

ットワークの解明 

 公募 代表 浜野 真二郎 九州大学大学院 医学研究院  助

教 

マウスモデルを用いた赤痢アメーバーの病

原性発現機構の解析 

C03 計画 代表 北 潔 東京大学大学院  医学系研究科 

生物医化学教室  教授 

蠕虫の増殖と病原性 

 公募 代表 伊藤 亮 旭川医科大学 医学部  教授 エキノコックス症における寄生虫の発育分化

と宿主免疫応答の動的解析 

 公募 代表 綿矢 有佑 岡山大学大学院 医歯薬学総合研

究科 医薬品情報体系学教室  教

授 

広範囲抗寄生虫薬の開発のための標的治

療の分子基盤の確立 

C04 計画 代表 中西 憲司 兵庫医科大学 免疫学・医動物学教

室  教授 

寄生虫感染と免疫応答 

 公募 代表 小林 隆志 九州大学  生体防御医学研究所 

免疫制御学分野  准教授 

寄生虫感染による制御性Ｔ細胞と制御分子

の役割の解明 

 公募 代表 深尾 太郎 

（代表交代：田

邊 將信） 

東京医科歯科大学 消化器内 メ 

ディカルフェロー 

（慶應義塾大学医学部 熱帯医学 

・寄生虫学教室  専任講師） 

寄 生 感 染 防 御 機 構 に 関 与 す る 宿 主

microRNAシステムの解析 

 公募 代表 安友 康二 徳島大学大学院 ヘルスバイオサイ

エンス研究部 生体防御医学教室  

教授 

Ｎｏｔｃｈシグナルによる抗寄生虫応答機構の

解明 

 公募 代表 山本 雅裕 大阪大学大学院  医学系研究科 

免疫制御学  助教 

細胞内寄生性原虫の感染防御機構 

 公募 代表 吉田 裕樹 佐賀大学 医学部 分子生命科学

講座  教授 

原虫感染時のサイトカインによる免疫・炎症

病変形成機構の解析とその治療応用 

 
平成 21，22 年度 

研究項目 区分 氏名 所属・職 研究課題名 

 A01 計画 代表  西山 幸廣             名古屋大学大学院 医学系研究科 

ウイルス学教室  教授 

単純ヘルペスウイルスの増殖と病原性発現

の分子基盤                  

  公募 代表  川口 寧              東京大学 医科学研究所 感染症

国際研究センター ウイルス学分野  

准教授  

ウイルスプロテインキナーゼによる宿主細胞

制御とそれに基づくウイルス増殖機構の解析  

  公募 代表  鶴見 達也             愛知県がんセンター 腫瘍ウイルス

学部  部長 

ヘルペスウイルスゲノムの複製転写調節機構

と宿主細胞機能の利用            

  公募 代表  森 康子              神戸大学大学院 医学研究科 臨

床ウイルス学分野  教授 

ヒトヘルペスウイルス膜タンパク質の機能解

析によるウイルス感染機構の解明       
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 A02 計画 代表  野本 明男             東京大学大学院  医学系研究科 

疾患生命工学センター 特任教授

室  特任教授 

プラス鎖ＲＮＡウイルスおよび二本鎖ＲＮＡウ

イルスの複製と病原性           

  計画 分担 谷口 孝喜 藤田保健衛生大学  医学部 ウイ

ルス・寄生虫学講座  教授 

  公募 代表  石川 雅之             （独）農業生物資源研究所 植物科

学研究領域 植物・微生物間相互

作用研究ユニット  上級研究員 

植物アルファ様プラス鎖ＲＮＡウイルスの膜結

合前複製複合体前駆体の解析        

  公募 代表  小池 智              （財）東京都医学研究機構 東京都

臨床医学総合研究所 免疫・感染

研究分野 神経ウイルス感染症プ

ロジェクト  副参事研究員 

エンテロウイルスの神経トロピズムの研究                       

  公募 代表  田口 文広             日本獣医生命科学大学 獣医学部 

部生物学教室  准教授 

ＳＡＲＳ及びマウスコロナウイルスの細胞侵入

の分子機構と病原性発現に関する研究    

  公募 代表  松浦 善治             大阪大学 微生物病研究所 分子

ウイルス分野  教授 

Ｃ型肝炎ウイルスの成熟および複製に関与す

る宿主因子の解析              

  公募 代表  脇田 隆字             国立感染症研究所 ウイルス第二

部  部長 

Ｃ型肝炎ウイルスの感染増殖および粒子形

成における脂質の役割             

 A03 計画 代表  柳 雄介              九州大学大学院 医学研究院 ウ

イルス学分野  教授 

マイナス鎖ＲＮＡウイルスの感染と病原性に

関与する宿主因子の同定           

  公募 代表 甲斐知惠子 東京大学 医科学研究所 実験動

物研究施設  教授 

ニパウイルスの病原性発現機構の解析                         

  公募 代表  竹内 薫              筑波大学大学院 人間総合科学研

究科 生命システム医学専攻 感

染生物学分野  准教授 

マイナス鎖ＲＮＡウイルスのゲノム複製を制御

する宿主細胞因子の機能解析        

  公募 代表  朝長 啓造             大阪大学 微生物病研究所 難治

感染症対策研究センター ウイルス

免疫分野  准教授 

細胞核で持続感染するマイナス鎖ＲＮＡウイ

ルスの複製基盤の解明            

  公募 代表  野田 岳志             東京大学医科学研究所 感染症国

際研究センター 高病原性感染症

研究部門  特任助教 

ウイルスアセンブリー機構の電子顕微鏡解析                      

 A04 計画 代表  小柳 義夫             京都大学 ウイルス研究所 ウイル

ス病態研究領域  教授 

レトロウイルス（ＨＩＶ、その他）の増殖・生活環

および病原性発現機構の研究      

  計画 分担 俣野 哲朗 東京大学 医科学研究所 感染症

国際研究センター 微生物学分野  

教授 

  公募 代表  足立 昭夫             徳島大学大学院 ヘルスバイオサ

イエンス研究部 微生物病原学分

野  教授 

ＨＩＶ－1 宿主域の分子基盤に関する基礎研

究                     

  公募 代表  塩田 達雄             大阪大学 微生物病研究所 ウイ

ルス感染制御分野  教授 

ＨＩＶ感染抵抗性に関わる宿主因子の解析                       

  公募 代表  鈴木 健之             金沢大学がん研究所 分子標的が

ん医療研究開発センター 機能ゲノ

ミクス研究分野  教授 

白血病ウイルス感染による病原性発現に関

与する細胞性因子の解析            

  公募 代表  高折 晃史             京都大学大学院 医学研究科 血

液・腫瘍内科学  講師 

レトロウイルスによる抗ウイルス宿主因子ア

ポベック蛋白回避機構に関する研究      
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  公募 代表 山本 直樹（代表

交代：梁明秀） 

国立感染症研究所 エイズ研究セ

ンター（横浜市立大学  微生物学 

教授） 

無細胞合成システムを用いたウイルスタンパ

ク質の翻訳後修飾に関わる宿主因子の同定   

 A05 計画 代表  藤田 尚志             京都大学 ウイルス研究所 分子

遺伝学研究分野  教授 

ウイルス感染における細胞内二本鎖ＲＮＡ認

識受容体の機能解析             

  公募 代表  荒瀬 尚              大阪大学 免疫フロンティア研究セ

ンター 免疫化学  教授 

新規ウィルスレセプター：抑制化ＰＩＬＲを介す

る新たなウィルス感染機構の解明     

  公募 代表  改正 恒康             （独）理化学研究所 免疫・アレルギ

ー科学総合研究センター 生体防

御研究チーム  チームリーダー 

抗ウイルス免疫応答における樹状細胞サブ

セット特異的機能分子の役割          

  公募 代表  小原 道法             （財）東京都医学研究機構 東京都

臨床医学総合研究所 SARS、Ｃ型

肝炎等感染症プロジェクト  プロジ

ェクトリーダー 

免疫系の攪乱によるＣ型肝炎ウイルスの持続

感染化及び発症機序の解析とその制御     

  公募 代表  瀬谷 司              北海道大学大学院  医学研究科 

免疫学分野  教授 

ウイルス感染樹状細胞のエフェクター誘導の

多指向性                  

  公募 代表  高岡 晃教             北海道大学 遺伝子病制御研究所 

分子生体防御分野  教授 

ウイルス感染におけるＤＮＡを介する自然免

疫応答の解明                

 B01 計画 代表  川端 重忠             大阪大学大学院 歯学研究科 口

腔細菌学教室  教授 

病原性レンサ球菌の組織侵入と増殖に関与

する分子群の解析               

  公募 代表  関水 和久             東京大学大学院  薬学系研究科 

微生物薬品化学教室  教授 

新規病原性遺伝子群を基盤とする病原性発

現コアシステムの把握             

  公募 代表  富田 治芳             群馬大学大学院  医学系研究科 

細菌学  准教授 

バンコマイシン耐性腸球菌ＶＲＥの新たな高

頻度接合伝達性プラスミドの研究       

  公募 代表  岡本 成史 （独）医薬基盤研究所 基盤研究部 

感染制御プロジェクト  サブプロジ

ェクトリーダー 

インフルエンザ感染による肺炎レンサ球菌の

組織侵入増強に関わる分子群同定とその機

能  

 B02 計画 代表  笹川 千尋             東京大学 医科学研究所 細菌感

染分野  教授 

細胞外増殖性グラム陰性菌の増殖・生活環

および病原性発現機構の研究          

  計画 分担 飯田 哲也 大阪大学 微生物病研究所 感染

症国際研究センター 感染制御部

門 ゲノム病原細菌学研究グルー

プ  特任教授 

  公募 代表  阿部 章夫             北里大学 大学院感染制御科学府 

細菌感染制御学研究室  教授 

ボルデテラ属細菌の定着における宿主応答

抑制機構の解析                

  公募 代表  西野 邦彦             大阪大学 産業科学研究所 感染

制御学研究分野  准教授 

細菌ゲノムに潜む宿主免疫回避生存戦略の

研究                     

  公募 代表  鈴木 敏彦 琉球大学大学院 医学研究科 病

原細菌学分野  教授 

病原性ビブリオ属細菌による宿主炎症誘導機

構                     

 B03 計画 代表  光山 正雄             京都大学大学院 医学研究科 微

生物感染症学分野  教授 

細胞内寄生菌および抗酸菌の増殖と病原性                       

  公募 代表  倉田 祥一朗            東北大学大学院 薬学研究科 生

命機能解析学分野  教授 

ペプチドグリカン認識蛋白質（ＰＧＲＰ－ＬＥ）に

よる細胞内寄生細菌の認識と排除機構  

  公募 代表  山本 友子             千葉大学大学院 薬学研究院 微

生物薬品化学研究室  教授 

サルモネラ食細胞内寄生と宿主免疫応答の

分子機構                   

  公募 代表  松本 壮吉   大阪市立大学大学院 医学研究科 

細菌学分野  准教授 

潜在性結核対策を想定した、抗酸菌の長期

生存を可能にする分子メカニズムの解明     
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 B04 計画 代表  堀口 安彦             大阪大学 微生物病研究所 分子

細菌学分野  教授 

壊死毒ファミリー毒素の構造機能相関と細菌

感染における役割の解析           

  公募 代表  塚本 健太郎            藤田保健衛生大学 医学部 微生

物学講座  助教 

ボツリヌス神経毒素の結晶構造解析と受容体

結合様式の特殊性の解明           

  公募 代表  東 秀明              北海道大学 遺伝子病制御研究所 

分子腫瘍分野  准教授 

ヘリコバクターピロリＣａｇＡの分子立体構造と

病原生物活性の相関           

  公募 代表  平山 壽哉             長崎大学 熱帯医学研究所 細菌

学分野  教授 

ヘリコバクター・ピロリＶａｃＡ毒素の毒性発現

機序                  

  公募 代表  藤永 由佳子  大阪大学 微生物病研究所 感染

症国際研究センター 高病原性感

染症研究部門 感染細胞生物学研

究グループ  特任准教授 

ボツリヌスＨＡの細胞間バリア破壊作用の分

子機構と病態における意義について      

 B05 計画 代表  小安 重夫             慶應義塾大学 医学部 微生物学・

免疫学教室  教授 

細菌感染時の樹状細胞による自然免疫系と

獲得免疫系の連結機構の解明          

  公募 代表  高原 和彦             京都大学大学院 生命科学研究科 

生体応答学分野  講師 

糖鎖認識におけるＳＩＧＮＲ1 と他のファミリー

分子における差異の解析         

  公募 代表  知花 博治             千葉大学 真菌医学研究センター 

高分子活性分野  准教授 

真菌フェノームプロジェクト第 3 章：カンジダの

病原因子改訂に向けた研究        

  公募 代表  長谷 耕二             （独）理化学研究所 免疫・アレルギ

ー科学総合研究センター 免疫系

構築研究チーム  研究員 

細菌感染におけるＭ細胞の生理機能と生物

学的重要性の解析               

  公募 代表  三宅 健介             東京大学 医科学研究所 感染遺

伝学分野  教授 

ＴＯＬＬ様受容体の認識機構と包括的活性制

御機構の解明                

  公募 代表  吉開 泰信             九州大学  生体防御医学研究所 

感染制御学分野  教授 

免疫防御と制御機能のバランスによる慢性結

核感染症の成立機構             

  公募 代表  西城 忍    東京大学 医科学研究所 ヒト疾患

モデル研究センター 細胞機能研

究分野  助教 

真菌感染防御におけるＣ型レクチンの役割                       

  公募 代表  植松 智     大阪大学 微生物病研究所 自然

免疫学分野 助教 

腸管粘膜固有層のＴＬＲ5 発現樹状細胞によ

る細菌感染防御機構             

  公募 代表  野田 健司   大阪大学 微生物病研究所 細胞

制御分野  准教授 

膜ダイナミクスの観点から探るサルモネラオ

ートファジー                

 C01 計画 代表  堀井 俊宏             大阪大学 微生物病研究所 分子

原虫学分野  教授 

マラリア原虫の増殖と病原性に関わる遺伝的

多様性                   

  計画 分担 田邉 和裄 大阪大学 微生物病研究所 感染

症国際研究センター   マラリア学

研究グループ  特任教授 

  公募 代表  岩永 史朗             三重大学大学院  医学系研究科 

医動物学講座  准教授 

マラリア原虫人工染色体を用いたｖａｒ遺伝子

の相互排他的転写制御機構の解明      

  公募 代表  坪井 敬文             愛媛大学 無細胞生命科学工学研

究センター プロテオーム・医薬部

門  教授 

ゲノムワイドな新規マラリアワクチン候補抗原

の探索                  

  公募 代表  久枝 一              九州大学大学院 医学研究院 感

染免疫・熱帯医学分野  准教授 

マラリアにおける免疫回避に関わる宿主寄生

体相互作用の解析              

  公募 代表  油田 正夫             三重大学大学院  医学系研究科 

医動物学講座  教授 

マラリア原虫肝臓感染ステージの遺伝子発現

制御に関わる転写因子の研究         
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  公募 代表  平井 誠    自治医科大学感染・免疫学講座 

医動物学部門  助教 

受精決定因子ｐｂｇｃｓ1 を基軸としたマラリア

原虫受精メカニズムの解明        

 C02 計画 代表  野崎 智義             国立感染症研究所  寄生動物部  

部長 

原虫感染における含硫アミノ酸代謝の役割                       

  公募 代表  濱野 真二郎            長崎大学 熱帯医学研究所 寄生

虫学分野  教授 

マウスモデルを用いた赤痢アメーバ原虫の病

原性発現機構の解析             

  公募 代表  永宗 喜三郎   国立感染症研究所  寄生動物部  

主任研究官 

トキソプラズマ原虫の感染成立に必須な宿主

側因子群「パラサイトーム」の解析      

 C03 計画 代表  北 潔               東京大学大学院  医学系研究科 

生物医化学教室  教授 

蠕虫の増殖と病原性                                 

  公募 代表  嘉糠 洋陸  帯広畜産大学 原虫病研究センタ

ー  原虫進化生物学研究分野  

教授 

寄生虫の宿主・媒介節足動物間における環

境応答性トランジションの解明         

  公募 代表  本間 季里  長崎大学大学院 医歯薬学総合研

究科 免疫機能制御学分野  講師 

Ｔｈ2 非依存的なＮ．ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ感染排除機

構の解析           

  公募 代表  丸山 治彦  宮崎大学医学部  感染症学講座 

寄生虫学分野  教授 

腸管寄生線虫における肺移行の意義の解明                       

 C04 計画 代表  中西 憲司             兵庫医科大学 免疫学・医動物学

教室  教授 

寄生虫感染と宿主応答                                

  公募 代表  山本 雅裕             大阪大学大学院  医学系研究科 

免疫制御学  助教 

原虫による宿主免疫抑制機構の解析                          

  公募 代表  吉田 裕樹             佐賀大学 医学部 分子生命科学

講座  教授 

原虫感染時のサイトカインによる炎症誘導機

構の解析とその制御に関する研究       

  公募 代表  畑生 俊光   群馬大学 医学部 保健学科 応

用検査学講座  助教 

マラリア原虫による宿主免疫修飾機構の解析                      

 
 
（８）研究費の使用状況 
 

総括班（平成18年度）： 
  分子寄生虫・マラリアフォーラムの運営費と会場費に、約30万円。 

代表者会議（平成18年8月1日：東京大学）の旅費として、約30万円。 
全体班会議（平成18年10月10日：東京大学）の旅費として、約30万円。 
蠕虫研究の新展開（平成18年12月18～19日：箱根）の旅費として約100万円。 
公開シンポジウム（平成19年1月7～8日：学術総合センター）の旅費、運営費として、約300万円。 
細菌学・若手コロッセウム（平成19年1月22～24日：神戸）の旅費として、約200万円。 
感染症沖縄フォーラム（平成19年2月22～24日：サンセット美浜）の旅費、運営費として、約260
万円。 
ホームページ作成と維持費として、約150万円。 
ニュースレター作成（名簿作成、表紙デザイン等）として、約75万円。 
物品費（事務用消耗品、封筒、カメラ他）として、約130万円。 
通信費等その他として、約3万円。 

 
支援班（平成18年度）： 

  共焦点レーザー顕微鏡LIVE5一式（東京大学に設置）として、約5000万円。 
  解析ソフトIMARISとして、約200万円。 
  微生物モニタリング（6件）として、約230万円。 
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  サル購入費（東京大学）として、約300万円。 
  京都大学ウイルス研究所霊長類施設費用（サル購入費、飼育費等）として、約1900万円。 
 
総括班（平成19年度） 

第3回全体班会議（平成19年5月12日：東京大学）の運営費として、約7万円。 
ウイルス学キャンプ（平成19年6月6，7日）の運営費として、約20万円。 
研究項目別班会議の運営費として、約16万円。 
横糸研究会の運営費として、約24万円。 
第7回あわじしま感染症・免疫フォーラム（平成19年9月1～5日：兵庫県立淡路夢舞台国際会議場）

の運営費として、約330万円。 
第4回全体班会議（平成20年1月12，13日：学術総合センター）の運営費として、約260万円。 
第6回沖縄感染症フォーラム（平成20年2月14～16日：沖縄国民年金センター）の運営費として、

約290万円。 
ホームページ運用費として、約53万円。 
ニュースレター作成費（Vol.2 , Vol.3 ）として、約150万円。 
物品費（事務用消耗品、パソコン他）として、約170万円。 
通信費等その他として、約1万円。 

 
支援班（平成19年度） 

共焦点レーザー顕微鏡LIVE5 追加レーザー（630nm）購入費として、約180万円。 
微生物モニタリング（6件）として、約290万円。 
サル購入費（3件）として、約680万円。 
修理費その他として、約200万円。 
京都大学ウイルス研究所霊長類施設費用（サル購入、飼育費等）として、約1900万円。 
 

総括班（平成20年度） 
横糸研究会の運営費として、約75万円。 
第8回あわじしま感染症・免疫フォーラム（平成20年9月7～11日：兵庫県立淡路夢舞台国際会議

場）の運営費として、約370万円。 
第5回全体班会議（平成21年1月15，16日：東京大学鉄門講堂）の運営費として、約190万円。 
第7回沖縄感染症フォーラム（平成21年2月12～14日：沖縄県青年会館）の運営費として、約320
万円。 
ホームページ運用費として、約55万円。 
ニュースレター作成費（Vol.4 , Vol.5 ）として、約130万円。 
物品費（事務用消耗品、パソコン他）として、約175万円。 

 
支援班（平成20年度） 

微生物モニタリング（6件）として、約270万円。 
サル購入費（3件）として、約960万円。 
京都大学ウイルス研究所霊長類施設費用（サル購入、飼育費等）として、約2080万円。 

 
総括班（平成21年度） 

第9回あわじしま感染症・免疫フォーラム（平成21年9月8～11日：兵庫県立淡路夢舞台国際会議

場）の運営費として、約280万円。 
第6回全体班会議（平成22年1月14，15日：東京大学鉄門講堂）の運営費として、約200万円。 
第8回沖縄感染症フォーラム（平成22年2月11～13日：カルチャーリゾートフェストーネ）の運営

費として、約360万円。 
ホームページ運用費として、約40万円。 
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ニュースレター作成費（Vol.6 , Vol.7 ）として、約130万円。 
人件費として、160万円 
物品費（事務用消耗品、パソコン他）として、約140万円。 

 
支援班（平成21年度） 

微生物モニタリング（6件）として、約320万円。 
サル購入費（1件）として、約350万円。 
京都大学ウイルス研究所霊長類施設費用（霊長類実験費等）として、約2,340万円。 
繰越金 237万円 
 

総括班（平成22年度） 
第10回あわじしま感染症・免疫フォーラム（平成22年9月7～10日：兵庫県立淡路夢舞台国際会議

場）の運営費として、約320万円。 
第7回全体班会議（平成23年1月13，14日：東京大学鉄門講堂）の運営費として、約200万円。 
第9回沖縄感染症フォーラム（平成23年2月10～12日：カルチャーリゾートフェストーネ）の運営

費として、約310万円。 
ホームページ運用費として、約40万円。 
ニュースレター作成費（Vol.8 , Vol.9 ）として、約130万円。 
人件費として、約155万円 
物品費（事務用消耗品、パソコン他）として、約170万円。 

 
支援班（平成22年度） 

微生物モニタリング（5件）として、約250万円。 
サル購入費（4件）として、約1,660万円。 
京都大学ウイルス研究所霊長類施設費用（霊長類実験費等）として、約1,330万円。 
 

 
（９）当該学問分野及び関連学問分野への貢献度 
 
 微生物の宿主への感染現象を分子レベルで解析することは、それ自体が既に分子生物学全般を含ん

でおり、関連学問分野へ大きく貢献する可能性は大である。 
 ポリオウイルス、エンテロウイルス７１、麻疹ウイルス、ヘルペスウイルスなどのウイルス受容体

やマラリア原虫の赤血球侵入に関わる受容体の研究は、受容体同定を通して新たな細胞生物学の研究

課題を提供することとなった。またウイルス、細菌そして寄生虫の感染細胞における宿主とのせめぎ

合いを研究する中からも、非常に質の高い細胞生物学が生まれている。すなわち、宿主蛋白質の多様

な機能が明らかになり、細胞内輸送機構、増殖や病原性発現過程における非常に複雑な制御機構も明

らかとなってきた。さらに、caspase活性化 やオートファジー誘導機構の理解が進み、宿主炎症研究

や異物処理機構の研究 領域にも大いに貢献することができた。 
 ウイルスの複製機構の研究、遺伝情報発現機構の研究は、真核細胞の複製機構や遺伝情報発現機構

研究そのものと言っても過言ではなく、複製、転写の分子メカニズム研究分野に貢献した。ボルナウ

イルス研究からは、ウイルスゲノムが哺乳類のゲノムに内在していることが明らかとなり、遺伝学や

進化学に極めて重要な新知見となった。また細胞内寄生の赤痢菌などの新たな感染システムの発見は

宿主と寄生体の細胞間相互作用の理解に新たな局面を開いたが、さらに多細胞生物同士の相互作用と

しての寄生虫感染は生物間相互作用へと次元 をさらに大きく展開する新たな研究分野の創出へと進

展した。 
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（１０）研究計画に参画した若手研究者の成長の状況 
 
研究に参画した際の身分ごとの進路を表に示す。表に現在の身分および人数を記載した。単位：人 
 
学部生 

         
国内 

       
進学 企業就職 他 

       
30 2 6 

       

          
大学院生 

         
国内 

博士課程   

進学 
ポスドク 

JSPS 特別

研究員 
特任助教 

特任    

研究員 
助教 研究員 医師 企業就職 他 

24 23 6 5 3 25 12 11 52 12 

国外 
    

博士課程 

進学 
ポスドク 助教 研究員 講師 他 

    

1 17 1 6 2 1 
    

          
リサーチレジデント 

        
国内 

        
ポスドク 他 

        
2 1 

        

          
ポスドク 

         
国内 

 

ポスドク 
JSPS 特別

研究員 
特任助教 助教 研究員 特任講師 准教授 企業就職 他 

 

11 3 5 7 5 1 1 2 3 
 

国外 
      

ポスドク 助教 研究員 教授 
      

2 1 1 1 
      

          
JSPS 特別研究員 

        
国内 

        
特任助教 助教 

        
1 1 

        

          

          
特任助教 

         
国内 

      
ポスドク 特任助教 助教 特任講師 

      
1 1 1 1 

      

          
特任研究員 

        
国内 

        
研究員 企業就職 

        
3 2 
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助教 
         

国内 
   

特任助教 助教 研究員 講師 
特任    

准教授 
准教授 他 

   

2 8 2 5 1 5 1 
   

国外 
    

教授 室長 ポスドク 助教 研究員 他 
    

2 1 2 2 3 2 
    

          
研究員 

         
国内 

       
上級研究員 准教授 他 

       
1 1 1 

       
国外 

        
ポスドク 研究員 

        
1 2 

        

          
講師 

         
国内 

        
チーム    

リーダー 
准教授 

        

1 1 
        

 
 
（１１）総括班評価者による評価の状況 
 
総括班評価者 
豊島 久真男（理化学研究所・研究顧問） 
笹月 健彦（九州大学・高等研究院・特別主幹教授） 
永井 義之（理化学研究所・新興・再興感染症研究ネットワーク推進センター・センター長） 
永田 恭介（筑波大学・大学院人間総合科学研究科・教授） 
岩本 愛吉（東京大学・医科学研究所・教授） 
河岡 義裕（東京大学・医科学研究所・教授） 
審良 静男（大阪大学・免疫学フロンティア研究センター・センター長） 
 
 あわじしま感染症・免疫フォーラムの際の総括班会議（平成19年9月4日（火）および平成20年9月
10日（水）、平成21年9月10日（木）、平成22年9月8日（水））、全体班会議の際の総括班会議（平

成20年1月12日（金）および平成21年1月15日（木）、平成22年1月14日（木）、平成23年1月13日（木））

および東京大学で行われた総括班会議（平成20年7月22日（火））において、評価委員による意見を

求めた。その意見を集約すると以下の通りである。 
  
１）当該領域のマトリックス的な研究組織から、いかに横断的な切り口を持った新しい感染研究を生

み出せるかが重要である。是非新たな感染研究を展開できるように、またその方向の人材育成システ

ムを生み出すよう努力して欲しい。 
 
２）感染研究は、他の領域や分野にはない独自のものがある、すなわち異なる遺伝情報系の相互作用

である。このような感染現象の研究だからこそ、他の研究分野に先駆ける発見が期待される。この利
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点を最大限に生かし、他の分野に貢献する新たな発見があることを期待する。 
  
３）アウトリーチ活動を行ってほしい。 
 
４）病原体ごとに独立した感のあった感染症学に横のつながりを構築したことはすばらしい。今後も

何らかの方法で横のつながりは持つべきである。 
 
５）今後の新学術領域研究の問題であるが、あわじしま感染症・免疫フォーラムとのつながりは続け

て欲しい。 
 
６）一般の人達に知らせるのは難しいが、科学部の記者達を集めて勉強会をひらくのはどうであろう

か。一般の人にとっても科学者にとってもメリットがある。厚生省、文科省の記者クラブを相手にし

てはどうか。 
 
７）解析が進み、研究のレベルが非常に高くなったのはすばらしい。しかし、もっと大胆な視点で研

究を行ってはどうか。ベンチャー精神に富んだ研究が生まれてくるとよい。 
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